


兵庫県文化財調査報告　第321冊

淡路市（旧津名部北淡町）

督会談ノ謁

（本文編）

2007年3月

兵庫県教育委員会



カラー図版1



カラー図版2

B地区石棺3

B地区石敷炉



カラー図版3



カラー図版4

A地区縄文土面

B地区竃

649

274



カラー図版5

F地区SHOl

F地区SKOl



製塩土器

製塩土器

カラー図版6



カラー図版7



コップ形イイダコ壷

カラー図版8

釣鐘形イイダコ壷



カラー図版9

マダコ壷



墨書土器

出土銭貨

来、

、‘ゝ

I

I

7

カラー図版10

一・一一〆‾′＼＿
、一・・・一一－＿　　　　　　　　　　　　‾u、一句Ⅰ一，、

一一1．－ノ・′

し：・

し＿

∠　　「

了　＼、

一句舞

－

、

め＿＿　．＿一こ．．＿　＿　　一声

894 乾式タイル



1．本書は淡路市（旧津名郡北淡町）富島に所在する宮島遺跡の発掘調査報告書である。

2．富島遺跡は、1995年1月17日に発生した兵庫県南部地震（阪神淡路大震災）の震災復興事業の遺跡調査である。

3．本書は都市基盤整備公団（のちに独立行政法人）が計画・施工した富島地区震災復興土地区画整理事業に伴う発

掘調査報告書である。

4．確認調査は、平成8年度から平成12年度に行った。8年度から11年度の4カ年は宮島土地区画整理事業組合が主

体となって計画を進行し、北淡町教育委員会を調査主体として実施した。調査は川音知子と兵庫県教育委員会埋蔵

文化財調査事務所復興調査班が担当した。他県からの支援職員の応援を戴いて調査を行った。

5．平成12年度は事業主体が都市基盤整備公団となり、兵庫県教育委員会が調査主体となって実施した。

6．本発掘調査は平成13年度から17年度にかけて実施した。工事の進捗に合わせて本発掘調査を実施している。回数

も多く計24回となっている。調査面積は狭小な部分が多く、調査深度も震災復興事業であることから掘削深度に即

している。

7．調査は兵庫県教育委員会が調査主体となって実施した。調査次数が多いこともあって、次数ごとに担当者は変わ

っている。

8．調査で使用した方位は国土座標第Ⅴ系を使用した。また、水準は都市基盤整備公団設定のB．M．を使用した。

9．遺構図・土層断面図など図面は調査員が実測した。

10．遺構写真は調査担当者が撮影したものである。図版1の空中写真は国土地理院撮影のものを使用した。

11．整理作業は、平成16年度から18年度の3カ年に渡って行った。平成17・18年度は淡路市（建設課）と委託契約を

かわして兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所で実施した。

12．執筆は各担当者が行い、編集は森本貴子・岡崎輝子・川村由紀の協力を待て渡辺が行った。

13．本書にかかる遺物や図面・写真などの資料は、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所（神戸市兵庫区荒田町2

TH1番5号）ならびに魚住分館（明石市魚住町清水立合池の下630－1）に保管している。ご活用ください。

14．発掘調査・整理調査にあたって、地元関係者をはじめ多くの方々・機関のご協力・ご指導を得ました。感謝致し

ます。
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I　はじめに

1．調査に至る経緯
富島遺跡は淡路市（旧津名郡北淡町）富島の市街地に広がる周知の埋蔵文化財包蔵地である。

1995年1月17日午前5時46分に起きた兵庫県南部地震によって、甚大な被害を受けた地域である。震源である野島

断層が北淡町を走り、富島遺跡の北東方向に位置しており、富島近くが野島断層の端部となっている。南側には浅野

断層が通っている。そのことからも阪神淡路大震災の激震地の1つとして北淡町は報道され知られることとなった。

その中でも富島は集落が密集していることもあって、被害が集中した地区である。北淡町役場が位置し、商業・漁

業・工業の中心として人口密度が高いこともあるが、北淡町では最大の被害を受けている。野島断層は地表に露出し

たことからもあって、小倉地区・野島平林地区・野島江崎地区で断層の状況が顕著に確認されることから、天然記念

物として国指定されている。

激震被害地を中心に震災復興区画整理事業が計画され、それに伴って埋蔵文化財の取り扱いについて協議が行われ

ていた。北淡町都市整備事務所と北淡町教育委員会の間で協議を行っていたが、北淡町では十分な詳細分布調査が実

施されていなかった。この時点では富島遺跡・富島西遺跡・机遺跡が存在しているだけであった。震災による復旧復

興調査による基本方針では周知の埋蔵文化財包蔵地を対象とするとされているが、現実的な遺跡の広がりを把握する

ことが急務かと思われた。

両者による協議の結果、事業用として先行取得した土地を対象として、遺跡の広がり・遺跡の深度を確認するため

の確認調査を実施することとなった。

2．第1次確認調査の経過
北淡町では復旧復興調査の最大の調査対象として富島地区区画整理事業は位置づけられていた。事業を円滑に進め

るためにも遺跡の広がりなどの資料を得る必要があるので、早急な確認調査の必要が求められていた。確認調査は、

阪神淡路大震災の復旧・復興事業の一環として、文化庁の埋蔵文化財緊急調査国庫補助事業として実施した。調査主

体は北淡町教育委員会である。

①平成8年度の経過

平成8年度は、年度末の1997年3月19日から31日まで実施した。確認調査は北淡町が先行取得した地点8ヶ所にト

レンチを設定して行った。調査終了後は埋め戻し作業も行った。

調査の組織

調査主体　北淡町教育委員会

教育長　　　　境　　茂

社会教育課長　保地千弘

事務局　　　　竹沢好生・谷本茂文・岡部清美

調査担当　北淡町教育委員会

社会教育課　　川吉知子（埋蔵文化財専門職員）

（彰平成9年度の経過

平成9年度は、同様に継続して確認調査を実施する予定であった。数地点ごとに断続的に調査をするより、まとま

った調査とした方が効率がよいと判断したことから、1997年11月19日から12月19日に同じく北淡町教育委員会を調査

主体として実施した。ただ、調査員は兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所復興調査班に支援依頼があり、調査員
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の派遣を行った。調査地点は52ヶ所で、昨年度同様トレンチ調査を行った。2カ年の調査成果について北淡町教育委

員会から『宮島遺跡一北淡町震災区画整理事業に伴う確認調査－』として概要報告書が刊行されている。それによって、

一応の遺跡の範囲が提示されることになった。

調査の組織

調査主体　北淡町教育委員会

教育長　　　　境　茂

社会教育課長　保地千弘

事務局　　　　山本甚子・谷本茂文

下原　渉・川音知子

調査担当　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

調査指導

復興調査斑　　岡山真知子（徳島県派遣）

大久保浩二（鹿児島県派遣）

水口富夫

同　義記（鳴門教育大学教授）

木原克司（鳴門教育大学教授）

3．第2次確認調査の経過
（丑平成10年度調査の経過

昨年度以降で調査可能な地点について確認調査を実施した。調査は1998年6月29日の1H間実施した。12Id、3ヶ

所の確認調査である。

調査の組織

調査主体　北淡町教育委員会

教育長　　　　　　境　茂

社会教育課長　　　保地千弘

事務局　　　　　　山本甚子・谷本茂文・下原　渉・川吉知子

調査担当　北淡町教育委員会　川吉知子

（彰平成11年度調査の経過

確認調査が十分でなかった事業地西側部分に4ヶ所の確認トレンチを設定して調査を行った。北淡町教育委員会を

調査主体としたが、支援依頼により兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所職員が調査を担当した。調査は1999年1

月12・13日の2日間実施し、21Idの調査を行った。

調査の組織

調査主体　北淡町教育委員会

教育長　　　　境　茂

社会教育課長　中谷公一

事務局　　　　山本甚子・谷本茂文・下原　捗

調査担当　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

復興調査班　　小川良太

企画調整姓　　深井明比古

2



（彰平成12年度調査の経過

今年度から北淡都市計画事業の中で、富島震災復興土地区画整理事業は都市基盤整備公団が事業主体となって事業

を遂行することになった。それに伴って、遺跡の調査主体も兵庫県教育委員会に変更され、埋蔵文化財調査事務所が

担当することになった。

富島遺跡範囲は暫定的に把握しているものの、確実なものではなかった。その範囲を正確にするために今年度も確

認調査を実施し、遺跡範囲確定を行った。調査は2000年11月21日から30日まで実働7日間実施し、22ヶ所のトレンチ

調査（88Id）を行った。調査方法は従前と同様に機械・人力を併用して行った。

調査の組織

調査主体　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

事務担当　企画調整班　　調査専門員　山本三郎

主査　　　吉識雅仁

調査担当　企画調整姓　　調査専門員　山本三郎

主査　　　多賀茂治

4．本発掘調査の経過
（力平成13年度調査の経過

昨年度で富島遺跡の範囲を確定した。都市基盤整備公団も富島震災復興土地区画整理事業の基盤整備を今年度から

実施されることになった。今年度は遺跡範囲内では89街区周辺が工事施工の対象となったので、この部分について調

査を実施した。2001年4月10日～19日の実働7日間を費やして調査を実施した。

本事業は震災復興事業であることから、阪神淡路大震災復興事業の基本方針に則って調査を実施した。調査最終年

度まで同様である。調査は原則として工事施工の掘削深度までを対象としている。概ね、公園・宅地用地は現地表下

1mまで、道路用地は現地表下1．2～1．5mまでを対象とする。ただし、公園・宅地用地で擁壁部分はさらに0．5m前後

深度が深くなる。地盤改良を行う地点は個々の深さに順じている。この部分についてを本調査の対象としたが、当然

調査を着手した段階で撹乱が多い地点や遺構面が残存していない地点は除外している。このような恐れのある範囲に

ついては、一部トレンチを設定して本調査範囲を確定する場合もあった。また、掘削深度が遺構面に達さないと思わ

れる地点については、立会調査を行っている。街区のガラ撤去は基本的に立会調査とした。その後、基礎部分・擁壁

部分を対象として本発掘調査を実施した。

調査の組織

調査主体　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

事務担当　企画調整班　　主任調査専門員　井守徳男

主査　　　深井明比古

調査担当　調査第4班　　　調査専門員　　西口和彦

主査　　　藤田　淳

技術職員　　小川弦太

②平成14年度調査の経過

事業進捗に合わせて今年度は5回の調査を実施した。2002年6月17日を最初として2003年2月4日まで断続的に合

計22日間を費やして、計1，664Idを調査した。14地点の本発掘調査と11地点の立会調査を実施した。
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調査は工事に合わせて行ったことから、断続的な調査となった。震災復興事業であることから、住宅再建事業を遅

らすことになる調査を待たすことは最小限にとどめる必要がある。しかし、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

では年間の調査計画に即して調査を進めており、急な対応は困難な場合が予想された。そのことから、地元北淡町教

育委員会に応援依頼を行い、今年度に限って一部調査をお願いした。

調査主体　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

事務担当　企画調整班 主任調査専門員　井守徳男

調査担当　調査第1班

調査第2班

北淡町教育委員会

主査　　　深井明比古

主査　　　渡辺　昇

主査　　　西口圭介

川吉知子

③平成15年度調査の経過

平成15年度も昨年度に引き続いて、工事計画に先んじて断続的に12回の調査を実施した。2003年4月24日から2004

年3月3日までの実働48日間実施した。計1，769Idを調査した。14地点の本発掘調査と11地点の立会調査を実施した。

事務担当　　企画調整班

調査担当　　企画調整斑

調査第1班

調査第3班

主任調査専門員　井守徳男

主査　　　深井明比古

主査　　　探井明比古

主査　　　渡辺　昇

主査　　　平田博幸

主査　　　銭　英記

主査　　　藤田　淳

（彰平成16年度調査の経過

平成16年度も昨年度に引き続いて、工事計画に先んじて断続的に調査を実施した。2004年4月8日から2005年3月

18日までの実働17日間実施した。計891I崩を調査した。11地点の本発掘調査と7地点の立会調査を実施した。

事務担当　企画調整斑

調査担当　企画調整班

調査第1姓

調査第3姓

主幹　　　輔老拓治

主査　　　深井明比古

主査　　　深井明比古

主査　　　渡辺　昇

主査　　　藤田　淳

5．整理調査の経過
一部の作業については発掘調査中などに実施していたが、本格

的には平成16年度から18年度まで3カ年をかけて行った。兵庫県

教育委員会が調査主体となり、埋蔵文化財調査事務所で実施した。

平成16年度は台帳作成・水洗い・注記・接合作業などから着手し、

平成17年度は実測・拓本作業と金属器の保存処理を実施した。平

成18年度は残りの実測作業から遺物写真撮影・編集を行い報告書

を刊行した。
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調査の組織

調査主体　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

16年度　　　　　17年度　　　　　18年度

事務担当　　総務課 所長　　　　平岡憲昭　　　　　平同意昭　　　　　平同意昭

主幹　　　　大西義明　　　　　大西義明　　　　　若生晃彦

課長　　　　織田正博

整理保存班　主任調査専門員　池田正男　　　　　池田正男　　　　　岡崎正雄

主査　　　　菱田淳子　　　　　菱田淳子　　　　　菱田淳子

調査管理　　整理保存班　　　主査　　　　村上泰樹　　　　　別府洋二

担当課長補佐

（平成16年度）

調査員

嘱託員

（平成17年度）

調査員

嘱託員

（平成18年度）

調査員

嘱託員

（保存処理）

調査員

嘱託員

岡田章一

深井明比古・渡辺　昇・藤田　淳

長谷川洋子・伊藤ミネ子・川上　緑・衣笠雅美・江口初美・家光和子

早川亜紀子

深井明比古・渡辺　昇・藤田　淳

岡崎輝子・眞子ふさ恵・島村順子・木村淑子・中田明美・川村由紀

渡辺　昇・藤田　淳

森本貴子・岡崎輝子・眞子ふさ恵・友久伸子・岸野奈津子・西口由紀・木村淑子・川村由紀・

佐伯純子・奥野政子・長川加奈子・三島重美

藤田　淳・岡本一秀

栗山美奈・三好綾子・藤井光代・三島重美
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第1表　富島遺跡調査一覧表

平成13年度　調査一覧表

No． 調査番号 担当者 調査面積 調査期間 調査区 主な遺構

1 2001001

西口和彦

藤田　 淳

小川弦太

570Id 4．10～19 A 地区 土坑、溝

平成14年度　調査一覧表
－

No．調査番号 担当者 調査面積 調査期間 調査区 主な遺構

1 2002054
西口圭介

川吉知子
1220Id 6．17～7．16

13号線－1、14号線－1・2、39号線－1・2、

74街区－1・2、75街区－1、77街区－1～3
製塩炉、土坑

2 2002182 渡辺　昇 142Id 11．11～19
13号線－2、75街区－2、77街区－4、

79街区－1
製塩炉、掘立柱建物跡

3 2002198 渡辺　昇 12Id 12．2 14号線－3、43号線－1

4 2002218 渡辺　昇 307Id 12．20 14号線－4、59街区－1

5 2002228 渡辺　昇 60Id 15．2．4 39号線－3、75街区－3 焼土層

平成15年度　調査一覧表

No． 調査番号 担当者 調査面積 調査期間 調査区 主な遺構

1 200 3 07 0 渡辺　 昇 320 Id 4．24～5．20 10号線－1 ・2、34号線－1、80街 区－1 ・2 製塩炉、土坑

2 200 3 12 5 渡辺　 昇 60Id 7．2 ・7．3 10号線－3

3 2 00 3 13 9 渡辺　 昇 233 Id 7．28～8．6 33号線－1 ・2、80街区－3 製塩炉、石棺、土坑

4 200 3 14 6 渡辺　 昇 52Id 8．19 33号線－3、34号線－2 ・3、80街 区－4 製塩炉

5 200 3 15 3 藤 田　 淳 134 Id 9．1～9．5 10号線－4 ・5、33号線－3 掘立柱建物跡、石棺

6 200 3 163 深井 明比古 65Id 9．18 10号線－6、78街区－1 ・2 土坑

7 200 3 17 1 平 田博幸 318 Id 9．29～10．10 10号線－7 ・8、78街 区－3～8 掘立柱建物跡、石棺、井戸 、集石 遺構

8 200 32 08 深井明比古 40Id 1 1．13 10号 線－9～11 柱 穴

9 200 32 22 深井明比古 254 Id 12．2～12．9 10号 線－12 ・13、14号線－5 竪穴住居跡

10 2 00 32 37 深井明比古 114 Id 1．15 ・1．16 10号 線－14 ・15、34号線－4 柱 穴

11 2 00 32 42 深井明比古 161Id 1．21 3 4号線 －5 集石 遺構

12 2 00 32 88 銭　 英記 18Id 3．3 5 8街 区－1

平成16年度　調査一覧表

No． 調査番号 担当者 調査面積 調査期 間 調査 区 主な遺構

1 20 04 0 42 渡辺　 昇 29Id 4．8 7 7街 区－5

2 20 04 1 73 渡辺　 昇 29Id 5．31 1 8号線－1、46号線－1、45街 区－1

3 20 04 1 88 渡辺　 昇 40Id ケ．8 5 8街 区－2

4 20 04 19 5
深 井明比古

藤 田　 淳
168 Id 7．27－29 14号線－6、33号線－5、79街区－2 掘立柱建物跡 、土坑、溝、 ピッ ト

5 20 04 2 11 深 井明比古 533 Id 9．8～15
14号線－7、38号 線－1 ・2、76街 区－1、

77街 区－6

6 20 04 26 8 深 井明比古 432 Id 1．12 18号線－2 ・3

7 20 04 30 3 深 井明比古 13Id 3ユ1 歩行者専用2号線－1

8 20 04 3 14 渡 辺　 昇 50n f 3ユ7 ・18 歩行者専用2号線－2 土坑
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Ⅱ　位置と環境

地理的環境
淡路島は、瀬戸内海の東端に位置し、周囲約174km、面積約597kⅡ縁有する瀬戸内最大の島である。明石海峡、鳴門

海峡、紀淡海峡の三つの海峡を隔てて本州・四国と対峠している。

地形的には大きく南北に二分され、南部には先山山地、諭鶴羽山地、西淡山地等から流れる成相川、三原川、大日

川等の河川が三原平野を形成している。一方、北部は北東一南西方向へ細長く延びる津名山地と、両側の山麓城に幅

狭く付着する丘陵と台地・低地から構成される。この山地は両側が急斜面をなし、山頂部に緩やかな定高性（標高

200m～300m）のある小起伏の地形が広がる。この急斜面の基部には活断層が発達し、西側が野島断層や浅野断層、

東側が楠本断層や東浦断層によって限られている。津名山地は、東西に横断する志筑断層によりさらに南北に二分さ

れている。津名山地の周囲は丘陵及び台地が発達し、河戊による高位・中位・低位・最低位段丘面が形成されている。

海岸部に沿って沖積層で構成された低地が細長く分布している。

地質的には、北部の津名山地は主として六甲山地から連続する領家帯の花崗岩類によって構成され、東西の活断層

により第四紀に入ってから隆起を続けており、1995年には津名山地西側沿いに存在する野島断層再活動により兵庫県

南部地震が発生し、山地北側頂部は約20cm～80cm隆起している。津名山地の一部では第三紀層である神戸層群岩屋累

層が見られる。淡路市野島常盤ではカキを中心とした月化石層が石灰岩化し、それを侵食して形成された野島鍾乳洞

（兵庫県指定天然記念物）が1964（昭和39）年に発見された。一方、断層を境にした海岸部の丘陵と台地・低地は基

部が大阪層群で構成され、その上に沖積土が堆積している。

気候は温暖少雨の瀬戸内気候に属し穏やかである。四季折々の季節風が吹き付けるが、内海の穏やかな海であるこ

とは間違いなく、立地上からも、古来より海上交通の要衝であったと考えられる。

富島地区は、淡路市の北西部に位置し、東は小倉川、西は富島川に挟まれた地区である。富島地区でもまた淡路島

西側に特徴的な播磨灘を渡る北西の季節風をまともに受けるのだが、前面の海域は「鹿の瀬」と呼ばれる東西約20km、

南北約5kmの範囲の浅瀬が存在し、瀬戸内海最大級の漁場となっている。「鹿の瀬」では多くの魚類が生息し、また

現在の網漁の際には弥生時代以降のイイダコツボなどの漁具や東播系須恵器などが引き上げられ、貴重な「海あが

り」の資料となっている。
たんのかわ

富島地区の中央部に谷川が流れているが、その他にも津名山地から続く丘陵から流れ込んでいたと考えられる谷地

形が多く認められる。また、現在の富島港周辺は、1927（昭和2年）の埋立地である。富島地区の北には、旧海岸線
なかみち

に沿って県道福良仁井岩屋線がほぼ東西に走り、富島地区の中央を市道（通称中道）がほぼ東西に走っている。県道

南で市道（中道）北にあたる旧北淡町南庁舎新築工事に伴う土質調査報告書（1994年11月調査）によると、－4．90m

までは沖積層（砂礫層と砂層）で、基盤は大阪層群である。これは前述の地質構造を裏付けるとともに、海浜部であ

ったことも示している。また、富島地域は風水害の被害も多く受けており、河川氾濫や土砂崩れによる堆積物が厚く

堆積している。

また富島地区は1995年1月17［＝こ発生した兵庫県南部地震（被害名：阪神・淡路大震災）により活動した野島断層

のすぐ北側に当たる。野島断層は江埼灯台付近から野島川までの長さ約7km、活動度B級の活断層として認定されて

いたが、地震発生後確認された野島地震断層は従来認定されていた野島断層の活断層線に忠実に沿って出現し、また

従来確認されていなかった野島川～富島までの約3kmと梨本から舟木へかけて約1．2血の2本に分かれて出現した。

このうち野島川～富島までの地震断層は大阪層群の中を野島断層の一般走向（N50－600E）を保ったまま、富島地

区まで出現した。その一部約185mが小倉地区で保存され、国の天然記念物に指定された。またその延長にあった水
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越擁曲に沿って富島の南方である石田地区でも地震断層が認められた。地震を発生させた活断層である野島断層が至

近距離に存在したことで、富島地区は壊滅的な被害を受けた。すでに述べたように、富島地区は中道から北側（海

側）では大阪層群の上は砂層または砂礫層であり、また中道から南側（山側）も大阪層群の上は厚い砂礫層であり、

地震による揺れは大変大きく、震度7を記録した。

富島遺跡は上記のような富島地区の集落の中でも西側にある丘陵上及び丘陵裾部に位置する。富島小学校や興久寺

などが存在する丘陵上およびその丘陵裾部に広がる部分と、少し東側にある大歳神社を中心とする丘陵裾部に遺跡は

広がる。西側の丘陵と東側の丘陵の間には小さな谷があることが現在までの調査で明らかになっている。富島小学校

や興久寺などが存在する丘陵上およびその丘陵裾部に広がる区域は海にむかって張り出したような地形であり丘陵上

から中腹にかけては山地から流入したと考えられる花崗岩が風化して粘土化した土層となっている。そのため大変多

く鉄分を含み、大きな自然鉄も見られ、土色は大変赤く見える。遺跡の現況は宅地であるが、その下には旧耕土があ

り、中世以降の遺物を含んでおり、中世までの集落が近世になるとより海岸部へ移っていくのと同時に、近世以降は

棚田として使われていたものが、近代以降にまた宅地となったようである。丘陵裾部になると周辺の谷地形から流れ

込んだであろうと考えられる砂礫層の上によくしまった砂層が堆積している。現状は宅地であるが、そのすぐ下に古

墳時代～古代の包含層があり、住宅の基礎をほとんど打ち込んでいなかったため、よく保存されている。東側にある

大歳神社を中心とする丘陵中腹～裾部は大歳神社に向かって海が湾入しており、東側から大歳神社にかけて延びる丘

陵中腹部から旧海岸線付近に立地している。この区域でも西側の丘陵および丘陵裾部と同様の土層が見られる。西側

では縄文後期の土器が確認されており、東側でも弥生前期の土器が確認されていることから、昔から地盤のよい土地

として、また交通の要衝としてここに人間がずっと住み続けてきたのであろう。実際、富島遺跡の中心では阪神・淡

路大震災での建物の倒壊率は富島地区の中でも驚くほど低く、ほとんどの住宅が残っていたこともそれを示している

と思われる。

また、余談ではあるが、あまりにも多くの自然鉄を含んでいることから「丹」（ベンガラ）にかかわるものも考え

ておく必要がある。実際、富島の南にある山間部は「仁井」地区とよばれており、これは「丹」の変化したものか、

「丹（ベンガラ）」の材料である自然鉄を掘った後の井戸状の穴を示した可能性がある。

このように富島遺跡は立地上、縄文時代には海辺の集落として、それ以降も海浜部および丘陵中腹を主とする海に

関係の深い遺跡として存在しつづけていったのである。

参考文献

1．『北淡町誌』北淡町1975

2．水野清秀ほか編『明石地域の地質』通商産業省工業技術院地質調査所1990

3．活断層研究会編『新編日本の活断層一分布図と資料』東京大学出版会1991

4．市原実編『大阪層群』創元社1993

5・中田高ほか編『野島断層【写真と解説】』野島断層活用委員会・北淡町教育委員会1999

6．渡辺昇ほか編『貴船神社遺跡』兵庫県教育委員会　2001
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図2　淡路島北部地域の地質図及び地質断面図（市原、実編『大阪層群』より）
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歴史的環境

淡路島は瀬戸内海東端の島であり、畿内にも近い立地上古来より交通の要衝であった。そのため近年多くの遺跡が

発見されている。

旧石器時代の遺構はまだ発見されていないが、長原遺跡（南あわじ市）からは国府塑ナイフや翼状剥片がまとまっ

て出土している。また浦壁池遺跡（南あわじ市）ではナイフ塑石器が採集されている。淡路市ではまるやま遺跡から

ナイフ形石器1点と、細石刃・細石刃核がまとまって出土している。舟木遺跡や岩屋から有舌尖頭器が出土している。

縄文時代の遺跡は島内でも相次いで発見されている。淡路市内では縄文時代草創期の遺物が発見されたまるやま遺

跡や縄文早期～中世へと続く、淡路を代表する縄文時代の遺跡の一つである育波堂の前遺跡などがあるが、佃遺跡で

は本格的な発掘調査がおこなわれ、早期から晩期にかけての集落跡であることが明らかとなっている。多数の貯蔵穴

が発見されドングリなどの豊富な木の実が出土しているほか、ほ乳類や鳥類、魚類などの数多くの動物の骨が出土し

ている。また舟木遺跡において、早期～前期の石鉄がまとまって出土している。

弥生時代には、三原平野を中心として銅鐸や銅剣といった青銅器類が多数出土している。最近の例として幡多遺跡

（南あわじ市）からは土壌に廃棄された状況で大阪湾型銅文が出土している。淡路市内でも江井から銅鐸が1点出土

している。淡路市内では前期・中期の遺跡数は少ない。しかし後期に入ると、標高100mを超える丘陵上に集落が出

現し、その数も急増する。塩壷西遺跡のように明石海峡に面した大型の鉄鉱を持つ高地性集落もあるが、その多くは

一般的な集落遺跡であり、特に後期後半にだけ存在する遺跡が多い。その中でも舟木遺跡は後期前半から庄内期まで

続く大きな集落であり、大型の竪穴住居址や大藩、土墳墓などが確認されている。これらの丘陵上の集落でも飯蛸壷

や製塩土器が出土しており、米作りの他にも海での生産活動を窺わせる。これら後期の丘陵上の集落は古墳時代まで

には消滅する。

島内では大規模な前期・中期古墳の存在は確認されていない。淡路市内も同様で、後期においても古墳の数は少な

い。郡家古墳は比較的規模の大きな横穴式石室境であるが、築穴山古墳群や明神古墳群のように、海を望む丘陵上に

小規模な古墳で構成される古墳群が発見されている。石の寝屋古墳は比較的規模の大きな横穴式石室を有する古墳で

あるが、その周囲に小規模な7－8基の古墳が存在している古墳群である。一方、今回報告する宮島遺跡でも箱式石

棺墓が検出されている。畑田遺跡の箱式石棺墓の例とどれも大変よく似ているため、集落の中に墓域を設けるのがこ

のあたりの海岸部の集落の特徴であって、古墳を築造することは少なく、たとえ小規模な古墳でも重要な意味を持つ

可能性が推測できる。

「古事記」「日本書紀」「万葉集」などの記載から、海を媒介とした王権との深いつながりを推測することができる。

イザナギ・イザナミの国生み神話や、「海人」と呼ばれる人々が天皇家の水運の担い手として重要視されていたこと

がわかる。「海人」には「野鳥の海人」と「御原の海人」がいたらしく、淡路市城には「野鳥の海人」がいたようで

ある。

畑田遺跡弥生遺構面
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番号 遺跡名 所在地 種　 別 時　 代 内　　　 容

1
富島遺跡

（としま）
富　 島 集落址 縄文～中世

古墳時代～奈良時代にかけて集落址が中心

の遺跡。墓域・生産域・居住域がわかる貴重な
遺跡。

2
机遺跡

富　 島 散布地 弥生～中世
富島川から鳴見川の右岸の広い地域に弥生

（つくえ） 土器・土師器・中世土器が散布。製塩土器

3
富島岡畑遺跡

（としまおかはた）
富　 島 散布地 中世 海岸付近に中世土器が散布

4
関戸遺跡

浅野南 散布地 古代～中世
富島川の左 岸にひろがる緩斜面に古代～中

（かいと） 世の土器が散布している

5
川渕遺跡

石　 田 散布地 中世
富島川と鳴見川の三角州に中世土器が散布

（かわぶち） している

6
峡遺跡

石　 田 散布地 古代～中世
富 島川と鳴見川の三角州に古代～中世土器

（はさま） が散布している

7
年長遺跡

石　 田 散布地 中世
鳴見川の右岸の丘陵上に中世土器が散布し

（としなが） ている

図4　周辺の遺跡分布図
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また淡路島は、「御食国」として、朝廷や天皇家に食材を提供する国であったが、重要なものとして「塩」があげ

られる。土器製塩は、畑田遺跡などで出土した資料から弥生時代後期に始まることが知られており、古墳時代～奈良

時代にかけて大変盛んになる。引野遺跡では脚台式製塩土器から丸底式製塩土器へと使用する製塩土器の形態の変化

が明らかになった。貴船神社遺跡では二十数基の石敷炉が県下で始めて発見され、その一部は地下保存された。遺跡

の中心部は公園になり、その中で製塩風景が再現されていて、「野島の海人」と呼ばれた人たちが住んだ遺跡の一つ

ではないかと考えられている。また畑田遺跡では古墳時代の大型建物や箱式石棺墓、弥生時代後期から古代まで連綿

と続く製塩土器が確認されており、「野鳥の海人」の拠点集落ではないかと考えられる。そして楠本塩入遺跡や、育

波浜田遺跡など大規模な製塩遺跡が出現する。育波塩焼遺跡では古代の大型総柱建物が検出された。律令期には「淡

路国津名郡育波郷」が存在したことが文献上明らかである。平城京からは「育波郷」と記載された木簡が2点出土し

ており、いずれも「海氏」が塩を納めたという木簡である。「海氏」は「海人」であろうと考えられ、「海人」たちが

律令期にも塩を作り朝廷に納めていたことが窺える。中世に入ると現在の居住区城にほぼ近い状態で小規模な集落が

形成されていた状況が確認できる。また交通の要衝でもあった淡路島では確認されている中世城館の数も多く、地名

にもよく残っている。

富島という地名は富島川の河口付近にあったとされる島を「宮嶋」と呼んだものとされている。実際に「富嶋」「島

脇」などという字名が見られる。「富嶋」と呼ばれた場所は現在富島地区の最も西側の海岸が突き出たところとされ

ているが、真偽のほどはさだかではない。同様の内容は直近の集落である野島でも伝えられており、野島川河口にあ

ったとされる「野嶋」が平安時代に地震で沈んだと伝えられている。

富島地区は古くは机と呼ばれ「築江」がなまったものではないかと考えられる。「机」が文献に多く登場するのは

近世以降であり、港として発展をとげたのもこの時期であろう。港は近代になって、「生鮮」と呼ばれた生魚の運搬

で栄えるが、冷凍技術等が発達し道路網が整備された現在では漁港として存続している。

富島周辺では、昭和40年代の兵庫県の分布調査において、弥生時代の散布地であった富島西遺跡や、宮島川の河口

に近い机遺跡、机浜遺跡などが発見された。また平成5年に刊行された『製塩遺跡I』において、新たに富島岡畑遺

跡などが発見された。富島の集落内に遺跡があるかどうかは長い間不明であったが、地区内に存在する寺院には資料

が残されている。生福寺には平安時代後期の阿弥陀如来像（注1）が現存する。興久寺には応安4年（1357）の銘を

もつ石造地蔵像（淡路市指定文化財・注2）が存在し、その石材は現在の洲本市の先山から運ばれた花崗閃緑岩（注

3）である。生福寺阿弥陀如来像や興久寺の応安4年銘石造地蔵像などを作ることのできる力を持った勢力がこの地

にいたのではないかという推測はできた。それを実証することになったのは、皮肉にも阪神・淡路大震災であった。

平成7年1月17日に起きた兵庫県南部地震（被害名：阪神・淡路大震災）において富島地区は壊滅的な被害をうけ、

震災復興区画整理事業に先行して富島地域内の試掘・確認調査を平成8－9年度に兵庫県教育委員会の支援を待て北

淡町教育委員会が行った。この調査で初めて集落の西側に遺跡が広がっているのが確認された。これが宮島遺跡で、

当時の調査担当支援職員であった岡山真知子氏（現：徳島県立城ノ内高校教諭）によって命名された。この調査では

従来富島西遺跡と考えられていた区域からは遺構・遺物は検出できず、そのすぐ東側まで縄文時代後期～中世に至る
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富岳遺跡が確認されたのである。また、集落中心部の山側にある大歳神社に明治年間まで船をつないでいたとの古老

の言葉通り、大歳神社にむかって大きく湾入していたと考えられる調査成果があり、その海岸線沿いに遺跡が存在す

ることも確認できた。震災復興区画整理事業に伴う本発掘調査は平成14年度～16年度までは兵庫県教育委員会が、平

成17年度からは淡路市教育委員会が主体となって現在も継続して調査中である。平成17年度の淡路市教育委員会の調

査では、富島遺跡ではじめて弥生時代前期の遺構・遺物が検出された。また、平成18年度の調査では布留式土器とそ

れを伴う遺構が検出された。

また平成17年3月までに行われた旧北淡町内詳細分布調査では、宮島川の両岸に広がる平地に遺跡が集中している

ことが確認できた。

このように宮島地区は古くから拓かれ現在まで続く地域であり、その中でも最も大きく中心になるのが宮島遺跡で

あろうと考えられる。

（注1）神戸佳文氏（兵庫県立歴史博物館）のご教示による。

（注2）壇上重光氏（神戸市文化財保護審議会会長）のご教示による。

（注3）先山徹氏（兵庫県立入と自然の博物館）のご教示による。
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Ⅲ　調査の概要

1．確認調査の結果
平成8年度から富島遺跡の確認調査が実施された。区画整理事業が北淡町主体の事業であったことから、北淡町教

育委員会が調査主体となって調査を担当した。ただ、震災復興関連で担当者が多忙を極めていたので、平成9年度・

平成11年度については、兵庫県教育委員会に支援依頼があり、担当者を派遣して調査を実施した。

確認調査は、実施可能な地点から順次行い、遺跡の範囲を確定していった。確実に遺跡の範囲内と確定できない部

分と新たな地区について確認調査を実施した。その結果、遺跡の範囲を確定し、それ以降の富島遺跡の調査範囲を確

定する基礎となった。

平成8・9年度調査成果については、すでに概要報告書が刊行されている。それによると、7カ所のトレンチで遺

構が検出されている。次年度以降の調査で補完資料は得られているものの、大枠ではこの調査成果を基に調査範囲は

確定している。概要報告書の調査結果と本発掘調査成果は基本的に変わることはない。検出された遺構は、土坑・ピ

ット溝・集石土坑・焼土坑が確認されている。遺物は縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・瓦器・陶磁器・タコ

壷・製塩土器・土錘・石器・銭貨などが出土している。出土遺物の中で注目されるのは、縄文後期の土器群と土馬で

ある。その「まとめ」では、「今回の調査で出土した遺物から、この遺跡は中近世の漁業集落が主体であることがわ

かった。しかし、富島小学校北で縄文時代中期以降集落が形成され、中世以降も使われた。また、富島小学校東周辺

では土馬をはじめ奈良・平安時代の須恵器・土師器が出土するなど古墳時代後期以降集落が形成されたことも判明し

た。」と記されている。本発掘調査成果と大きく矛盾はなく、確認調査結果と合致している。唯一調査結果が異なっ

たのは、律令期の遺構・遺物が本発掘調査で多く確認されたことであろう。墨書土器などの官街的遺物が出土したこ

とが、変化である。が、すでに出土していた土馬の存在は、その成果を示唆していたようである。

2．平成12年度の調査
平成12年度から、工事主体が都市基盤整備公団になったことから、調査主体は兵庫県教育委員会に変更となった。

今年度は昨年に引き続き確認調査を実施した。

2000317

ほぼ全てのグリッドで近世以降の土壌層を確認し、多くのマダコ壷が出土しているが、中世以前の遺構・遺物が確

認できたのは7・15・16・20・21・23・25の各グリッドである。

7グリッド

現代盛土の下に近世以降の耕作土・土壌層が4層あり、各層からマダコ壷などが出土した。⑩層の淡褐色中砂を除

去したところ（GL－1．8m）で、拳大の円礫を並べた面を確認した。整地のために人為的に敷き並べたものであると推

定する。面上での出土遺物がないため正確な時期は不明である。直上の土壌層から近世の遺物が出土しているので、

これよりは古い時代、おそらく中世のものであると推定する。

同様の礫群は隣接する平成9年度調査24グリッドでも確認されており、一連の遺構であろう。

15グリッド

近世以降の耕作土・土壌層の下（GL－0．6m）で、中世（12～13世紀頃）の遺物を主体とする包含層を確認した。包

含層は上下2面であり、厚さは0．9mある。この包含層を除去した面（GL－1．5m）で円礫を敷き並べた礫群を検出し

ている。
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16グリッド

近世以降の耕作土の下（GL－0．4m）で中世の遺物を含む包含層を確認した。包含層は3層に分割される。いずれも

東播系須恵器のこね鉢をはじめとする中世土器が出土している。厚さは0．9mである。

20グリッド

近世以降の盛土・砂層の下に湿地状の堆積があり、そこから中世～古代の遺物が出土している。遺物は小片が多く、

二次的な流れ込みがある可能性が高い。入り江状の地形の落ち際にあたるが、船着場の施設等は確認していない。
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21グリッド

近世以降の盛土・土壌層の下で中世（12－13世紀）の土器を多く含む包含層を確認した。包含層の厚みは0．35mあ

り、断面で土坑状を呈する遺構らしきものが確認できる。出土遺物は東播系須恵器のこね鉢が多い。

23グリッド

近世以降の削平が著しいが、盛土の下（GL－0．6m）で中世の遺物を含む溝状の遺構を確認している。

25グリッド

近世以降の盛土・耕作土の下で、拳大の円礫を敷き並べた整地層を確認した。整地層の上面から奈良時代（8世紀

後半）の遺物が多量に出土している。整地層の下にも包含層があり、同時期の遺物が出土している。整地層から包含

層までの厚さは0．5mである。出土遺物は須恵器・土師器・イイダコ壷・土錘がある。

3．平成13年度の調査
2001001

基本層序

調査区東壁を中心とする層序を図に示す。

現代の盛土（厚さ約70cm）下には、断続的に旧耕土（②層）が認められる。最初の機械掘削を行ったのは、概ねこ

の直下あたりまでである。その下の③～（9層は土壌層で、出土遺物から③層は近世後半、④層は中世、（9層は古代～

中世の時期が想定される。③層と④層はほぼ水平に堆積し、少なくとも中世には周辺が平坦化され、耕地として利用

されたことが伺える。

（彰一（9層は縄文時代の堆積層で、⑥層及び（彰層には比較的多くの遺物が包含されている。このうち、土壌化の認め

られる（り層は調査区の北半にのみ分布しており、縄文時代の生活面が存在したことが想定される。しかし、⑥層は遺

構埋土と極めて類似しており、上面での遺構検出はできなかった。（め層は縄文時代の生活面の基盤となった固く締ま

った砂礫層である。調査区の北半のみで確認できた。ほぼ南北方向に細長く島状に分布していると考えられ、擁壁部

分では東側に向かって埋没している状況が観察できた。⑨層は（め層下の砂層で、約10cm下位には礫を多量に含む。⑧

層・（9層からも縄文土器は出土しているが、（砂・⑦層に比べるとごく僅かである。

なお、⑲～⑬層は、⑩層が⑥層に相当し、⑪～⑬層が⑥層よりも下位の層となることが予想されるが、その関係は

十分に把捉できていない。特に⑫・⑬層については（◎層よりも上位の層となる可能性がある。（A地区）

4．平成14年度の調査
2002054

13号線－1

掘削深度の大半は19世紀代の遺物を含む茶褐色細砂中におさまっている。北側の約3mの範囲で中世の遺物包含層

を検出しており、マダコ壷などが出土している。

14号線－1

この調査区は区画道路14号線の建設に伴い掘削される範囲である84Idについて調査を実施した。掘削深度は80cmで

ある。調査は事前にトレンチ1－3を掘削し、下層の状況を把握した後、施工部分全体を掘削した。結果、調査はす

べて盛土内で行われ、包含層・遺構面には到達しなかった。

14号線－2

この調査区は区画道路14号線の建設に伴い掘削される範囲である80Idについて調査を実施した。掘削深度は80cmで

ある、調査は事前に東端付近を掘削し下層の状況を把握し後、施工部分全体を掘削した。結果、調査はすべて盛土内
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で行われ、包含層・遺構面には到達しなかった。

39号線－1

この調査区は区画道路39号線の建設に伴い掘削される範囲である50Idについて本発掘調査した。調査時は2－1区

と呼称した。

調査は地表下0．5m付近までの家屋基礎を除去するため、バックホウにて除去した。掘削深度においては近世包含

層の一部が検出されたのみである。なお工事による掘削はこれより下層に及ぼさないため、調査を終えた。

39号線－2

この調査区は区画道路39号線の建設に伴い掘削される範囲である91Idについて調査を実施した。掘削深度は80cmで

ある。調査は事前にトレンチ4を掘削し、下層の状況を把握した後、施工部分全体を掘削した。結果、調査はすべて

盛土内で行われ、包含層・遺構面には到達しなかった。

74街区－1

この調査区は74街区中央西寄り付近の旧家屋基礎撤去に伴う立会調査である。調査範囲は192Idであり、調査時は

74街区ガラ撤去と呼称した。

調査は地表下0．5m付近までの家屋基礎を撤去するため、バックホウにて除去作業にかかったが、地表下0．4m以下

は遺構包含層であることが判明したため、地表に見える基礎のみ地下に影響を及ぼさないように除去した。下層は中

世や古代の遺物包含層が存在する。

74街区－2

湿地状の堆積が認められた。そこから19世紀代の遺物が出土している。さらに、下層は13世紀から16世紀の遺物が

混ざり合っており、河口もしくは汀に廃棄されたか流れ込んだ遺物が再堆積した可能性が高い。

75街区－1

この調査区は75街区北東付近の旧家屋基礎撤去に伴う立会調査である。調査範囲は240Idであり、調査時は75街区

ガラ撤去と呼称した。

調査は地表下0．5m付近までの家屋基礎を撤去するため、バックホウにて除去作業にかかったが、地表下0．4m以下

は遣物包含層であることが判明したため、表面に見える基礎のみ地表に影響を及ぼさないように除去した。下層には

中世や古代の遺物包含層が存在する。

77街区－1

擁壁工事に伴う調査で、中世の包含層が確認され、その下面で落ち込みや柱穴が検出されている。その下は古墳時

代から古代の包含層で下面には焼石の集中箇所が見られ製塩炉と考えられる。さらに下面でも弥生時代の柱穴が検出

されている。（E地区）

77街区－2

77街区－1と同様の成果で、直径1．0mの集石炉を3箇所検出した。その下では弥生時代の土坑・柱穴も検出され、

弥生時代の集落が広がっている可能性が高い。（E地区）

77街区－3

この調査区は77街区中央付近の旧家屋基礎撤去に伴う立会調査である。調査範囲は333niであり、調査時は77街区

ガラ撤去と呼称した。

調査は地表下0．5m付近までの家屋基礎を撤去するため、バックホウにて除去した。掘削深度内においては包含層

や遺構などは検出されなかった。77街区－1や77街区－2の状況からすると、下層には弥生時代から中世の集落や生

産遺構が存在することは間違いない。（E地区）

立会調査で遺構面が掘削深度まで達さなかった地点は下記の13地点である。
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14号線－1・2・3・4、39号線－2・3、43号線－1、59街区－1、74街区－1、75街区－1・2・3、77街区－3

2002182

13号線－2

13号線の西側側溝部分の調査を実施した。長さ18mで幅1mの掘削部分の立会いである、深さは90cmまで掘り下げ、

工事に伴うそれまでを調査対象とした。上屋の基礎が部分的に残っており、その部分については1mを越えるところ

もあった。2つの遺構面が確認され、ピットが存在している。時期は上面が近現代で、下面も中世以降かと考えられ

る。下面の下の黒褐中砂から古墳時代の須恵器が出土している。

75街区－2

75街区内の擁壁工事を行う北側部分である。幅1m、長さ10mの調査区である。掘削深度は60cmで、上層包含層の

一部を調査したにすぎない。マダコ壷が多く出土している。

77街区－4

75街区同様に擁壁工事部分の本発掘調査である。南側は夏に調査した77街区－2で、東側が77街区－3である。77

街区－2の北側の続きである。幅1m、長さ3mの南北方向の調査区である。遺構面は3面確認している。（E地区）

79街区－1

13号線の西側に位置しており、13号線－2区と接している。約100Idで宅地のガラ撤去の立会い調査である。深さ

50cmを基準としたが、ガラが深く残っているところは深く下げている。上層包含層はかかることから、その部分につ

いての確認を行った。マダコ壷・土師器や銭貨が出土しているが、遺構は確認できなかった。

2002198

14号線－3

土層は、①表土　②盛土　③褐色シルト質中砂　④暗褐色柵砂　となっている。④層以下も包含層が存在している

が、工事施工の掘削深度で止めている。④層上面は安定した面で、明確に土壌化していないものの、遺構が存在する

可能性が高い。調査トレンチ内では遺構は検出されなかった。

43号線－1

土層は、①表土　②オリーブ褐色シルト質中砂　③にぷい黄褐色シルト質中砂　④暗褐色シルト質中砂　⑤黒褐色

シルト質中砂　⑥褐灰色シルト質中砂　⑦黒褐色シルト　⑧褐灰色中砂　⑨黄褐色シルト　である。掘削深度では④

層の上面となるが、遺構の残存状態を確認するために一部断ち割りを行った。④層上面が14号線－3区のやはり④層

上面に相当する。⑦層には弥生時代末～古墳時代はじめの土器が出土している。

2002218

14号線－4

土層は、①表土　②盛土　③褐色シルト質中砂　④暗褐色柵砂　となっている。④層以下も包含層が存在している

が、工事施工の掘削深度で止めている。包含層の上面近くに相当する。掘削深度内で調査トレンチ内では遺構は検出

されなかった。

59街区－1

土層は、①表土　②オリーブ褐色シルト質中砂（盛土）　③にぷい黄褐色シルト質中砂　となっており、その下に

包含層が存在している。今回は上部のガラ撤去だけで、掘削は包含層まで達していない。

小結

平成14年度は5回の調査で、14地点の本発掘調査と11地点の立会い調査の結果、77街区－1・2・4区で3面の

遺構面を確認できた。上面は近世～中世にかけての遺構で掘立柱建物跡1棟が確認された。第2面では奈良時代～平

安時代の製塩炉跡と思われる遺構が調査された。古墳時代～奈良時代にかけての製塩炉は北淡町野島の貴船神社遺跡
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で確認されており、それに続く時期の製塩遺跡と考えられ、その位置付けは重要である。ただ、製塩土器の出土量な

どから考えると、大規模な製塩遺跡は考えられない。第3面の遺構はピットだけであるが、古墳時代前後の遺構面の

存在が確認されたことは意味があるものと思われる。また、74街区－2の湿地状堆積も港湾施設などが推定される地

点で興味深い。

5．平成15年度の調査
12回38地区の調査の結果、竪穴住居跡1棟（14号線－5）、掘立柱建物跡2棟（10号線－4、10号線－7）、石棺5

基（10号線－4、10号線－7、33号線－1）、製塩炉9基（10号線－2、33号線－1、34号線－2、78街区－6）、井

戸1基（78街区－3）と土坑・ピットが検出されている。

竪穴住居跡は、隅円方形で調査区中央部に位置する。6層の遺物包含層下面、7層上面で検出された。規模は北

西一南西の1辺4．0m、南西一北東3．0m以上、深さ0．6mの方形竪穴住居跡であるが、東端部は傾斜下方にあたり削平

されているため平面形はやや平行四辺形を呈している。

掘立柱建物跡は2棟あり、ともに全体像は明らかでない。1棟は総柱建物で1間以上×2間以上である。もう1棟

は側柱建物で1間以上×3間以上である。

製塩炉は9基以上検出しており、それ以外にも集石や焼けた礫が多く確認されていることから、相当規模の製塩遺

跡と思われる。製塩土器は丸底Ⅱ～Ⅲ式である。

井戸は78街区－3で石組井戸が検出している。近世と考えられる。

土坑の中には製塩土器を多量に包含する土坑や焼土坑もある。ピットも各区で検出しているが、調査面積が狭い

こともあって、掘立柱建物跡に復原できていない。

出土遺物は弥生土器、古墳時代の須恵器・土師器・製塩土器・イイダコ壷・耳環、奈良時代の須恵器・イイダコ

壷、中世の須恵器・土師器、近世のマダコ壷・陶磁器・土師器が出土している。

2003070

基本土層は、①表土・盛土　②黄褐色シルト　③暗褐色シルト　④灰黄褐色シルト質中砂　⑤黒褐色中砂　⑥黄灰

褐色租砂　となっている。②層が中世～近世の、③～⑤層が古代～中世の、⑥層が弥生末～奈良時代の包含層である。

10号線－1

現在の中道に相当する10号線の拡張部分の調査である。幅3m、長さ24mの東西に長い本発掘調査である。明らか

な撹乱部分を除いた3ヶ所にトレンチを設定した。幅1mのトレンチで西側からトレンチ1・トレンチ2と呼称する。

1トレンチでは、40cmの盛土があり、②にぷい黄褐色シルト質中砂・黒褐色柵～中砂を埋土とする近世～近代の土坑

が確認された。遺構面は②黄褐色シルト質中砂で中近世の包含層である。この地点では数点の土師器を包含している

だけであった。掘削深度はほぼこの層の中で収まる。一部確認のために採掘したところ、地表下60cmで③相当と思わ

れる暗褐色租砂が、85cmで⑤黒褐色中砂が確認されたが、無遺構であった。

トレンチ2は約10m東側に設定したが、地表下40cmで地山の黒褐色シルトが検出された。

トレンチ3は富島小学校の正門を隔てた東側に設定したが、トレンチ2同様に地表下50cmで地山のシルトが検出さ

れ、トレンチ2・3ともに削平を受けたものと思われる。

10号線－2

10号線－1区の東側に70m離れている。34号線と交差した部分の南西で80街区の北側に位置している。3×16mの

東西に長い調査区である。盛土下が包含層で製塩土器を主体に須恵器・土師器・イイダコ壷が出土している。調査区

西端には近世の瓦積み井戸が存在している。その東側の道（中道）に近い1m幅で基礎が残っており、遺構は残存し

ていなかった。西側では貝（二枚貝‥・アサリか）が厚く堆積していた。粘土のブロックも見られた。その東側では遺
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構面が確認されたが、浅いことから現代の撹乱坑が多く存在する。焼けた礫が多数検出され、焼土・灰・炭が検出され

た。円形などの椅麓な形状にはならないが、製塩炉が廃棄されたものと思われる。礫の塊は5箇所あり、5基以上の

製塩炉があったものと考えられる。（C地区）

34号線－1

10号線－2区の南東部分に位置している調査区である。幅3m、長さ18mの南北に長い本発掘調査である。調査区

南東部分には近代（近世まで遡る可能性あり）の石組井戸が存在していることから、息抜きののちに掘り下げられた。

北側部分のみ平面調査を実施した。井戸北側で遺構面が確認され、落ち込みと暗渠が確認された。落ち込みは隅円方

形の浅い遺構である。床面に伴うピットなどは存在しない。その下層は古墳時代から中世の遺物が含まれる層で、約

70cmの厚さの包含層である。その下面で明瞭な遺構は確認されなかった。（D地区）

80街区－1

擁壁工事部分の本発掘調査である。幅2m、長さ8mの東西に長い本発掘調査である。34号線に接して直交する位

置にあたる。現代建物の撹乱によって中央部分は大きく削平されている。その両側については34号線－1区と同様の

結果であった。製塩土器を含む厚い包含層を調査した。

80街区－2

80街区北東部分のガラ撤去であり、東西20m、南北6．5m（平均）の工事立会調査である。調査区にはガラはなく

真砂が入れられており、遺構・遺物は検出されなかった。

まとめ

3地点の本発掘調査と2地点の工事立会調査の結果、10号線－2区で古墳時代から奈良時代の製塩炉を確認した。

昨年度も77街区で確認されており、富島遺跡でもある程度の規模で製塩作業を行っていたことが明らかとなった。34

号線－1区や80街区－1でも製塩土器を含む包含層が確認されていることから、地形の高い南側一帯まで製塩遺跡が

広がっている可能性が高いものと思われる。

2003125

基本土層は、①表土・盛土　②灰黄褐色シルト質中砂　③黒褐色シルト質中砂（包含層）④黒褐色シルト質中砂

⑤にぷい黄褐色租砂　となっている。②層が近代～近世の、③層が中世～古代の包含層である。⑥層は地山である。

10号線－3

10号線－2区の西側に隣接した地点である。現在の中道の拡幅にあたることから、拡幅する南側約2mについて本

調査を実施した。

遺構面は2面確認しているが、下層の中世の遺構面は僅かしか残存していない。上層は近代～近世の遺構面で、遺

構面で、やはり大きく削平されており、撹乱坑が多くみられた。また、中央から東側にかけて月層が広がっている。

深いところでは1m以上のところもあり、厚く堆積している。二枚貝に限られており、ハマグリと思われる単一の月

が廃棄されたようである。大きな土坑に月をバラバラに入れるのではなく重ねてぎっしりと入っている。包含層から

は、下層では須恵器・土師器・製塩土器が上層では土師器・陶磁器・タコ壷・銭貨が出土している。

まとめ

今回の調査地点は近世～近代にかけて大量の二枚貝を廃棄している。そのための大型の土坑や近現代の撹乱坑によ

って、遺構面はほとんど残存していなかった。ただ、包含層は存在し、削平を受けていなければ、遺構面は広がって

いることは確実である。

2003139

2地区の本調査と1地区の立会い調査を実施した。基本土層は①表土・盛土　②にぷい黄褐シルト質中砂　③灰オ

リーブシルト　④灰褐シルト　⑤暗赤褐シルト質細砂～中砂　⑥黄褐シルトとなっている。②層が近代～近世の、③
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層が中世の、④層が古代～弥生末の遺物包含層である。

33号線－1

段丘部分に新設される33号線の調査である。東西部分約50mの調査を行った。計画幅は5mであるが、歩道・水路

が現在も使われていることから、北側1m余りについては控えており、今回調査を行っていない。東側は地山が盛土

下で出ており、遺構面は残存していなかった。

中世面では、西端で焼土坑を検出している。不定形で最大長2．1mを測る。幅は40m前後で、西側から東側に向か

って床面が上がっている。南壁の断面での深さは25cmを測るが、この部分が最も深く、西側では床面が焼けているだ

けである。

古代の面は段丘面の地山部分とその下にも広がっており、旧河道（SROl）・製塩炉・石棺を検出している。旧河道

（SROl）は南東から北側に向かっているもので、幅3．0～3．4mで、深さは0．3mを測る。床面から少し上部で遺物が多

く堆積している。中央部にはイイダコ壷が多量に廃棄されたと思われる出土状況を示している。イイダコ壷の吊り部

側面にスタンプ文が幾つかに施されている。上層から墨書土器（須恵器杯）も出土している。

製塩炉は2基検出している。1基は石敷炉で、南北1．1m、東西1．0mの円形を呈している。東側のレベルが僅かに

高くなっているが、ほぼ平坦に礫を敷いている。礫は古生層の礫と花崗岩が使われている。花崗岩はポロポロになっ

ている。石岡炉は石敷炉の西側7mのところに位置しており、僅かに高い部分に築かれている。北壁は残っていない。

東壁を奥壁とする炉で、幅0．3m余りで、高さ0．2mを測る。2基とも段丘面の変換線上に位置している。

石棺は2基の製塩炉の間で、段丘面下の低い位置に築かれている。東西方向に主軸を持ち、東西1．6mで幅は0．5m

である。中央部分が多少広くなっている。石材は縦積みしている部分と横積みしている個所があり、統一されていな

い。石は3石まで確認される。周辺にも大形の石材が認められず、墓石はなかったかもしれない。床面には小礫が敷

かれており、頭蓋骨と脚部の骨が遺存していたが、残存状態は悪く取り上げは困難であった。頭蓋骨南側から耳環が

1点出土している。（B地区）

33号線－2

33号線－1区の東側の隣接部である。工事進捗の都合から側溝部分だけ本調査を実施したものである。1×8mの

調査区で掘削深度面まで調査区を行った。盛土・中近世包含層の下に遺物量の少ない黒褐砂の包含層があり、無遺物

の暗褐砂層を間層にして、黒褐シルト質砂層が存在する。この層にはイイダコ壷を主体に弥生時代後期の遺物を大量

に含んでいる。イイダコ壷の多くは完形であることから、縄で束ねた状態で置かれた可能性が考えられる。

80街区－3

33号線中央付近から北側に延びる排水溝部分である。2×18mの調査区であるが、既存の水路の付け替えであるこ

とから、工事立会を実施した。既存水路を除去した断面には包含層は確認されている。北側は古代～古墳時代の包含

層も切られているが、南側では近世の包含層のレベルで掘削は終了している。付け替え時に断面観察を行ったが、包

含層だけで遺構は確認されていない。

まとめ

2地点の隣接地の本発掘調査の結果、33号線－1区で古墳時代から奈良時代の製塩炉を確認した。昨年度も77街区

や今年度の10号線－2区でも確認されており、富島遺跡でもある程度の規模で製塩作業を行っていたことが明らかと

なった。今回は石囲炉も確認されている。

石棺も1基検出され耳環が出土した。これにより生産地に隣接して墓地が営まれていたことが判明した。

2003146

33号線－3

段丘部分に新設される33号線の調査である。前回本調査を実施した33号線－1区の北側で、歩道水路として使用さ
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れていたことから、調査が実施できなかった部分である。水路の撤去後掘削面まで立会調査を実施したが、中世包含

層までで止まっている。遺構は確認されなかった。

34号線－2

34号線－1区の北側隣接部に位置しており、東側側溝部分のみ調査を実施した。北側には10号線までの間に見調査

部分が存在する。調査区北側には近世の落ち込みがあり、古墳時代から中世の遺構面は存在していない。近世の落ち

込みの南側で礫群が検出され、被熟している礫も多数認められることから、製塩炉と考えられる。最大長1．2m深さ

約15cmを測る。

基本土層は、①表土・盛土　②灰黄褐色中砂　③にぷい黄褐色中砂　④暗褐（黒褐）色中砂　⑤オリーブ褐色シル

ト質細砂～中砂（◎黒褐色中砂（彰黄褐色シルト　となっている。④層が近世～中世の、（砂層が古代～古墳時代の包

含層である。（彰層は地山である。（D地区）

34号線－3

33号線－1区の東側の隣接部である。工事進捗の都合から側溝部分だけ本調査を実施したものである。2×5mの

調査区で掘削深度面まで調査を行った。盛土・中近世包含層の下に遺物量の少ない黒褐砂の包含層があり、無遺物の

暗褐砂層を間層にして、黒褐シルト質砂層が存在する。この層にはイイダコ壷を主体に弥生時代後期の遺物を大量に

含んでいる。イイダコ壷の多くは完形であることから、縄で束ねた状態で置かれた可能性が考えられる。

80街区－4

80街区の北西部分の10号線の接した地点で、協会の擁壁工事部分である。1×5mの狭小な調査区である。最近お

かれた整地土の真砂の下にコンクリートがあり、その下に近世の包含層である暗褐シルトが10cm堆積し、その下10号

線でも確認されている貝層が存在している。古墳時代から中世の包含層である黒色中砂が、その下にある。遺構面は

続くが、調査区の部分に浄化槽があり、大きく削平されており、それ以外の部分でも遺構は確認されなかった。

まとめ

調査の結果、34号線－2区で古墳時代から奈良時代の製塩炉を1基確認した。今年度も33号線－1区で2基の10号

線－2区で1基の製塩炉が確認されている。昨年度も77街区で確認されており、富島遺跡でもある程度の規模で製塩

作業を行っていたことがさらに明らかとなった。

2003153

基本層序

本調査区の基本層序は、10号線－4区東では　①黄灰色粘土（地山の客土）　②灰色砂質シルト（旧耕土）（彰暗

褐色シルト質中砂（炭化物を含む多量の遺物包含層）　④黄褐色租砂（基盤層）　となる。ただし、④層の上部には

わずかながら土器片が含まれていることから、明確には分層できなかったものの、④層上部には土壌化による撹乱作

用を受けている部分が存在するものと思われる。

10号線－4区西では　①黄灰色粘土（地山の客土）　②灰色砂質シルト（旧耕土）　③明褐色砂質シルト（床土）

④にぷい黄灰色砂質シルト（遺物包含層）　⑤暗褐色シルト質中砂（炭化物を含む多量の遺物包含層）　⑥暗褐色シ

ルト混じり中砂　⑦褐色シルト混じり中砂（基盤層）となる。

東の③層と西の⑤層は古墳時代～中世の遺物包含層で、同一層である。東では③層直下で基盤層と考えられる砂層

に達するが、西では少量の遺物を含む（◎層を介在して、⑦層が基盤層となるようである。ただし、これらの層はあく

まで砂層を主体とするものであり、段丘上のようなシル下層ではない。

10号線－4区乗・33号線－3区（B地区）

【第1両】

③層（暗褐色遺物包含層）上面が遺構面で、現地表下約25cmにある。10号線－4区東では東端付近で、この層の上
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面で柱穴が認められたため、第1遺構面とした。しかし、これでは明瞭な遺構を把握しなかったため、写真のみの記

録とした。

【第2面】

③層直下の遺構面であるが、遺構の検出はこれよりさらに10－20cmほど下位で行ってくる。遺構の殆どは柱穴であ

るが、調査範囲が狭いため建物を復元することは難しく、かろうじて1棟の建物（SBOl）と1列の柱列を見出した

にすぎない。調査期間が限られていたため、第3面の機械掘削中にも見落とされていた柱穴の存在を確認したが、図

化はできなかった。出土遺物から、SBOlを含め多くの柱穴は中世のものと思われる。

また、調査区南側では旧河道の北肩を検出した。この旧河道は33号線－1区の調査で発見されていた旧河道につな

がるものである。旧河道内で発見されたピットはすべて旧河道が埋没した後に掘削されたものである。

【第3面】

③層下約30cmの④層中で石棺を2基（石棺3・4）検出した。墓境の掘り方が不明確であったため、第3面として

調査したが、本来は③層直下から掘り込まれていたものであろうと考えられる。

石棺1は板状の川原石を横に立て並べて棺身をつくり、それよりかなり大きな石で蓋をしている。しかし、頭から

胸あたりにかけては、石が置かれていない。これが元々なかったのか、後世に取り去られたのかは、調査区断面を検

討したが明らかにできなかった。石棺内には1体の人骨が頭位を南東に向けて埋葬されており、頭の下には石枕が置

かれていた。副葬品は伴っていない。

10号線車4西

10号線－4区と同様に暗褐色遺物包含層（⑤層）の直下で柱穴を確認したが、散漫な様子であったので、さらに下

層の⑥層中まで掘削したところ、北東隅で集石部を検出した。図化の後、一部の礫を取り除いて精査すると、石棺

3・4と同方向の石列が明確となり、石の配列はやや不規則ながらこれも石棺であろうと判断した（石棺4）。長側

辺では北東側に大きな石を並べているが、南西側は小さな石を置くのみである。また、北西側の小口部分は大きな石

を立てているが、南東側は小さい。なお⑥層には若干の土器が含まれているが、断面図を作成したBのあたりで剣と

思われる鉄器の小片が出土した。

10号線－5

10号線－1区3トレンチでは盛土直下で地山となり、遺構・遺物とも認められていなかった。ここでは既存の道路

を横断する部分において若干の遺物包含層が認められた。ただし、これから東へ延びる部分については盛土の範囲内

までしか掘削は行われなかった。

2003163

10号線－6

10号線－3および4の北側に位置し、水路設置のための調査区である。1×25mの東西に長い調査区である。基本

土層は、①表土（路面直下の砕石）　②黄褐シルト（盛土）　③褐色細砂（月層）　④黒色シルト質中砂（古代～中

世包含層）　⑤灰黄褐色租砂（ベース）となっている。包含層からは須恵器・土師器・イイダコ壷が出土している。

調査区東端では（二枚貝－ハマグリか）が堆積している。この外、ピットや土坑状の落ち込みがみられた。

78街区－1

78街区－1は事業地南西部の南端に位置する。この調査区は高低差があり、段を削ってスロープを設ける箇所にあ

たる。

主に段差部分の削平を行ったが、遺構や遺物は検出されなかった。

78街区－2

当該調査区は78街区の中央南端部の南北方向の擁壁設置箇所にあたる。調査範囲は幅1m、延長8mである。現地
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表から約1m掘削したが、遺構は検出されなかった。遺物は表土および盛土部分に二次的な堆積として須恵器や土師

器が混入していた。

まとめ

3地点の本発掘調査を実施した結果、明確な遺構が検出されたのは、10号線－6区で古代から中世のピットや土坑

状の落ち込みが検出された。また近世頃と考えられる貝層も前回の調査区に隣接して確認された。これらから、この

10号線1－6の調査区付近は浅い土層関係に遺構遺物が包含されていることが再確認された。

2003171

10号線－7

10号線－4区の調査成果と同様、2面の遺構面を確認した。上層面はピット4箇所と南西コーナー部に小さな落ち

込み状の遺構を検出したのみである。調査区の制限から、ピットには関連性を見出すことは困難な状況であるが、10

号線－4区の場合と同様、中世に属する建物跡が広がっていたものと想定される。下層面では調査区の南西部分を中

心としてピットが分布し、調査区の北東コーナー付近で石棺を1基検出した。（B地区）

10号線－8

包含層の堆積も認められず、顕著な遺構もまったく確認されていなかった。黒色砂層土（図⑤層）がベース層とな

るようであるが、この土層は北西方向にむかって傾斜するようであり、この地点が遺跡の営まれた扇状地の先端部分

に相当するものと思われる。

78街区一3

33号線－1区に沿う調査区の中では最も東に位置する。南の丘陵部から繋がる北向きの斜面地であり、さらに西接

する4区方向に向かって小さく傾斜する地形となる。堆積層の上半部には近世の陶磁器を包合する水田層が2－3枚

確認されるが、その下層は丘陵部からの自然堆積層となる。顕著な遺構はなく、5区との境界部で現在の石組み井戸

1基と、中央部でそれに先行する時期（近世か）の石組み井戸（図版112）を1基確認したのみである。出土した遺

物は古墳時代後期のものが中心を占めるが、9世紀の須恵器と布目瓦片が目を引く。

78街区－4

本調査区も3区と同様、顕著な遺構はまったく確認することはできなかった。ただ、今回の調査区の中ではもっと

も良好な黒褐色を呈する遺物包含層（図・黒②層）が北端部の狭い範囲に広がっており、33号線－1区から連続する

一連の包含層として捉えられるものである。出土する土器は古墳時代後期のものを中心として、それに8世紀から9

世紀のものが若干加わる状態である。

78街区－5

3～4区の南側（山手）に隣接する、東西に細長い調査区である。基本地形は3・4区と同様であるが、4区（西

側）に向かって大きく傾斜する形態を呈する。土層の堆積が少なく、旧表土の下層で黄灰色の地山層が露頭する。そ

のため遺物の出土もほとんど認められず、遺構も確認されなかった。

78街区－6

北向き斜面地区の最西端に位置する。本調査区も北に向かう斜面地形が基本となるが、3－5区とは逆に東に傾斜

する谷地形となり、その西側に丘陵からの極小さな支尾根が存在することが知れる。黒褐色の遺物包含層がこの谷地

形内に一部確認することができる。さらに、調査区中央部やや西寄りに、集石遺構を1基検出した。斜面地を一辺約

1．3m規模の隅丸方形に掘削し、その坑底部に人頭大から拳大の亜円礫を敷いた構造となる。これらの円礫は多くが

火を受けており、表面が変色を来たす状態にある。この遺構とまったく重複して、長径約1．7m、短径約1．5mを測る

楕円形平面の土坑が存在し、その坑底にも同様に火を受けた状態の円礫が敷かれる。土坑内からは少量の製塩土器が

出土することから、これらの遺構は斜面地に築かれた製塩遺構と考えられる。（B地区）
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78街区－7

工事に伴う掘削が現地表下約10cmまでであり、結果的に整地土の中で止まることとなるため、遺構・遺物ともまっ

たく確認されなかった。

78街区－8

4区と6区の間に位置する。4区から西に傾斜した斜面と、6区では東に向かった斜面とが本地区内で合流するた

め、3～6・8区の中では最も海抜の低い谷地形内に相当する。北に向かって傾斜する斜面には遺構はまったくなく、

その傾斜はそのまま33号線－1区の傾斜へと繋がる。調査区の北端部には4・6区で確認した黒褐色の遺物包含層が

最大約40cmの厚みで堆積する。包含層の内部からは、同様に古墳時代後期～9世紀代の土器細片が大量に出土した。

10号線に伴う2地区と78街区に伴う6地区の計8地区の調査を実施したが、震災に伴う埋蔵文化財の取り扱い基準

に従い、工事に伴う掘削が及ぶ範囲・深度までの調査に留めた。そのために、10号線－7区・78街区－4・6・8に

ついては、遺物包含層の途中で調査を終了した状態にある。

まとめ

今回の調査により、海側に近い10号線地区でさらに1基の石棺が確認された。棺内からは遺物の出土がないため明

確な時期の決定はできないが、覆土から7世紀前半の須恵器杯蓋が出土することから、6世紀後半頃の築造と想定さ

れる。これにより、本事業に伴う一連の調査によって合計5基の石棺が確認されたこととなり、古墳時代後期に一帯

が石棺群で構成される墓城として利用されたことが知れる。また、その石材に火を受けた痕跡を残すものが確認され

るため、先行する時期の製塩遺構の石材を転用した可能性も考慮しておかなくてはならない。

また、6区で確認した集石遺構は製塩炉と理解されるものであるが、従来同種の遺構が海岸線に近い平坦地に設け

られる例が多く報告されている中で、低いとはいえ丘陵斜面部にまでその設置範囲が及ぶ事実は、今後の淡路島内の

製塩遺跡を考える上での一例となるものである。遺構内から出土する土器から8世紀～9世紀に比定されるものであ

り、周辺調査区で確認されている同様の遺構もほぼ同時期と考えられる。また、上記したように石棺材が製塩炉の転

用材とすると、古墳時代中葉から平安時代初頭にかけて製塩活動が継続されていたこととなり、臨海地としての当地

区の地域性を顕著に示すものである。

2003208

10号線－9

10号線－1区の西側に位置し、道路拡幅のための調査区である。3×10mの東西に長い調査区である。基本土層は、

①表土（旧宅地の真砂土）　②灰茶色シルト質柵砂（撹乱埋土）⑨黄褐色柵砂（地山）　となっている。表土直下

が地山となっており、包含層は検出されず、旧建物による撹乱が著しく遺構も確認されなかった。ただし撹乱からは

古墳時代の須恵器・土師器が出土している。なおこの付近では地山が浅く、深く掘削された遺構であれば残存してい

る可能性がある。

10号線－10

10号線－6の東側に位置し、道路側溝設置のための調査区である。1×5mの東西に長い調査区である。基本土層

は、①表土（砕石）　②褐色租砂（近代の陶磁器、土師質タコ壷・貝の混入多し）③黒色租砂（古代の包含層）

となっている。貝が多く混じる②層からは明治時代の陶器片が混じる。側溝掘削底面はGL－75cmであり、③層の下面

までには至らなかった。

10号線－11

10号線－3の北側に位置し、道路側溝設置のための調査区である。1×5mの東西に長い調査区である。基本土層

は、①表土（砕石）　②淡茶色租砂（撹乱）　③黒色租砂（包含層）　④茶灰色租砂（古代包含層）　⑤褐色砂礫

（地山）　となっている。④層では主に奈良時代の遺物が出土しており、下面において直径25cm、深さ30cmの柱穴が
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1カ所検出された。

まとめ

3地点の本発掘調査を実施した結果、明確な遺構が検出されたのは10号線－11で奈良時代の柱穴が検出された。こ

れらの地区では古墳時代から中世頃の集落が広がっている。

2003222

10号線－12

10号線－5の西側に位置し、道路側溝設置のための調査区である。1×34mの東西に長い調査区である。基本土層

は、①線色砕石（道路基盤層）　②緑黄色砂礫（盛土）　③黒色砂礫（盛土）　④灰色柵砂　⑤淡茶色シルト質中砂

⑥オリーブ灰シルト　⑦灰色シルト質細砂（遺物）　⑧黄色シルト質細砂・黄茶色砂礫（地山）　となっている。

既存の埋設物設置による撹乱が著しく遺構は確認されなかった。⑦層からは土師器が見られた。

10号線－13

79街区の北側を東西に通じる10号線の南側に位置し、道路側溝設置のための調査区である。1×20mの東西に長い

調査区である。基本土層は、①線色砕石（道路基盤層）　②灰黄色シルト質中砂（撹乱土）　③灰茶色シルト質細砂

（遺物あり）　④黄色シルト質細砂（地山）となっている。既存の埋設物設置による撹乱が著しく遺構は確認されな

かった。（彰層からは弥生土器が混入している。

14号線－5

14号線－4の調査区南東側の南側傾斜地に位置し、道路設置のための調査区である。調査区は南側から北に向かう

傾斜をなす箇所で北側は盛土されていた。調査地は道路地盤まで高低差があるため、200Idの範囲で南東側が広くな

る長い調査区である。基本上層は、①盛土　②灰色中砂（耕作土）　③黄灰色中砂（旧耕作土・床土）　④暗灰色シ

ルト質中砂（古墳包含層）　⑤褐色租砂（弥生包含層）　⑥黄色租砂（地山）　となっている。④層では主に古墳時

代後期（6世紀）の遺物が出土しており、下面において南北4．0m以上、東西4．4mの隅丸方形の竪穴住居跡（SHOl）、

古墳時代の製塩土器が集中して堆積した土坑（SKOl）などが検出された。

2003237

10号線－14

10号線－11の東側に接しており、道路側溝設置のための調査区である。1mx16mの東西に長い調査区である。基

本土層は①線色砕石（道路基盤層）　②灰色細砂（耕作土）　③淡褐色細砂（埋土）　④黄褐色シルト質柵砂（近世

埋土）　⑤暗褐色中砂（近世包含層遺物多い）　⑥暗茶褐色中砂（近世包含層）　⑦褐色租砂礫混じり（地山）　と

なっている。西から東に緩やかに傾斜しており、東方寄りに新しい掘削による埋土の堆積が増す。⑤層から主に近世

のタコ壷などの近世遺物が目立つものの、遺構は確認されなかった。

10号線－15

79街区の北側を東西に通じる10号線の西端コーナー付近に位置し、道路側溝設置及び道路地盤改良のための調査区

である。基本土層は、①線色砕石（道路盛土）　②白色租砂　③赤褐色柵砂（焼土・炭）　④淡黄褐色細砂　⑤灰色

シルト質柵砂黄色粘土混じり　⑥淡褐色租砂（近世包含層）　となっている。現代の盛土が厚く堆積しており、工事

掘削深度までに遺構は確認されなかった。

34号線－4

34号線－2及び34号線－3北側で10号線－2東側に位置し、10号線と交差する80街区北東隅の道路設置による土壌

改良のため地下が影響する範囲の調査区である。基本土層は、①暗灰色シルト質細砂（近世包含層）　②褐色租砂

（弥生包含層）　③淡褐色租砂（地山）　となっている。②層上面では暗灰色租砂黄色土混じりのピットが11箇所検

出された。多くの遺構から土師器の細片が出土しており、中世頃のものと考えられる。北寄りでは暗灰色のピットや
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土坑が検出され、古代の土器が出土している。なお②層からは弥生時代中期末あるいは後期初頭頃の長頸壷の破片が

出土した。

2003242

34号線－5

34号線－5は79街区及び80街区東の34号線の南側道路および側溝、北側東沿い側溝部分の調査区である。調査区の

規模は南北の延長40m、幅1－8mであり、面積は161Idである。

調査区南端の基本土層は、①茶褐色シルト質柵砂（盛土）②黄褐色軟岩。南側から20m付近では、①褐色土（盛

土）②黄褐色細砂　③灰色柵砂（近世包含層）④黄色シルト（地山）。南端から35m付近（北端）では、①淡褐

色土（盛土）②灰色柵砂（落ち込み）③黒色中一租砂（近世包含層）④茶褐色細砂（下面で集石・包含層）

⑤褐色細砂（弥生～古代包含層）　⑥黄褐色租砂（地山）　である。

南端から25m付近までは南東方向から張り出した地山の掘削が著しく、遺構は検出されなかった。しかし32－40m

の南端にかけて弥生から古代の包含層や集石が検出された。これらは33号線－1で発掘された包含層の東端部である

と考えられる。

まとめ

本発掘調査を実施した結果、明確な遺構が検出されたのは北端部付近で弥生から古代の遺構や遺物が検出された○

これらは80街区周辺で検出されている弥生時代～近世にわたる集落・生産地の東端部になると考えられる。

2003288

基本土層

調査区では殆どが盛土と地山の2層で構成されていた。一部に、阪神・淡路大震災による瓦礫が残されていたはか、

調査区の西側では宅地造成に伴うと思われる削平した地山による盛土が行われていた。

遺構・遺物

当調査地点は震災以前に造成による削平が行われ、遺構・遺物を検出することができなかった。

58街区－1

富島遺跡の範囲のライン上に位置する部分で、周囲より1段高くなっている地区の石垣撤去の立会調査である○そ

の結果、高い部分は盛土によるもので、1m余りの盛土が認められた。その下で近世の包含層と思われる層を検出し

た。出土遺物は土錘1点だけである。その下はシル下層の砂層が存在するが、遺構・遺物は確認できなかった。

小結

12回の調査で、古墳時代から近世の遺構を検出し、弥生時代から近世の遺物が出土している。調査区によって異

なるが、大きく3面の遺構面を調査している。上面は近世～中世にかけての遺構で掘立柱建物跡井戸・土坑が確認さ

れている。地区によってさらに遺構面は2面に分けられる地区もある。第2面では奈良時代の製塩炉跡と思われる遺

構が調査された。古墳時代～奈良時代にかけての製塩炉は北淡町野島の貴船神社遺跡で確認されており、それに続く

時期の製塩遺跡と考えられ、その位置付けは重要である。古い時期の製塩土器も出土していない。被熟した礫は各地

区から検出されていることから、当初予想した以上に製塩遺跡は広がっていたものと思われる。第3面の遺構は石棺

と竪穴住居跡・旧河道・ピットで、古墳時代の墓域と居住域が検出されたことは意義深い。

遺物のなかで注目されるのは奈良時代の墨書土器と瓦である。昨年度の調査で方形の大型柱穴を検出しているこ

とからも、製塩遺跡以外にも周辺に官街関連の遺跡が広がっているものと思われる。

31



6．平成16年度の調査
2004042

77街区－5

基本土層は、①表土・盛土　②暗灰黄色シルト　③黄褐色シルト　となっている。②層が近世～中世の包含層であ

る。（彰層は地山である。

調査地点は、77街区の南西部分に位置している。段丘崖に面したところで、北側に大きな段があり、そこに石垣が

設けられていた。

北側擁壁工事部分では、遺物包含層が確認された。近世のマダコ壷が主体で、少量の中世須恵器が含まれている。

この包含層は中央から西側にかけて厚く、東端までは続いていない。また、西側に向かって浅くなっており、西端で

は存在すらしていなかった。既に削平されたものと思われる。

西側と南壁擁壁部分も表土直下が地山である黄褐シルトになり、包含層は認められなかった。遺構も検出できなか

った。やはり、早くに地形改変がなされていたものと思われる。

2004173

18号線－1

富島遺跡南東部に位置し、段丘部分に新設される18号線の北側側溝の調査である。ただ、南側の掘削が行えないこ

とから、現状の里道で、現在も水路が通っている部分の工事のため機械が入れない地域である。コンクリート水路

のない小面積の人力掘削可能な地点に調査区を設定した。地表下約30cmで地山であり⑥層が検出され、包含層は確認

できなかった。さらに東側の46号線と接する地点は機械掘削で調査を行ったが、撹乱を受けており、遺構面は残って

いなかった。遺物も出土していない。

46号線－1

18号線から北側に曲がる46号線の東側側溝（45街区西側）の調査である。地表下40cmは瓦を含んだ盛土と表土で、

その下包含層が存在する。工事掘削深度内の調査であることから、包含層の下面まで達していない。遺構も検出して

いない。南側になるほど地形に即して掘削する深度は浅くなってゆくことから、盛土内の掘削となっている。

45街区－1

46号線東側の街区で、その擁壁工事に伴う本調査である。掘削深度内でかろうじて包含層の一部が検出された。撹

乱も多く見られ、遺構は確認していない。近世のマダコ壷や土師器・古銭が出土している。一部古代の製塩土器も出

土している。

2004188

58街区－2

富島遺跡の範囲の北側のライン上に位置する部分で、58街区－1区の西側にあたる。一部43号線の側溝部分も調査

している。

南北方向（43号線沿い）の調査区南側部分では盛土の下に旧耕作土があり、その下に包含層が確認された。ただ、

掘削深度が約1mで、近世の包含層の上半部分までを調査した。出土遺物は、タコ壷・土師器・土錘・陶磁器がある。

盛土の下で、土坑を確認している。2mの長さがあり、深さ0．4mを測る。近世包含層は土層中途で調査を終えてい

る。遺構検出面には至っていないが、遺構の可能性は十分に予測できる。土層の堆積状況から、下層包含層・遺構が

検出されている地点と変化がないことから、下層遺構が残存している可能性は高い。

南端から7mのところに石垣があり、それによって南北で土質は変化している。北側部分は灰色の還元状態の土層

である。堆積土の状況から、北側および東西方向の部分は低湿地部分に相当していることが明らかとなった。入り江

状の地形を創造させる。掘削深度のなかでは、遺構・遺物は確認できなかった。
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2004195

14号線－6

調査区は区画道路14号線の西端に位置し、標高は3．5mを測る。調査範囲は道路センターより北側と調査区北側の

側溝を対象とした。土層は北側の側溝部分に現代の撹乱がみられるほか、道路付近は真砂土が入られており、GL－80

cmで旧耕作土が検出された。発掘調査の結果、遺構や遺物は検出されなかった。

33号線－5

調査区は77街区と79街区の間を通る33号線の一部で、延長約20m・幅約4mである。調査区から北西に続いて、L

字形に仮排水管敷設が行われているため、幅60cm・延長12mの部分も含めて調査を行った。土層は、現表土下の比較

的浅いところに遺物包含層があり（西側の仮排水管敷設部分で－15cm、中央付近で－40cm、東端で－25cm）、特に④

層とした黒色の砂質土から奈良時代を中心とする多量の遺物が出土している。調査区の北東隅では④層下に製塩土器

の細片がぎっしりと堆積した部分も認められた。近接地に製塩遺構が存在するのであろう。

遺構面は遺物包含層を挟んで2面あり、上層の第1遺構面では中世～近世の柱穴や溝・土坑が発見された。柱穴は

調査区の中央を南北に走る浅い溝（SDOl）を挟んで、両側にわかれており、屋敷地の区割りを示すものと思われる。

調査範囲が狭いため断定はできないが、東西にそれぞれ1棟の存在が想定される。下層の第2遺構面では、調査区の

西側で土坑が、東側で柱穴が発見された。土坑は焼土や炭化物を伴っており、火を伴う作業が行われたものと考えら

れる。柱穴からは1棟の掘立柱建物を想定した。これらの遺構は奈良時代に属するものであろう。

79街区－2

調査区は79街区を南北に区画する擁壁に伴う調査区で、延長30m・幅1mを測る。調査区は南北方向の5mおよび

西端から5mまでを1区、5mから18mまでを2区、18mから26mまでを3区とした。土層は現代の表土や客土など

を下層に6層の近世包含層があり、ピットや土坑状の落ち込みが断面で検出された。⑦層は奈良時代の製塩土器や土

師器・須恵器などの遺物が多量に出土する遺物包含層である。この⑦層下面では遺構は検出されず、それ以下の土層

では出土遺物はなかった。

2004211

14号線－7

14号線－5南東側の南側傾斜地に位置し、道路設置のための調査区である。調査区は南側から北に向かう傾斜をな

す箇所で北側は盛土されていた。調査地は道路地盤まで高低差があるため、45Idの範囲である。基本土層は、①黒色

土（表土・盛土）　②灰色細砂（旧耕作土・床土）　③黒褐色柵砂　④明黄褐色中砂（近世以前の盛土？）　⑤明黄

褐色シルト質中砂（遺物包含層）　⑥にぷい黄褐色租砂（弥生包含層）　⑦黄褐色租砂（ベース）　となっている。

⑤層上面では黒色炭焼土層が検出され、砥石などが出土した。なお⑥層は弥生時代の落ち込みであるが、遺構にはな

らなかった。この⑥層からは弥生土器や扁平なサヌカイト素材によるスクレイバーの他、淡路でも採集される円礫素

材のサヌカイトも出土した。掘削深度は西端では1．7m程度、東端では0．3mと、東に道路面が上昇する。

38号線－1

この調査区は遺跡南辺に位置し、標高5－6m付近の丘陵末端部にあたる。この調査区は区画道路設置および区画

道路13号線東側側溝設置を兼ねている。尚、調査区に先行的に4カ所のトレンチを設けて遺構や遺物の状況を把握し

ながら調査を進めた。調査区の規模は延長約43m・幅約5mで、東西に長い調査区である。基本土層は、（力褐灰色租

砂（盛土・耕土）　①’にぷい橙色租砂（耕土）　②暗灰黄色シルト質柵砂（近世遺物出土）　③褐灰色シルト質極

細砂（近世遺物出土）　④にぷい黄色シルト（近世遺物出土）　⑤黄灰色シルト質細砂（近世遺物出土）　⑥明黄褐

色シルト（地山）　となっている。地山直上まで近世遺物が主に出土し、中世の須恵器等が混入するものの、地表下

70cmまでの掘削予定範囲内には遺構は検出されなかった。
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38号線－2

この調査区は遺跡南辺付近の、標高4～5m付近の丘陵末端部の緩傾斜地にあたる。この調査区は区画道路38号線

の南北方向に位置する。なお、調査区に先行的に4カ所のトレンチを設けて遺構や遺物の状況を把握しながら調査を

進めた。調査区の規模は延長約50m・幅約4．5mで、南北に長い調査区である。土層に丘陵に近いトレンチ1および

2付近と、沖積作用が大きく見られるトレンチ3および4とでは異なる。トレンチ1・2の基本土層は、①にぷい黄

色租砂（表土）　②明黄褐色シルト質柵砂（旧耕土・床土）　③灰白色シルト質細砂マンガン混じり　④灰色シルト

質柵砂（近世耕土）　⑤黒褐色シルト質細砂（中世？遺構面）　⑥浅黄色シルト質細砂（地山）　となっている。ト

レンチ3・4付近の基本土層は、①浅黄色中砂（整地土）　②灰色柵砂（盛土）　③にぷい黄橙色細砂（床土）　④

灰色シルト質柵砂（旧耕土・床土）　⑤黄灰色細砂（製塩土器包含層）　⑥黒褐色中砂（製塩土器包含層）　⑦灰オ

リーブ色中砂　となっている。

トレンチ1付近では中世？の柱穴や古代と考えられる集石遺構、古墳時代前期頃の土坑状の落ち込みが検出された。

この付近は丘陵に近く、安定した地盤が認められ各時期の遺構が存在する。このトレンチ1付近では掘削範囲内の遺

構を完掘した。

トレンチ2ではトレンチ1からのびる古代頃の遺物包含層が北側に落ち込む状況が検出された。

トレンチ3では黒色系の土坑や灰色の土坑が検出された。しかし包含層は掘削予定以下であるため、一部で深度を

確かめたにとどまり、掘削深度内では遺構は検出されなかった。

トレンチ4では5層や6層で製塩土器が密集した状態で検出された。しかし包含層は掘削予定以下であるため、一

部で深度を確かめたにとどまり、掘削深度内では遺構は検出されなかった。

76街区－1

76街区の南西部に位置し、宅地擁壁設置および区画道路13号線東側溝設置を兼ねている。擁壁は北・東・西の一部

で幅1m・総延長25mで長い調査区である。また側溝は幅1m・長さ7mの調査区である。なお、掘削深度は現地表

面から70cmが掘削深度である。基本土層は、①暗褐色砂礫層（整地土）　となっている。既存の建造物による撹乱が

著しく遺構や遺物は確認されなかった。

77街区－6

77街区－4の北側に位置し、宅地擁壁設置部にあたる。南北方向に2m・幅1m、東西方向に1m・幅1mの調査

区である。なお、掘削深度は現地表面から70cmが掘削深度である。調査の結果、地表下34cmから製塩土器が濃密に存

在する包含層になる。GL－46cmで暗灰色租砂になるが、遺構は検出されなかった。

2004268

18号線－2

18号線－2は富島遺跡の東端部の道路部分に位置し、面積は282Idを測る。当該地に4カ所の先行トレンチを設定

した。また18号線－3は18号線－2の東側の道路部分に位置し、面積は150Idを測る。当地区では砂層の堆積が厚く、

部分的に土器の混入が見られたのみで、遺構が検出されなかった。

18号線－3

18号線－3では堆積土が薄く、地表下50cm程度で黄色系砂層の地山が検出され、その間に近世の蛸壷の出土を見た

程度で、遺構は検出されなかった。

2004303

歩行者専用2号線－1

歩行者専用2号線の両側側溝部が対象であり、埋蔵文化財の調査がされることがなく施工中であった。この時点で

は、北側工事の掘削は完了し、東側から13mまでコンクリート製品が設置されている。また南側工事は東側から10m
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まで同製品が設置されている。

調査は製品が未設置箇所の掘削下面まで掘削し、平面及び壁を精査した。また北側側溝の東端（‰1地点）と西端

（NG2地点）にて断面を詳細に観察した。その結果、NGlでは標高3．95mまでは以前の撹乱等で自然堆積はなく、標

高3．75m付近の灰黄色シルト質細砂層にて遺物が出土した。西側のNd2地点では標高3．51mまでは租砂が堆積してお

り、上部で二次堆積とみられる遺物が出土した。

これらにより、東部は遺物包含層が掘削されたと考えられる。なお掘削下面までの遺構面の存在は不明であるが、

最終遺構面は掘削下に存在するものと考えられる。

2004314

歩行者専用2号線－2

歩行者専用2号線は富島遺跡の中央付近に位置し、南北の側溝を除いた区間が調査対象範囲である。また大歳神社

境内付近では古墳時代から奈良時代にかけて製塩土器や遺構が確認されている。

調査の結果、盛土の下に旧耕作土（部分的には表土）があり、その下に包含層が確認された。ただ、掘削深度が約

65cmで、近世の包含層の上半分までだけを調査した。西側は租砂が広がっており、生活面は確認できなかったが、砂

層中に摩滅した遺物が含まれている。出土遺物は、タコ壷・土師器・土錘・陶磁器がある。近世包含層は土層中途で

調査を終えている。遺構検出には至っていないが、遺構の可能性は十分に予測される。土層の堆積状況から、下層包

含層・遺構が検出されている地点と変化がないことから、下層遺構が残存している可能性は高い。

本発掘調査の結果、掘削深度内では明確な遺構は検出されなかったものの、近世包含層が確認されている。下層に

は古墳～奈良時代の包含層も存在していることは明らかである。

小結

5地点の本発掘調査を実施した結果、明確な遺構が検出されたのは38号線－2区で古墳時代の土坑状の落ち込み

や古代や中世と考えられる遺構が検出された。77街区－6区は南側の調査により弥生から中世の包含層や遺構が検出

されたが、今回は古代頃に製塩土器を主体とする包含層が検出されたが遺構は検出されなかった。14号線－7区は14

号線－5区で調査された最下層の遺構面を精査し、弥生時代と考えられる落ち込みが検出された。

大歳神社周辺の丘陵末端部城には弥生時代以来の集落が存在することがより明確になってきた。

調査の結果、盛土の下に旧耕作土（部分的には表土）があり、その下に包含層が確認された。ただ、掘削深度が

約65cmで、近世の包含層の上半部分までだけを調査した。西側は租砂が広がっており、生活面は確認できなかったが、

砂層中に磨滅した遺物が含まれている。出土遺物は、タコ壷・土師器・土錘・陶磁器がある。近世包含層は土層中途

で調査を終えている。遺構検出には至っていないが、遺構の可能性は十分に予測される。土層の堆積状況から、下層

包含層・遺構が検出されている地点と変化がないことから、下層遺構が残存している可能性は高い。

本発掘調査の結果、明瞭な遺構は検出されなかった。掘削深度内では近世包含層が確認されている。下層には古墳

～奈良時代の包含層も存在していることは明らかである。
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Ⅳ　調査結果

Ⅲ調査概要で記したように5カ年にまたがる北淡町教育委員会・兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所による確

認調査によって調査範囲を確定した。そして、その結果を元に道路用地・擁壁部分など掘削を伴う部分について兵庫

県教育委員会埋蔵文化財調査事務所による4カ年に渡る本発掘調査を実施した。

その結果、明らかな遺構が検出した地点を6地区にくくりA～F地区と呼称することとした。以下、その地区に即

して報告する。

Ⅹ＝－161000

第10図各地区の位置

1．A地区（図版86～89）
調査経過

当地区の周辺では平成8・9年度及び平成11年度の確認調査によって、縄文時代～中世の遺構や遺物包含層の存在

が認められている。

調査対象地は公園・宅地用地（460Iの　と道路用地（110Id）から成り、それぞれの工事掘削深度に応じて調査を行

った。

まず、調査区全域の整地土および旧耕作土を機械によって除去し、旧耕作土下の床土を露にした。床土より下位の

層には、中世を中心とする土器片が認められたが、多くは磨滅した細片であった。擁壁部分を除く公園・宅地用地部

分ではこの段階で調査は終了した。

次に、幅約1mの擁壁部分と幅約3mの道路用地部分を、工事計画地盤まで機械で慎重に掘り下げた。擁壁部分の

北半では、縄文時代の遺物包含層に達し、その上面で中世と思われる柱穴も確認した。また、基盤層上面では縄文時

代の遺構も検出した。

（1）遺構の概要

今回の調査で遺構が検出できたのは、調査区北半の擁壁部分のみで、中世のものと考えられる柱穴3基と縄文時代
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の土坑5基を検出した。調査区内の微地形や遺物包含層の分布から判断すると、公園用地部分にも遺構の広がりが予

想されるが、工事掘削深度は遺構面までは及ばない。ただし、部分的に掘削が深くなって、縄文時代の遺物包含層上

面が露呈してしまった箇所では、柱穴1基が検出されている。調査区南半の宅地用地部分や道路部分では、遺物包含

層は存在するものの遺構は認められない。

柱穴は縄文時代の遺物包含層（7層）上面で検出したが、本来は4層或いは5層上面から掘り込まれたものと思わ

れる。径10－30cmで深さは10～30cm、埋土は灰黄褐色を呈する。遺物は出土していないが、中世のものと考えている。

縄文時代の土坑4基（SKO3～SKO6）は8層中（約30cm掘り下げたレベル）と、9層上面で検出した。平面形はほ

ぼ円形あるいは楕円形を呈すると思われる。大きさは径1m前後、9層上面で検出した土坑の深さは10cmほどしかな

いが、本来の検出面は7層上面（あるいは8層上面）であるため、深さは40cm近くの土坑となる。埋土は黒褐色シル

ト混じり砂層で7層に極めて類似する。土坑内から出土した土器は確認できた範囲内では縄文時代後期のものである。

この他に、調査時にSK02と呼んでいた土坑状の落ち込みがあるが、遺構と確定できなかった。

（2）層　序

南東側の壁面を中心とする層序を図版88に示す。現代の盛土（厚さ約70cm）下には、断続的に旧耕土（2層）が認

められる。最初の機械掘削を行ったのは、概ねこの直下あたりまでである。その下の3層～5層は土壌層で、出土遺

物から3層は近世後半、4層は中世、5層は古代～中世の時期が想定される。3層と4層はほぼ水平に堆積し、少な

くとも中世には周辺が平坦化され、耕地として利用されたことがうかがえる。

6層～9層は縄文時代の堆積層で6層および7層には比較的多くの遺物が包含されている。後述の土面（649）も

この層から出土している。このうち、土壌化の認められる6層は調査区の北半にのみ分布しており、縄文時代の生活

面が存在したことが想定される。しかし、この層は遺構埋土とよく類似しており、上面での遺構検出はできなかった。

8層は基盤となる砂礫層で固く締まっている。ほぼ南北方向に細長い微高地状に分布していると考えられ、東側は7

層下に埋没してゆく。9層は8層下の砂層で、約10cm下位には礫の多量に含む。8層、9層からも縄文土器は出土し

ているが、6層、7層に比べるとごく僅かである。

なお、10層～13層は、10層が6層に相当し、11－13層が6層よりも下位の層となることが予想されるが、その関係

は十分には把握できていない。特に12・13層については6層よりも上位の層となる可能性がある。

（3）遺　構
SKO3

楕円形となるような形状の土坑で、長さ1．1m以上、幅約70cm、深さ35cmである。断面形は逆台形を呈する。

遺物は縄文土器の小片が出土している（661・662）。

SKO4

不整円形状の土坑で、長径90cm、短径80cmである。9層上面で検出したため深さは15cmと浅い。

遺物は縄文土器の口縁部の小片が出土している（663～665）。

SKO5

楕円形状の土坑で、長径90cm、短径65cmである。9層上面で検出したため深さは10cmと浅くしか残っていない。

遺物は縄文土器の小片が出土している（666・667）。

SKO6

部分的に検出できただけなので形状は不明である。深さ30cmを測る。
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（4）小　結

調査区の北側に隣接する平成9年度の48Tでは、縄文時代後期の土坑や中世の石組遺構が、調査区の南側に隣接す

る52Tでは中世の柱穴が検出されている。

擁壁部分北半で検出された中世の柱穴や縄文時代の土坑は、上記の遺構と同じく、それぞれの時期の集落の一角を

成すものと考えられる。縄文時代の集落については、基盤となる砂礫層が南東に向かって落ち込んでゆくことが明ら

かとなり、その範囲は今回の調査区と確認調査での48Tを中心とする埋没微高地上に限定された小規模なものとなる

ことが予想される。それが、中世においては、周辺の平坦化が進み、集落の範囲もさらに南側へと広がったものと考

えられる。しかし、調査区南半で中世の遺構が検出されなかったことから、建物などの密度は比較的散漫なものであ

ったと考えられる。

2．B地区
下位段丘面から平地にかけての斜面部分に遺跡は広がっている。区画整理用地内では北西部分に位置しており、A

地区の南東部にあたる。隣接してC地区・D地区が存在している。事業名で識別すると、33号線部分が原則的にB地

区である。調査結果で石棺を検出した面の広がりをB地区としたことから、石棺を検出した10号線の西側と78街区も

同じ地区にしている。B地区として本調査を実施したのは、平成15年度の4回の調査（2003139・2003146・

2003153・2003171）が該当する。

大きくは3面で遺構を検出している。上面は近世の遺構面で、第2両は中世の遺構面である。下面は時期幅があり

奈良時代から古墳時代にかけての遺構面である。上面では各調査区で遺構が検出されている。耕作面以外の生活面で

は、柱穴の可能性の高いピットと井戸が検出されている。包含層からは土錘・マダコ壷が多く出土している。井戸は

2003171の78街区－3区で検出されている。

2003153の10号線－4区と33号線－3区では、調査区のほぼ全域に柱穴が分布する。調査範囲が狭いため建物を復

元することは難しく、かろうじて、1棟の掘立柱建物跡になるのではないかと考えられるような配列（SBOl）と1列

の柱列を見出したにすぎない。

SBOl（図版98・99）

確認された柱の配列はL字形に並ぶ4本だけなので、掘立柱建物になるのかどうか確実ではない。

3本並んだ方を主軸とすると、その方向は北から約600西に振ることになる。この向きは柱間も2mとよく揃ってい

る。

遺物は柱穴（PO8～PlO）から9世紀～10世紀代の土師器や黒色土器が出土している（43・46・48・51）。

第1遺構面の遺物（図版144・145）

ピット（42～53）

（42）は須恵器の杯身である。立ち上がりが短く、口緑端部は丸く仕上げる。

（43～45・48）は土師器の杯である。（43・44）は体部と底部の境が明瞭で、口緑部は直線的に立ち上がる。底部は

回転へラ切りである。（43）の体部は強いロクロナデが施される。（45）は底部から丸みをもって口緑部が立ち上がる。

底部は二次焼成によって肌色に変色しており、（43）や（44）に比べ砂粒も大きいことから、製塩土器であるか、あ

るいは製塩土器に転用された可能性がある。（48）は薄手のつくりで口緑端部が横にのびる。

（46・47・51）は黒色土器の碗である。いずれも内黒のものである。（46）の内面にはヨコ方向のヘラミガキ密に施

される。外面は板ナデか。（47）の調整は不明である。外面にはユビオサエの跡が残る。（51）は輪高台をもつ底部で

ある。見込みにヘラミガキが認められるが、摩滅により不明瞭である。

（52）は土師器の皿である。いわゆる「て」字状口縁の皿で、体部外面にはユビオサエの跡が多数残る。10世紀前

38



半の年代が想定される。

（49）は製塩土器である。胎土に大粒の砂粒を多量に含む。

（50）は土師器のマダコ壷である。内外面ともナデ仕上げされている。

（53）は土師質の棒状土錘である。径約1cmの小型品で、孔径は3～4mmである。

これらの土器には古墳時代後期（6世紀後半）～平安時代後期のものが含まれており、柱穴の時期にも幅があるこ

とが予想される。

その後、少なくとも平安時代後期までには居住域に転化し、建物が建てられることとなる。調査区の南側を流れて

いた旧河道も埋没し、その上にも居住域が広がっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤田）

SBO2（図版110）

2003171の10号線－7区の上層面はピット4カ所と南西コーナー部に小さな落ち込み状の遺構を検出したのみであ

る。調査区の制限から、ピットには関連性を見出すことは困難な状況であるが、10号線－4区の場合と同様、中世に

属する建物跡が広がっていたものと想定される。下層面では調査区の南西部分を中心としてピットが分布し、調査区

の北東コーナー付近で石棺を1基検出した。

ピット群はその埋土（図の⑥層）が上層の覆土（同⑤層）に近いもので充填されているため、⑤層の上面から切り

込んでいる可能性も残るが、平面的・断面的にもその識別が困難であったため、一応下層面からの切り込みとして記

述を行う。これらのピットは、その並びから総柱建物跡（SBO2）を1棟分復元することができるが、大半が調査区

の南側に広がるため、その規模・建物方向等を明らかにすることはできていない。　　　　　　　　　（平田）

2003139の33号線－1区の第2面では中世の焼土坑を検出している。検出状況は最大長2．1mの不定形であるが、本

来は隅円長方形になろうかと思われる。西側から東側に向かって深くなっており、床面と壁の一部が被熟している。

西側はかろうじて床面が残存しているだけである。出土遺物は少なく、須恵器・土師器の小片であるが、瓦器と思わ

れる破片が含まれていることから、平安時代末から鎌倉時代の遺構かと思われる。

第3面（下面）の遺構は、石棺と製塩炉跡、流路・土坑・落ち込み・ピットを検出している。

石棺は5基あり、3回の調査で検出しているが、比較的隣接した地域で確認されており、7世紀前半の墓城と考えら

れる。2003153の33号線－1区で1基（STOl）、10号線－4区では石棺3基（STO2～04）と旧河道（SROl）を検出し

た。石棺は主軸を南東から北西の方向に向けて、5－10mほどの間隔をおいて並んでいる。また、旧河道も石棺の南

側をほぼ同様な向きに走行する。2003171の10号線－7区で1基（STO5）調査されている。

石棺1（図版90・93～95）

2003153の33号線－1区で検出されており、段丘面下の低い位置に築かれている。東西方向に主軸を持ち、東西1．6

mで幅は0．5mである。中央部分が多少広くなっている。石材は縦積みしている部分と横積みしている個所があり、

統一されていない。石は3石まで確認される。周辺にも大形の石材が認められず、蓋石はなかったかもしれない（木

蓋など）。床面には小礫が敷かれており、頭蓋骨と脚部の骨が道春していたが、残存状態は悪く取り上げは困難であ

った。頭蓋骨南側から耳環が1点出土している。耳環は残存状態が悪く非常に軽くなっている。箔を巻いた製品かと

思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡辺）

石棺2（図版100～103）

2003153の10号線－4区で検出されている。石棺3・4も同様である。主軸方向は北から450西に振っている。墓境

は石棺の基底部付近でようやく検出できた。長さ2．6m以上、幅約1．1mを測り、平面形は隅の丸い長方形状を呈する。

石棺は内法で長さ1．75m、中央部の幅34cm、高さ16～20cmを測る。板状の川原石を立て並べて相身としており、両

小口に各1石、両側石に5石を使用して、1段で棺を構成している。両小口石は側石に挟み込まれるように配置され

ている。長側石の外側には少し間をあけて、長側石よりも不定形な石を並べており、蓋石の支えとしたものと考えら
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れる。なお、長側石の隙間は部分的ではあるが粘土によって目張りがされていた。

蓋石は小口石や長側石より一回り大きな石が用いられている。7石を数えるが、頭から胸あたりにかけては、石が

置かれていない。これがもともと無かったのか、後世に取り去られたのかは、調査区断面を検討したが明らかにでき

なかった。

石棺内には1体の人骨が頭位を南東に向けて埋葬されており、頭の下には長方形状の石を1石置いて石枕としてい

た。人骨の遺存状態は悪く、頭骸骨や四肢骨の一部がかろうじて残っていた。副葬品は伴っていない。

石棺3（図版104・105）

扁平な川原石を1段だけ長方形に並べて棺身としたものである。石棺2のように石を立てるのではなく、横に寝か

せて用いている。石棺の大きさは内法で長さ1．75m、中央部の幅28cm、高さは低く20cm弱を測るに過ぎない。小口に

は頭側に1石、足側に2石を使用し、長側石は南側で6石、北側は頭側約半分が欠落して4石を数える。欠落が後世

の撹乱等によるものかどうかは明らかにできなかった。南側の長側石には少し小さめの石で外側から隙間を塞いでい

るような状況が認められる。

墓石は無く、木蓋などが被せられていたものと思われる。

棺内には北西端付近に頭骨の一部と思われるものが遺存していたため、頭位は北西と考えられる。また、棺底には

径数cm程度の小石が散漫に敷かれていた。

主軸方向は北から600西に振っている。

石棺4（図版106・107）

10号線－4区西の6層中で集石を検出した。図化の後、一部の礫を取り除いて精査すると、石棺2、石棺3と同じ

ような方向の右列が存在することが明確となった。石の配列は不規則ではあるが、これも石棺と判断した。

石棺4は一般的な石棺とは異なり、棺身の構成が不明確である上に蓋石が存在しない。蓋石の代わりに乱雑に小石

を積んだような状況が認められたが、それも全体を覆うのではなく、北西側に偏った状況である。

長側石と考えられる石列は北東側に大きな石が使われている。水平に置いたり、立てたりするのではなく、内側に

向けて傾斜をつけるような置き方がされている。基本的には1段であるが、部分的に2段に積まれたり、外側にも置

いたりしている。これに対して、南西側は小さな石を置くのみで、隙間や欠落も多い。

小口石では、北西側には大きな石が置かれているが、南東側は小さな石が散漫に置かれているだけで、どこまでが

棺身なのか判断しにくい。

このような状況であるため、大きさも明確には示しにくいが、おおよそ内法で長さ2．5m、中央部の幅25cm、高さ

10～20cmを測る。長軸方向は北から450西に振っている。

石棺から時代を知る遺物は出土していないが、旧河道とほぼ同時期とすると、出土した須恵器からTK23もしくは

TK208期～MT15期に相当すると考えられる。このような古墳時代の墓城が確認できたことは、古墳の少ない淡路地

域の墓制を考える上で、非常に重要な成果であると言えよう。　　　　　　　　　　　　　　　（藤田）

石棺5（図版110－113）

2003171の10号線－7区で検出されており、内寸で幅約0．3m、全長約1．5mを測るが、石棺の北西コーナー部分が一

部調査区外となる。使用される石材は基本的に細長い亜円礫であるが、かなり高い割合で火を受けた痕跡を留めるも

のが用いられている。棺蓋材は中央部分のものが失われており、棺身部も北側壁部分が大きく損壊している。プライ

マリーな包含層がその上面を覆うことから、中世までの時期に破壊を受けたものと想定される。棺内では床面の東側

小口石に接して、径約15cm程度の頭骸骨と推定される灰色土を確認した。　　　　　　　　　　　（平田）

旧河道（図版90・92・93）

2003139の33号線－1区では、調査区東側で検出しており、段丘面から下（北）側方向に流れており、調査区外に延
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びている。北側で北西方向に向きを変えている。幅3．0～3．4mで深さは0．3～0．4mを測る。調査区内では底は平坦であ

った。底面から上位にかけて多くの遣物が堆積していた。イイダコ壷が目につき一括して廃棄したものと思われる。

1縄もしくは2縄のイイダコ壷であろうと思われる。それ以外に須恵器・土師器も多く出土しており、墨書土器や面

取りをした高杯や盤が出土している。そのことから、官衛的一括遺物で近接して遺構が存在している可能性が高い。

（渡辺）

2003153の33号線－3区の南端でも旧河道の北肩を検出した。深さは約15cmである。この旧河道は33号線－1区の

調査で発見されていた旧河道（SROl）につながるものである。旧河道が埋没した後には第1遺構面の柱穴などが掘

削されている。遺物は須恵器の蓋杯が出土している（38－41）。TK23－MT15に比定できると考えられる。（藤田）

製塩炉（図版91・96・97）

製塩炉は3基以上検出しており、それ以外にも集石や焼けた礫が多く確認されていることから、相当規模の製塩遺

跡と思われる。製塩土器は丸底Ⅱ～Ⅲ式である。

2003139の33号線－1区では製塩炉を2基検出している。1基は石敷炉（SLOl）で、南北1．1m、東西1．0mの円形

を呈している。東側のレベルが僅かに高くなっているが、ほぼ平坦に礫を敷いている。礫は古生層の礫と花崗岩が使

われている。花崗岩はポロポロになっている。石固炉（SLO2）は石敷炉の西側7mのところに位置しており、僅か

に高い部分に築かれている。北壁は残っていない。東壁を奥壁とする炉で、幅0．3m余りで、高さ0．2mを測る。2基

とも段丘面の変換線上に位置している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡辺）

200317の78街区－6区では、調査区中央部やや西寄りで集石遺構を1基（SLO3）検出した。斜面地を一辺約1．3m

規模の隅丸方形に掘削し、その坑底部に人頭大からこぶし大の亜円礫を敷いた構造となる。これらの円礫は多くが火

を受けたおり、表面が変色を来す状態にある。この遺構とまったく重複して、長径約1．7m、短径約1．5mを測る楕円

形平面の土坑が存在し、その坑底にも同様に火を受けた状態の円礫が敷かれている。土坑内からは少量の製塩土器が

出土することから、これらの遺構は斜面地に築かれた製塩遺構と考えられる。　　　　　　　　　　　　　（平田）

なお、2003153の10号線－4区の石棺3と同じ深さで、自然礫が南東から北西方向の帯状に分布している状況が認

められた（図版100）。製塩炉のようなまとまりを把握することはできず、遺物や炭なども発見されなかった。掘形も

確認できなかったため、基盤の礫層であろうと考えたが、ごく一部の礫にはっきりと火を受けたものが含まれていた。

したがって、まったく自然の堆積物というわけでもなさそうである。その性格を明らかにするには、さらに下層まで

調査する必要があったが、調査の性格上、今回は断念した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤田）

第3遺構面の遺物（図版143・144）

旧河道（38－41）

（38）は須恵器の杯蓋である。口緑部と体部の境の稜はあまく、口緑部にはわずかに内傾する端面をもつ。復元径

11．8cmである。

（39～41）は須恵器の杯身である。（39）は体部に丸みがあり、立ち上がりが高く、口縁部に内傾する端面をもつ。

口径10cm、器高5．1cm。（40）は体部が低平で、ヘラケズリの範囲は広い。口縁部の端面はほぼ水平で、やや丸みをも

つ。口径11．4cm、器高5．1cm。（41）は口縁端部に内傾する端面をもつ。口径12．6cm、器高5．7cm。　　　　　（藤田）

3．C地区（図版114－119）
段丘下の現在の中道の拡幅部分に相当する。10号線－2・3・6・11区と80街区－1－4区が該当する。遺構の性

格から西側の10号線－4・7区はB地区とした。南西部にB地区が南東部にD地区が隣接している。遺構面は複数あ

ったと思われるが、削平が激しく他地区より残存度が悪く、1面で調査を実施している。

新しい時期の遺構は貝層と井戸・ピット・土坑である。井戸は1基確認しており、瓦積みの井戸である。近世のも
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のと思われる。廃棄段階に息抜きをしており、ヒューム管が差し込まれていた。廃絶は最近のことと想像される。井

戸専用の瓦噂を使用している。22×23cmで厚さ3cmを測る噂で、凸面にヘラでハの字状に刻みを入れている。確認し

た限りでは工人の刻印は認められなかった。明石城武家屋敷跡などで使用されているものと同じで製品である。ピッ

ト・土坑は複数検出しているが、性格は不明である。貝層が広く検出している。部分的には50cm以上の堆積部分もあ

る。2枚貝が大半である。土錘やマダコ壷など近世の遺物が出土していることから、近世の月層であろう。

製塩炉は5基以上検出しており、それ以外にも集石や焼けた礫が多く確認されていることから、相当規模の製塩遺

跡と思われる。製塩土器は丸底Ⅱ～Ⅲ式である。

2003070の10号線－1区では焼けた礫が多数検出され、焼土・灰・炭が検出された。円形などのきれいな形状には

ならないが製塩炉が廃棄されたものと思われる。礫のかたまりは5個所あり、55基以上の製塩炉があったものと考え

られる。本来の姿を残しているものはなく、全体像は推定できない。現状ではSLOlが最大長0．7mで不定形、SL02が

最大長0．85mで不定円形になろうかと思われる、SL03は最大長0．65mの不定形、SL04も最大長0．4mの不定形、SL05

は最大長0．85mの角張った不定形となっている。花尚岩と古生層の礫が混じっており、上面は平坦である。周囲に製

塩土器が出土するが、数cmで厚く広い堆積状況は示していない。

10号線－3区でも焼けた礫の集石が認められ、製塩炉の可能性が高いと考えている。最大長0．9mで不定形を示す。

4．D地区（図版120－123）
C地区の南東部分で、段丘面にかかる部分である。段丘下で遺物が集中して出土している。34号線－1－5区が相

当する。南側の段丘部分及びその下の一部のみ2面で調査を行ったが、その北側はC地区同様1面で調査を実施した。

上面では石組井戸を確認している。2003070の34号線－1区で検出しており、息抜きの竹が突き刺さっていた。石組

井戸は下部の井側は自然礫を使って円形に積んでいるが、上部（地上部）の井桁は龍山石を凹形・凸形に成形したも

のを方形に組んでいる。1辺1．2mの正方形で高さ0．6mを測る。C地区の井戸同様廃絶時は最近であろう。同一面で

暗渠も検出されている。幅50～75cmの溝に丸太材を置き、その上に礫を詰めている。円礫が主体であるが、角礫も含

まれている。

2003146の34号線－2区では近世の落ち込みの南側で礫群が検出され、被熱している礫も多数認められることから、

製塩炉と考えられる。最大長1．2mを測る規模である。約15cm掘り下げられている。

下面の遺構は段丘下で旧河道を検出し、そこから多量のイイダコ壷がかたまって出土している。調査対象幅が2m

と狭かったことから、旧河道の肩部は調査していないが、埋土から旧河道と考えた。イイダコ壷はコップ形のもので、

B地区の旧河道より古い時期のものである。イイダコ壷は一括性が高く、B地区同様に単位として出土したものと思

われる。調査区外へ遺物が続いているので、総数量は不明であるが1縄であったろうか。コップ形でも底に穿孔のあ

るものは含まれていない。

5．E地区（図版124－133）
77街区と33号線－5がE地区である。B～D地区が接しているのに対して、僅かながらでも距離を隔てている。間

には遺構が検出されなかった部分が存在する。

2002054の77街区－1・2は隣接した地点で合わせて報告する。

77街区－1

この調査区は77街区中央付近の東西方向に設置する擁壁掘削に伴うものである。全長8m・幅1mの範囲について

調査を実施した。当初は工事立会調査の予定であったが、掘削中に遺構を検出したので、調整の結果、本発掘調査を

行った。調査時には1－1区と呼称した調査区である。この部分は南西方向の張出部から伸びた緩やかな斜面に位置
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し、現在の海岸からは約150m離れている。現況の標高は約4mである。この調査区の背後はかなり急な傾斜であり、

その上の丘陵部には南北朝時代の石製地蔵が現存する興久寺が存在する。この興久寺周辺が地番等からも古くから集

落が存在したことをうかがわせる区域である。

調査は擁壁掘削深度まで行った。基本層序は以下のとおりである。

第1層　　盛土層

第2層　　にぷい灰色砂質土層（炭化物多く含む、にぷい黄色細砂層のブロック混入、径1～3cm大の礫含む）　旧

耕土と考えられる。

第3層　　にぷい黄灰色砂質土層（炭化物若干含む、径1－3cm大の礫含む）

第4層　　濃灰色粘質土層（炭化物若干含む、径1－10cm大の礫含む）

第5層　　淡黄褐色粘質土層（マンガン分沈着、鉄分多く混入、炭化物若干含む）中世遺物包含層

第6層　　にぷい黄茶色砂層（炭化物若干含む、径1－5cm大の礫含む）古墳～古代遺物包含層

上面で中世の遺構面を形成。

第7層　　にぷい黄灰茶色砂層（炭化物若干含む、径1－10cm大の礫含む）

第8層　　淡灰色砂層　地山層

第5層が中世の遺物包含層である。第6層上面で中世の遺構面を検出した。幅約2．8mを計る土壌状の落ち込み状

遺構や柱穴を検出している。土壌状の落ち込み遺構は埋土が3層になっており、当初掘削されたものがある程度埋ま

った（埋土下層）時点で再度掘削され、埋土中層が堆積した後、使われなくなった落ち込んだ部分に埋土上層が堆積

したものと考えられる。この落ち込み状遺構が最初に掘削された年代は中世よりもさかのぼる可能性がある。この落

ち込み状遺構のすぐそばに現代まで使われていた溝が確認できており、この落ち込み状遺構も埋土の堆積状況から何

らかの流路もしくは溝であったかもしれない。この遺構のすぐ北側は現況では調査区との間に大きな段差がある。本

来の地形よりも調査区付近は水田として利用される際に盛土されている可能性が高く、これだけの段差ができたので

はないかと考えられる。逆にすぐ北側では切土が行われ、現況で落ち込み状遺構が残っている可能性は少ない。また

検出できた柱穴は、狭い調査区であるためどう並ぶのかは不明であるが、77街区－2でも見られるように、このあた

りには中世の掘立柱建物が数棟存在したようである。これらの遺構等からは中世の須恵器や土師器などが出土した。

また滑石製の石鍋も出土している。

さらに標高3．1m付近の第6層・にぷい黄茶色砂層は古墳時代～古代の遺物包含層である。第7層上面で集石が若

干検出できたが、これは77街区－2ではっきりと見られる古墳時代の土器製塩のための集石炉の一部であろうと考え

られる。また地山層である第8層上面では弥生時代の柱穴を検出した。これは77街区－2で検出した同時期の土壌や

柱穴と関連するものと考えられる。

遺構は検出できていないが、近世の遺物も多く出土している。中には初期伊万里や唐津、天目茶碗等も出土してお

り、近世の机浦の隆盛を物語っている。

これらのことからこの77街区－1はここから西にかけての尾根裾に広がる集落の一部であると思われ、弥生時代に

は集落跡、古墳時代には生産址、中世には居住区が存在したことがわかる。また、この周辺に同時期の遺構面が広が

っていることも推察できる。

77街区－2

この調査区は77街区中央付近にあり、77街区－1の東端から北方向に屈曲する擁壁設置掘削に伴う調査区である。

全長10m、幅1mの範囲について調査を実施した。77街区－1の調査の延長上で発掘調査を行ったため、調査時には

1－2区と呼称した。

この部分は77街区－1と同じ敷地内に存在する。南西方向の張出部から伸びた緩やかな斜面に位置し、現在の海岸
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からは約150m離れている。現況の標高は約4mである。77街区－1の調査結果から遺構の存在が確実視された部分で、

現況でも比較的平坦な土地となっている。

調査は擁壁掘削深度まで行った。基本層序は以下のとおりである。

第1層　　盛土層

第2層　　淡灰茶色砂質土層（黄色微砂のブロック土、径1～5cm大の礫、炭化物含む）旧耕土か？

第3層　　にぷい灰色砂質土層（炭化物、径1－5cm大の礫含む）

第4層　　淡灰黄茶色粘質土層（鉄分多く含む、マンガン分、砂礫、径1－5cm大の礫含む）

第5層　　淡黄褐色粘質土層（マンガン分沈着、鉄分多く含む）中世遺物包含層

第6層　　にぷい黄茶色砂質土層（炭化物、径1～5cm大の礫含む）弥生～古代遺物包含層

上面で中世の遺構面を形成。

第7層　　にぷい黄茶色砂層（炭化物、径1－5cm大の礫含む）

第7’層　灰茶色砂質土層（炭化物、径1－10cm大の礫含む）

第8層　　淡灰茶色砂層　地山層

色調は若干77街区－1と異なるが、基本的には同様の層序である。第5層が中世の遺物包含層である。第6層上面

で中世の遺構面を形成している。標高3．1m付近の第6層・にぷい黄茶色砂層は古墳時代～古代の遺物包含層であり、

その下の第7層上面で古墳時代の遺構面を形成している。さらには地山層（第8層）を掘り込んでいる遺構は弥生時

代の遺構と考えられ、第8層上面で弥生時代の遺構面が形成されていたことがわかる。

遺構の検出を擁壁掘削深度で行ったため、上記の3時期の遺構を同時に検出する形になった。

第6層上面と考えられるピットが数個検出できた。77街区－1では落ち込み状の遺構を検出したが、少し北東側で

あるこの調査区では中世には掘立柱建物があったことが確認できた。平成17年度の淡路市教委の調査ではこの調査区

の北側で中世の掘立柱建物を検出しており、これらは一連のものとして検討することが必要であろう。近くにある興

久寺の南北朝期の銘を持つ石製地蔵の存在からも、中世においてのこの地域での集落の発達がうかがえ、それに伴う

ような調査結果になったといえる。石製地蔵の石材は花崗閃緑岩で、現在の洲本市にある先山から運ばれてきたこと

がわかっている。このような大きな石を洲本から富島まで運んできたこと、彫刻の素晴らしさなどからも、このよう

なものを建立することのできる勢力が富島地城にいたことになる。検出した掘立柱建物群は、このことを実証できる

ものであろう。

第7層上面で、この調査区の中央から南側で焼石の集中箇所が見られた。土境のような落ち込み状遺構の中に数多

くの石が集積されており、焼成を受けていたことなどから、これらは製塩炉であろうと考えられる。直径約1．0mの

集石炉と考えられる遺構が3箇所で検出できた。その後、多くの製塩遺構を検出した富島遺跡であるが、はっきりと

した状態がわかった最初の調査区である。古墳時代には製塩に関する生産址であった。またほぼ同時期と考えられる

柱穴を調査区北側で検出している。これらの柱穴は生産址である集積炉より北側の海よりに位置しているので、何ら

かの生産址に関連する建物の可能性もある。富島遺跡の初めての全面調査ということもあり、調査時には付近の遺構

の状況はわからなかったが、その後数多く行われた他の調査結果から検討すると、この調査区から北西方向にかけて

製塩遺構が数多く検出されている。また製塩遺構の南側、つまり山側には居住区があったことが確認されている。こ

の調査区付近から北西にかけての海側で土器製塩が盛んに行われていたことなり、この調査区の海側で検出した柱穴

も製塩に伴うものと考えるのがよいのではないかと思われる。また逆にこの調査区の集石炉より山側の柱穴等は居住

区に伴うものと考えられるが、今回は検出できていない。この77街区付近から西に古墳時代の集落があり、海岸部で

は土器製塩を盛んに行い、その山側で居住するというのが垣間見られた調査結果である。

また弥生時代の柱穴や土壌も検出している。77街区－1でも弥生時代の柱穴を検出しているので、この付近が弥生時
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代には集落の一部であったことがわかった。

これらのことからこの調査区は弥生時代の集落の一部であり、古墳時代には製塩に関する生産跡であることが明ら

かとなった。さらには中世にも集落が存在したということがわかった。

小結

富島遺跡はあの阪神・淡路大震災が起こって、その復興事業の中で発見された遺跡である。当初の試掘調査やその

後行われた確認調査からも、富島ではメインの道路になる区画道路13号線より西側に遺構が集中している可能性が高

いと考えられてきたが、77街区－1・2における調査結果はそれを裏付けるものとなった。先に述べたようにこの77

街区を含む富島でも西側の地区は、南西方向の張出部から伸びた緩やかな斜面に位置する。この張出部の上には南北

朝時代（応安4年銘）の石製地蔵が現存する興久寺が存在する。富島の地番はこの興久寺を1番地として、この張出

部周辺が古くから集落が存在したことをうかがわせる区域である。興久寺の海側には現在富島小学校が存在するが、

この付近が張出部の最も先端である。すでに削平されているかもしれないが、興久寺、富島小学校が存在する張出部

にも集落が広がっていた可能性は高い。その張出部の周縁に縄文時代から現代まで人間の生活が営まれてきたことが

わかってきた。その一部がこれらの77街区－1・2の調査である。今後は張出部の状況も含めて、周辺の調査結果か

らの検討が必要であろう。

この77街区－1・2の東側の区画道路13号線より東側には1本の谷状地形が入っているらしく、それを挟んでさら

に東側の大歳神社周辺にも遺構が広がる。しかし77街区から北東の方向には遺構面は広がっていない。この方向には

上記した谷状地形と内湾した海岸線があったようであり、これは試掘調査の時点でも明らかになっている。かなり内

陸部まで入り込んでいた地形は天然の良港として活用されたのではないだろうか。その両側に海岸線に沿って集落が

形成されていたようである。今回の調査区はその西側の一端を明らかにしたに過ぎない。

77街区－1・2の調査では弥生時代の遺構が若干検出された。試掘ですでに縄文時代後期の土器やスクレイパーが

出土していることから、縄文時代後期には集落があった可能性が高い。そして現在は富島遺跡と範囲が重なったため

消失した「富島西遺跡」でも弥生土器が採集されていた。弥生時代にもこの地に集落が形成されていたことが、今回

の調査でさらに明らかになった。現在までの調査成果でも、弥生時代前期～後期まで、弥生時代を通じて富島遺跡に

集落が存在することが明らかになっているが、今回の調査はそれを最初に確認した貴重な成果である。

また古墳時代～古代は淡路島で盛んに土器製塩が行われるようになる時代である。特に北淡路はその傾向が強く見

られる。これまでに貴船神社遺跡をはじめ、小代呂遺跡や宮ノ前遺跡、畑田遺跡、浜田遺跡など、北淡路の西岸では

拠点となるような大きな製塩遺跡やそれに伴う集落が発見されているが、富島遺跡もその一つとなるであろうと考え

られ、その最初の発見が今回の調査成果ではっきりと出ている。ここでは述べていないが、昔の海岸線近くに設定し

たトレンチからはおもりのような石が出土している。これについては遺物の項でまた述べられるであろうが、土器製

塩の時代に塩を産出していた富島遺跡ならではの出土遺物と考えられる。出土遣物や炉の状態から貴船神社遺跡より

は古い時期が中心だったと考えられるが、その時代には大量の塩を生産していたと考えられる。これは万葉集に詠ま

れ、記紀の時代に活躍した「野島海人」や、平城京出土の木簡で見る「育波郷」にいたとされる「海氏」に関係があ

るのではと考えられる。富島遺跡のこの調査の後、平成16年度に行った野島暮浦の畑田遺跡からは弥生時代の脚台I

式～丸底Ⅳ式までのすべての淡路での製塩土器型式が多く出土しており、その背後の丘陵部からは直径1mを越える

柱穴を検出している。野島川の河口に面し、沖合いを通る船もよく見えたこの場所は「野島海人」の拠点集落の1つ

ではないかと考えているが、富島遺跡もそういった拠点集落の1つであったのではないだろうか。試掘で出土した古

墳時代の「土馬」は大変希少な遺物であり、そのことからも推察できる。今回の調査で、その一端が現れたと考える

ことができる。

中世には先にあげた南北朝期の石仏を建立できるだけの勢力がこの地に存在していた。中世には地形から良港とし
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て活用されていただろうと考えられ、広い範囲で中世の建物を検出することができる。これは近世に入っても変わら

なかったようである。「机浦」と呼ばれていた「机」は「築江」の変化したものではないかと考えることができ、港

として築港され栄えていた様子がうかがえる。近代になっても港としてますます隆盛を極めた。初期伊万里や唐津、

天目茶碗などが出土したのもこのような背景があってこそであろう。しかしあくまで漁港としての機能は現代まで受

け継がれ、多くのマダコツボや様々な土錘が出土するのも古墳時代から変わらないのであろう。

富島遺跡の調査は現在も継続されており、検討は今後の資料追加によって行うべきものであるが、このような大規

模な土器製塩の集落がこの地に存在していたことは大変重要である。しかも遺跡の深度はそれほどなく、比較的浅い

ところから遺構を検出できており、現存集落の中心部で調査を行ったわりには残存状態がよい。今後の調査結果に期

待したい。

2002182の77街区－4

75街区同様に擁壁工事部分の本発掘調査である。南側は夏に調査した77街区－2で、東側が77街区－3である。77

街区－2の北側の続きである。幅1m、長さ3mの南北方向の調査区である。遺構面は3面確認している。

第1両は黄褐シルトの下面でピットを11基と落ち込みを1基確認している。落ち込み（SXOl）は北側へ続く浅い

もので深さ37cmを測る。途中で段を持って北側へ落ち込んでいる。ピット11基のうち3基は掘立柱建物跡に復元でき

る。1間×2間以上の建物である。

第2面は⑤層黒褐色中砂下面で検出したもので、礫群が検出されている。拳大の円礫を中心としたもので、被熟し

た礫も多く含まれている。花崗岩はポロポロになっており、強い熟を受けていたことが窺われる。確実なまとまりは

ないが、ある程度の固まり・単位はあるようである。集中部分もあり、1m以上の炉跡の可能性が考えられる。遺構

上層の包含層から製塩土器も出土していることからも、炉跡が廃棄された状態と思われる。

第3面の遺構は租砂の面で検出しており、ピットを1基確認している。径25cm・深さ20cmのピットである。弥生後期

から古墳時代の土器少量が上の層から出土している。

2004195の33号線－5

2004195の33号線－5区は77街区と79街区の間を通る33号線の一部で、延長約20m、幅約4mである。調査区から

北西に続いて、L字形に仮排水管敷設が行われるため、幅60cm、延長12mの部分も含めて調査を行った。当区におけ

る工事掘削深度は現地盤からおよそ－60cmである。表土から遺構面までの掘削には重機を使用し、遺構面の精査と遺

構掘削は人力で行った。遺構面は2面認められたため、機械掘削は2回に分けて実施した。

層序と遺構の概要（図版129・130）

現表土下の比較的浅い－25－－40cmの深度に遺物包含層があり、特に4層とした黒色の砂質土から奈良時代を中心

とする遺物が多く出土している。調査区の北東隅では4層下に製塩土器の細片がぎっしりと堆積した部分も認められ

た。近接地に製塩遺構が存在するのであろう。

遺構面は遺物包含層を挟んで2両あり、上層の第1遺構面では中世～近世の柱穴や溝、土坑が発見された。柱穴は

調査区の中央を南北に走る浅い溝（SDOl）を挟んで、両側にわかれており、屋敷地の区割りを示すものと思われる。

調査範囲が狭いため断定はできないが、東西にそれぞれ1棟の存在が想定される。

下層の第2遺構面では、調査区の西側で土坑が、東側で柱穴が発見された。土坑は焼土や炭化物を伴っており、火

を伴う作業が行われたと考えられる。柱穴からは1棟の掘立柱建物を想定した。これらの遺構は古墳時代～奈良時代

に属するものであろう。
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第1遺構面の遺構（図版130・131）

SBO2

北側の東西方向の柱の通りが良いため、掘立柱建物を想定した。SDlOlの方向とも合致している。しかし、柱間間

隔は一定せず、1．8－2．5mの幅をもつ。

SBO3

柱の配列は少しずれているが、1棟の掘立柱建物を想定したものである。SDlOlの方向とは少しずれる。

SD101

幅60cm、深さ10cmと小規模な溝である。遺物は染め付けの破片が出土しており、近世以降の溝と考えられる。

この他、SDlOlの西側にはSKlOlやSK102といった長方形の土坑がある。性格は不明であるが、中世の遺物も混在

するが、近世以降の土坑である。

第2遺構面の遺構（図版132・133）

SBO4

直交する方向に位置する3本の柱から掘立柱建物を想定したものである。柱間間隔は約1．5mである。

SK201

不整形な浅い土坑で半分ほどが調査区外に続くと思われる。長径約2m、深さ約10cmあり、埋土には焼土や炭が多

く認められた。しかし、土坑の底や底面に見えている礫には火を受けた痕跡はなく、焼土や炭などを廃棄した土坑で

あると考えられる。遺物は土師器嚢（492）や土師器杯（493）が出土している。

第1遺構面の遺物（図版232・233）

SK101出土（485）

（485）は土師器の羽釜である。断面三角形状の鍔部をもち、口緑部内外面にヨコナデを施す。15世紀代のものであ

ろう。

SK102出土（482～484）

（482）・（483）は素焼きの七輪で、（482）の内側に（483）が収まる。外側の容器（482）は、外面には径1mm程度

の小さな円形の浅い窪みが刺尖によって多数設けられている。口縁部では体部と同様な窪みを縦に5つほど並べたも

のが巡っている。また、体部上方には細長いスリットをあけている。（483）には煮炊き具を支える突起がついており、

内面は熟を受けて変色している。

（484）は紡錘形の土師器土錘である。

ピット出土（486－490）

（486）・（487）は土師器の羽釜である。断面三角形状の鍔部をもつもので、（486）では鍔部が痕跡程度になってし

まっている。口縁部内外面の調整はヨコナデである。

（488）は東播系の須恵器こね鉢で口緑部を心もち上下に拡張させている。13世紀前半の特徴を有する。

（489）は備前の壷あるいは嚢の底部である。小径であることから壷の可能性が高い。内面には灰かぶりが認められ

る。備前Ⅳ期あるいはⅤ期のものであろう。

（490）は球状の土錘である。孔の一端には棒状の軸を抜く際に生じた盛り上がりと歪が認められる。

第2遺構面の遺物（図版232・233）

SK201出土（492・493）

（492）は土師器嚢である。口緑部はゆるやかに外反し、端部は内側に巻き込む。体部外面は粗いタテパケの調整を

施す。

（493）は製塩土器である。体部は内湾し、口緑端部は尖り気味となる。粘土帯の継ぎ目が残り、ユビ成形の後ナデ
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仕上げされている。底部付近は二次的な受熟によって肌色に変色している。古墳時代の丸底Ⅱ式に分類されよう。

ピット出土（491）

（491）は須恵器杯Bである。小径で深さのある器形で、底部から屈曲して斜め上方に立ち上がる。底部と体部の境

はナデによってやや鋭さがある。底部外面には爪形庄痕が巡る。奈良時代の遺物である。

小結

今回の調査では、77街区－2区および33号線－5区において古墳時代～奈良時代と中世～近世の集落の存在が明ら

かとなった。古墳時代～奈良時代の遺構は、あまり密度の濃いものではないが、近接地に製塩遺構の存在も予想され

る。中世～近世では小さな溝で区画した屋敷地が存在したことが判明した。　　　　　　　　　　　　（藤田）

6．F地区（図版134－139）
F地区は富島遺跡南側に位置している。北西方向にE地区が存在する。海岸線からは離れているが、標高はほとん

ど同じである。調査区北側まで内海が入り込んでいたといわれている地域である。その言葉通り北側一帯はシルト質

土壌が広く堆積しており、遺構は検出されていない。調査地南側は一段高くなっている。

SHOlは調査区中央部に位置する。⑥層の遺物包含層下面、⑦層上面で検出された。規模は北西一南西の1辺4．0m、

南西一北東3．0m以上、深さ0．6mの方形竪穴住居跡であるが、東端部は傾斜下方にあたり削平されているため平面形

はやや平行四辺形を呈している。

住居跡内の遺構として、北西辺の中央部に幅0．6m、長さ0．9mの炭・焼土が堆積したかまどを有している。かまど

内では1辺6cm、長さ20cmの柱状の石材が立てられていた。尚、主柱穴を入念に精査したが北隅で直径の掘り込みに

巨礫が3個集積を検出したにとどまった。柱を安定させるための根固め石の可能性がある。東端では直径0．45mの掘

り方を有する小さな土坑が検出され、同所から弥生後期の鉢が出土した。

出土遺物としては6世紀中頃から後半の須恵器・土師器が出土した。なお上部に堆積した製塩土器を含んだ包含層

がたわみこんでおり、相当数が混入しているものと思われる。

SKOlは調査区の北西隅に位置し、幅1．5m以上・長さ6．0m以上、深さ0．15mをはかる楕円形を呈する土坑である。埋

土は10YR5／3にぷい黄褐細砂であり、土坑内からは古墳時代の土器が少量出土した。

SK03は調査区の南東部に位置し、幅1．8m・長さ1．8m以上、深さ0．20mをはかる不定形な楕円形を呈する土坑である。

この土坑は⑨層上面から検出されたもので、埋土はN3／0暗灰色細砂であり、土坑内からは弥生時代後期の土器が少

量出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（深井）
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Ⅴ　出土遺物

1．縄文土器・土製品
富島遺跡における縄文土器はA区北部擁壁掘削部を中心に遺構や遺物が発掘されている。その他の地区においては

遺構や包含層から遊離した状態で出土している。土器は中期がわずかに見られるものの、A地区は後期中葉、B地区

は後期を一部含むが主体は晩期中葉以降、C～E地区および確認2Gは晩期後葉が出土している。

A地区（636・637以外は擁壁設置部分出土）

〔9層　晩期土器〕

（688）は口縁直下でクランクするもので表裏とも研磨されている。浅鉢型土器である。

〔8層　後期土器〕

（633）は縁帯文の探鉢型土器で口緑外側に半円形状の沈線がめぐる。（634）は口緑端部が肥厚し一条の幅広の沈線

がめぐる深鉢型土器である。（635）は口縁が僅かに外反する深鉢型土器である。

〔黒褐色土層　後期土器〕

深鉢型土器

（636）は北部西側出土で、波状口緑外側に波頂部に基点とする沈線を有する。（637）は南部道路部分出土で、波状

口緑をもつ深鉢型土器である。（638）は沈線により円弧を措く磨消縄文土器、（639）は胴部上半に斜め方向の沈線を

施すものである。（640）はクランク文を施した深鉢型土器である。（641）は口線上端部付近に幅広の沈線を有する深

鉢型土器である。（642）は口緑屈曲部外側に2条の沈線を有する。（643）・（644）は巻貝条痕の探鉢型土器の胴部破

片である。（645）は底径5．8cmをはかる深鉢型土器底部である。646は平底の底部である。

浅鉢型土器

（647）は口唇部内面に刻み目を施す浅鉢型土器で元住吉山式土器I期である。

注口型土器

（648）は口縁がすぼまるタイプの注口土器であるが注口部は欠損している。

土面

（649）は土面の左目じりから眉にかけての破片である。残存長6．0cm、幅3．5cm、厚さ1．3cm、ほぼ平坦であり端部に

かけては若干薄くなり、端部付近には径0．6cm程度の穿孔がある。顔面表現のうち目はくりぬかれ断面は平坦で、眉

は沈線2本により表現されている。これまでの近畿地方例を参考にして復元すると全長18cm、幅16．5cm程度になると

考えられる。これまでの土面の大きさでは仏並遺跡（注1）出土例とほぼ同規模であるが、小片で全体像を考えるに

は無理があるが、面の曲面が見られないことや眉が粘土の突起で表現するのではなく、沈線で措かれていることなど

が相違点となる。近畿地方の縄文時代の土面の出土例は大阪府泉南市仏並遺跡で1例、滋賀県能登川町正楽寺遺跡

（注2）で1例、三重県名張市下川原遺跡（注3）で1例であり、この富島遺跡例が4遺跡、4例日となる。なお、

四国の出土例として徳島県徳島市矢野遺跡（注4）が1例ある。

〔6層〕

中期深鉢型土器

（650）は縄文地に沈線竹管文を施した深鉢型土器であり、中期の里木Ⅱ式から船元Ⅳ式に相当する。

後期深鉢型土器

（651）は口緑部上端に沈線による弧状の垂線が施される。（652）は口縁部を拡張し沈線を山形に施した深鉢型土器

であり北白川上層3期のものである。（653）は幅広沈線を口緑に2条施した縁帯文の深鉢型土器である。（654）は租

49



製探鉢型土器の口緑部である。（655）は口緑部を外側に折り曲げて肥厚させた探鉢型土器で胴部には縦条線が施され

る。（656）・（657）は口緑が外反する租製深鉢型土器である。（658）は口緑が内湾する粗製深鉢型土器である。（659）

は深鉢型土器の底部である。

〔SKO2　後期土器〕

（660）は深鉢塑土器下半部に縄文が施された破片で後期中葉と考えられる。

〔SKO3　後期土器〕

（661）は河内地方特有の角閃石を含む胎土をもつ深鉢型土器口緑部である。（662）は表裏に巻貝条痕調整が施され

た深鉢型土器下半である。

〔SKO4　後期土器〕

（663）は波状深鉢型土器口縁部であり、幅広の沈線およびRL縄文がみうけられるすりけし縄文土器で、中津式と

考えられる。（664）は同形態であるが、口緑部上端はRL縄文が施される。（665）は深鉢型土器口緑部で端部にかけ

て肥厚する。胎土に角閃石が入ることから河内地方産の可能性がある。

〔SKO5　出土後期土器〕

（666）はRL縄文が施された深鉢型土器胴部破片である。（667）も（666）同様の破片である。

〔PO2　後期土器〕

（669）は胴部に浅いくぼみを有する深鉢型土器である。（670）は胴部下半部に縦条線が認められる深鉢型土器であ

る。（671）は口縁にかけてやや外反する晩期の可能性のある租製深鉢型土器である。

〔pO4　後期土器〕

（668）はLR縄文が施された深鉢型土器胴部破片である。

B地区（33号線－1黒褐色砂層）出土

後期深鉢型土器

（672）は胴部に屈曲部をもち口縁部にかけて若干外反する後期深鉢型土器である。

晩期探鉢型土器

（673）は口緑付近でくびれをもち口緑にかけてやや内湾する土器で河内胎土を有する晩期の深鉢型土器である。

（674）は33号線－1区出土で、口縁にかけて内湾し、口唇部に刻みをもつ土器で河内胎土である。（675）は胴部にく

びれをもち刺突文をもつ深鉢型土器である。（676）は口縁にL字の切れこみをもつ器面がヘラにより調整されたもの

である。（677）は胴部くびれ部上に逆C字の爪形が施される。（678）は胴部にかけてはすぼまり、胴部中央でいった

ん膨らむタイプの凸帯文土器である。口緑直下に肥厚する凸帯をもち、右上から左下にむかって切り込み状の刻みが

見られる。また外面にはヘラによる斜め十字の文様が施されている。（679）・（680）は口緑部にかけて外反するもの

で二枚貝条痕が施される。（681）は胴部上半から口縁にかけて外傾し、屈曲部はユビナデにより調整される粗製深鉢

型土器である。（682）は胴部下半部で表面に条痕が施される。（683）は口緑にかけて外反する粗製深鉢型土器である。

（684）は深鉢型土器の胴部上半で屈曲するもので河内胎土である。（685）は胴部上半でカーブするもので表裏条痕が

施される。（686）は口縁内面に1条の沈線をもち、表裏とも丁寧に研磨されている。

晩期浅鉢型土器

（687）は口緑下で屈曲し、口縁にかけて外反する浅鉢型土器である。688は外反する口縁端部が上に拡張されている

もので、拡張部外面に1条の沈線が施される。

C地区（黒褐色砂層）出土

晩期深鉢型土器

（689）は10号線－10区出土で口縁がやや外反し、その下部にD字の刻みをもつ凸帯文土器で、口唇部に同様の刻み
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が施される。（690）は80街区－4出土でほぼ直立する口縁をもち、口縁から垂れ下がる凸帯があり斜めの刻みが施さ

れ、口唇部にも同様の刻みがある。外面には条痕がみとめられる。

D地区（34号線－1　黒褐色砂層）出土

晩期深鉢型土器

（691）はやや内偵する口緑下部に「0」字の刻み目をもつ凸帯文土器で、口唇部にも同様の刻みを施される。また

胴部にかけて条痕がみられる。

E地区（77街区－2　SX201）出土

晩期深鉢型土器

（692）は胴部にかけて膨らんでいることから砲弾型を呈するものと考えられる凸帯文土器である。口緑直下に凸帯

を巡らし、棒条工具で正面から刺突する。胴部上半にむけてヘラガキ沈線が施される。口唇部にも棒状工具で押さが

見られる。（693）は粗製深鉢型土器胴部下半の破片である。

確認調査（2G）出土

晩期浅鉢型土器

（694）は口緑上端にリボン状の突起を有し、口縁端部内側に肥厚する浅鉢型土器である。

（注1）　松尾信裕ほか『仏並遺跡発掘調査報告書』財団法人大阪府埋蔵文化財協会

（注2）　植田文雄ほか『正楽寺遺跡』能登川町教育委員会1996

（注3）　門田了三『下川原遺跡5次調査概要』名張市遺跡調査会1997

（注4）　藤川智之ほか『矢野遺跡（Ⅱ）（縄文時代篇）』財団法人徳島県埋蔵文化財センター　2003

2．弥生土器
量的には多くはない。遺構としては、F地区として報告した2003222の竪穴住居跡（SHOl）下層のSKOlだけであ

る。大型の土坑である。図化した土器は3点である。嚢2点と鉢1点であるが、時期差が認められる。（614）は長胴

の嚢で口縁端部に刻み目を有している。外面はタダキ成形ののちヘラミがキで仕上げている。内面はパケ整形ののちナデで

仕上げている。（615）は前期末の鉢か壷であろう。2条の突帯とその下に沈線が1条認められる。突帯には刻み目が

施文されている。（616）は上げ底の底部から開き、最大腹径から内湾する胴部を持つ嚢である。口縁部は欠失してい

る。全体の形状は倒卵型をしている。

包含層からも少量出土している。13点の土器を図化した。（695）は長頸壷の口縁部で、端部が肥厚している。（696）

（697）は似たタイプの鉢である。体部外面に波状文が施されている。

（700）（701）（703）は高杯である。（703）は残存状態が最もよく杯部下半が残っている。内面へラケズリ、外面へ

ラミガキで、脚の高い中期後半の高杯である。円板充填で杯底を柱状部と接続している。杯部も深く木器模倣形のも

のかと思われる。（700）は裾部のみであるが、似た形状・時期の高杯であろう。（701）は端部の肥厚度が低く、緩や

かで径もやや大きくなっており、時期はやや下るかと思われる。

（702）は形状は高杯かと思われたが内側に端部を曲げており、大きく異なった手法である。脚部の低いタイプで高

杯ではなく、器種の異なる脚台部であろうか。

（704）～（707）は底部である。（704）（706）は嚢の、他は壷の底部である。（704）が中期後半で、他は後期になろ

うかと思われる。

3．古墳時代の土器
（708）～（716）の9点は古墳時代はじめから前期の古式土師器である。（708）～（716）は壷で、（708）だけがほぼ全
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体がわかる個体である。壷・嚢・高杯を図化している。表面磨滅の著しい遺物が多いが、（708）のように保存状態が

良好の土器もあり、大きく離れた地点から来たものとは思われない。扁平な球形の胴部からラッパ状に大きく開く口

縁部になる。端部付近は外反から水平に近い形状になっており、端部は角張っている。小石粒を含むものの胎土は良

好であり、焼成も良い。内面はユビ成形ののちナデ仕上げで、外面はパケ整形を行っている。口縁部はヨコナデであ

る。（709）は下膨れの球形の体部から底部の破片である。僅かに平底を残す底部で、不安定である。薄く丁寧に仕上

げられており、外面はパケ整形である。（710）～（712）も底部である。（710）は嚢で、他は壷である。（711）は大形

の底部で時期が弥生時代に遡る可能性がある。（713）～（715）は嚢口縁部で、（715）は他地域からの搬入品と思われる。

（716）は椀形高杯の杯部であるが、外面にはユビ成形が見られ丁寧な仕上げとはいえない。

（717）は古墳時代後期の土師器嚢で、平底に近い丸底で最大腹径と口径がほぼ同じである。内面へラケズリで外面

パケ整形である。口緑部は外反し端部は丸くヨコナデで仕上げている。

（718）～（726）は古墳時代の須恵器である。（723）～（725）は杯蓋で、（723）はつまみは残存していないものの宝珠

つまみを有する蓋で、天地逆転する7世紀はじめの土器である。（718）～（722）は杯身で蓋とほぼ同時期であろうが、

（721）（722）は径が大きく、立ち上がりもしっかりしていることから、1時期遡ると思われる。

遺構出土では10号線－3区で古い須恵器が認められる。立ち上がりもあり、丁寧な仕上げでもあり、径も小さくシ

ャープであることなど古相を示している。5世紀後半で、新しくてもTK23までの須恵器である。

4．製塩土器
富島遺跡の特徴を表す遺物であり、多数出土している。量的には多いものの、周辺の製塩遺跡（貴船神社遺跡・浜

田遺跡）と比較すると少ない。出土状況でも濃密な厚い堆積状況は示していない。製塩炉周辺で当然多く出土してい

るが、旧河道からも多く出土している。製塩時の編年は広瀬編年による呼称である。

1点の脚台Ⅲの土器（314）があるが、他はすべて丸底Ⅱ・Ⅲの製塩土器である。（314）の脚台は輪高台状で外側

に開いている。体部は水平ぎみに広がることから新しい傾向を示してはいるが脚台Ⅳにはならないと思われる。

丸底Ⅱは口縁部が歪で内傾するものが主体である。端部は尖る（317）か丸くなるもの（318）と内側にナデによっ

て折り曲げたようなもの（316）に分けられる。底部は丸底が主体と思われるが、僅かに尖りぎみのものも存在する。

小形の尖り底は丸底Ⅱの範鳴かと思われる。ユビ成形ののちにナデとヨコナデで整形している。成形のタタキは認め

られない。土器量は多いが小片が多く図化点数は少ない。

丸底Ⅲは量的には丸底Ⅱと変化がないものと思われる。形態的にも似たものがあるが、器壁が厚くなる。口縁部は

キャリバー形と内傾するものと外傾するものがある。外傾するものは厚く浅いように復原される。端部は丸底Ⅱと同

様に尖るもの、丸いもの、内側に折り曲げるものがある。底部は尖りぎみの丸底である。ナデで租く仕上げているも

のが多く、布の痕跡がある破片は認められない。（449）はタイプの異なるもので、外反する口緑部に不安定な平底状

の底部が付く。尖り底でないタイプである。

5．古代の土器
比較的図化点数が多い。大半は日常品で、竃・甑・嚢・鍋が目に付く。須恵器は、各器種があるものの量的には多

くない。杯から8世紀前半のものはなく、後半に限られる。7世紀中ごろから多少の空白期があったようである。

鉢・壷・長頸壷・瓶などの器種がある。ただ、遺構の存在する地区の方が僅かながらも古い時期の遺物である8世紀

前半代の土器も含まれている。そして須恵器の出土量が多いように思われる。製塩炉跡近辺はB地区旧河道

（SROl）のように墨書土器をはじめとして質の高い遺物が出土している。墨書土器は「田家」（25）と記号（24）が

確認されている。墨書土器は2点とも杯Aである。底面が平滑な丁寧に仕上げられた土器である。それ以外の須恵器
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全般よりも丁寧に作られた製品である。富島遺跡の場合、杯Aの方が丁寧な作りである。色調もやや淡い印象がある。

口径も15－16cmに限られている。それに対して杯Bは歪んでいるものが多く、口径も13－16cmと幅がある。器形にも

バラエティがある。直線的広がるものや外反するもの、稜に近いものを有するものなどである。棄・壷の大形品も少

なからず出土しており、周辺に居住域が広がっていた可能性が高い。

土師器は、精製の杯・皿・高杯も出土しているが、日常の竃・甑・嚢が多く出土している。なかでも竃は全体像が

明らかなもの（274）をはじめ資料に恵まれている。嚢はユビ成形ののちパケ整形し、ナデ調整をするのが多い。縦

方向のパケ整形だけが多く、一部頚部周辺のみ横方向のパケも見られる。外反する口縁部で体部は長胴化している。

竃もユビ成形語パケ整形が主である。鍔はユビ成形で付加しており、指圧痕が顕著に見られる。把手を有するものも

ある。甑も製作技法は同じで、パケ整形が多用されている。把手のタイプは直線的なものと外反するものがある。

緑粕陶器も数点出土している。図化したのはB地区SROl出土の椀底部（14）とその近接した包含層出土の同じく

椀底部（269）の2点だけである。焼成は良好で高温で焼かれている。逆台形の高台部を有する。

（437）は棒状のもので土馬の足かと思われる。確認調査でも頭部が出土している。4．35cmと短いものであるが、端

部はつま先を意図しているように思われる。

6．中世以降の土器
（507－514）は土師器焙烙で長谷川分類播磨型鍋から系譜の追えるものである。体部及び底部の形態から深手で底

部が丸底状になるもの（507・508・509・514）と浅手で平底のもの（510・511・512・513）に分類される。いずれも

口縁部から体部内外面にかけてヨコナデ調整を施す。510は体部外面に成形時の叩き目が残る。（507－509・514）は

長谷川分類焙烙形ⅣA類に形態が類似し、17世紀中頃～後半代に、（510－513）はⅣC類に類似し、18世紀前半代に

比定される。ただ、（510）については、外面に叩き目が残り、古相を呈することから、時期がこれより遡る可能性も

考えられる。

（515）は土師器鍋である。外面に断面三角形状の退化した鍔を貼り付ける。粘土紐巻上げ成形で、口緑部内外面は

強いヨコナデ調整を施す。体部外面には平行叩き目が残る。長谷川分類播磨型IB類相当で、15世紀中頃に比定され

る。

（516）は底部がやや丸底状を呈し、体部はほぼ直立する。ロクロ成形で内外面とも回転ナデ調整を施す。皿と考え

られる。（517）は底部の器壁が非常に厚く、平底で体部はほぼ直立する。ロクロ成形で内外面とも回転ナデ調整を施

す。底部外面は未調整で糸切痕が残る。

（518）は瓦質土器の火合である。平底で体部は内攣気味に斜め上方に延びる。底部外面には脚を貼り付けた痕跡が

残る。内外面ともミガキ調整を施し、器面を平滑にする。

（519）は無粕陶器火合と考えられる。平底で底部外面に角錐形の脚を3箇所貼り付ける。体部は外上方に延び、口

緑部は上面に水平に端面をもつ。内外面とも回転ナデ調整を施す。

（520）は染付磁器皿である。高台径は小さく低い。体部は内攣気味に斜め上方に延びる。体部内面に蝶文を措き、

内外面とも透明粕を施粕する。高台畳付には砂が附着する。肥前系初期伊万里椀で17世紀前半代に比定される。

施寒由陶器

（521）は底部の器壁が非常に厚い。幅の広い低い高台を削り出し、体部は緩やかに斜め上方に延びる。内面から体

部外面の上半まで灰粕を施和し、外面の体部下半以下は露胎である。肥前系唐津皿で17世紀前半代に比定される。

（522）は断面台形状の比較的低い高台を削りだし、体部は僅かに内攣して斜め上方に延びる。内面から体部外面上

半まで灰粕を施和し、外面の体部下半以下は露胎である。底部内面の紬ま蛇の目状に粕ハギする。肥前系唐津皿で17

世紀後半～18世紀前半代に比定される。
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（523）は体部が内攣気味に斜め上方に延び、口綾部は僅かに外方にひらく。内外面とも鉄瓶を施粕する。外面の体

部下半以下は露胎である。近世以降の美濃系天目茶碗と考えられる。

（524）は底部の器壁は厚く、比較的幅の広い低い高台を削りだす。体部は内攣気味に斜め上方に延びる。内面から

外面の体部上半まで灰粕を施和し、体部下半以下は露胎である。高台畳付は三日月状を呈する。肥前系唐津天目茶碗

と考えられ、17世紀前半代に比定される。

壷（525）無粕陶器では頚部が短く直立し、口緑部は僅かに玉線状に肥厚する。内外面とも強い回転ナデ調整を施

し、体部外面には櫛措きの波状文を施文する。外面には胡麻状に灰被りが見られる。備前焼Ⅳ期相当で15世紀代に比

定される。

措鉢（526）は体部が直線的に斜め上方に延び、口緑部は上下に拡張して縁帯を形成する。内外面とも強い回転ナ

デ調整を施す。体部内面に櫛措きで6条1単位の措目を施文する。外面は胡麻状の灰被りが見られる。備前焼Ⅳ期相

当で、15世紀代に比定される。

（527）は平底で体部は直線的に斜め上方に延びる。底部内面および体部内面に櫛措きで密に措目を施文する。焼成

はあまく、軟質である。近世以降の備前焼措鉢の可能性が高い。

嚢（528）は口緑部が楕円形状に肥厚する。色調は暗赤褐色に発色する。備前焼Ⅳ期相当で、15世紀代の所産である。

壷（529）は平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。Ⅳ期～Ⅴ期相当の備前焼壷

の底部と考えられ、15－16世紀代の所産であろう。

捏鉢（813～825）は須恵器控鉢である。粘土紐巻上げ成形で、内外面とも強い回転ナデ調整を施す。いずれも東播

系須恵器魚住窯の製品と考えられる。口緑部の形態の違いから、口緑部が断面三角形状に拡張し、内面が窪むもの

（813・814）、口緑端部がやや丸みをもち内面がやや窪むもの（818）、窪まないもの（821）、口緑端部が外方に突出す

るもの（815・823・824）、日録端部を内側に折り曲げるように傾けるもの（816・817）に分けられる。

（813・814）は池田分類C3類相当で、14世紀後半～15世紀前半に、（818）はC2類相当で14世紀代に、（821）は

Cl類相当で、13世紀後半～14世紀前半代に、（815・823・824）はD類相当で14世紀代に、（816）・（817）はF類相

当で、14世紀後半～15世紀中頃にそれぞれ時期が比定される。

（825）は底部のみの残存で、平底で体部は直線的に斜め上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。底部外面

は未調整で糸切痕が残る。

椀（826～828）は瓦器椀である。いずれも底部を欠失する。（826）は器高が比較的低い。体部は僅かに内攣気味に

斜め上方に延び、口緑端部は丸みをもつ。内外面とも指おさえの後、ヨコナデ調整を施す。

（827）は体部が内攣気味に斜め上方に延び、口緑端部は丸みをもつ。体部内面はナデ調整の後、ミガキ調整を施す。

体部外面はナデ調整を加える。体部外面下半には指頭庄痕が残る。

（828）は器高がやや高い。体部はほぼ直線的に斜め上方に延び、口緑端部は丸みをもつ。体部内面はヨコナデ調整

の後、ミガキ調整を施す。体部外面は指おさえの後、ナデ調整を加え、指頭庄痕が残る。

椀（829～831）は黒色土器椀である。（829）は器高が比較的高い。体部は内攣気味に斜め上方に延び、口緑端部は

丸みをもつ。体部内面はナデ調整の後、ミガキ調整を加える。体部外面は指おさえの後、ナデ調整を施し、指頭庄痕

が残る。口綾部内外面には強いヨコナデ調整を施す。

（830）は「ハ」の字状に外方にひらく低い貼り付け高台をもつ。内面にはミガキ調整、外面はナデ調整をそれぞれ

施す。（831）は比較的細く低い高台をもつ。内外面ともナデ調整を施す。底部外面にヘラ切痕が認められる。

皿（832）は器壁が全体に薄い。平底で体部と底部の界は明瞭でなく、体部は緩やかに斜め上方に延びる。口緑部

外面に凹部をもつ。内外面ともヨコナデ調整を施し、口緑部内外面は強いヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。

碗（833・834）は青磁碗である。（833）は体部外面には線刻の細蓮弁文を施文するが、剣頭は不明瞭である。内外
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面とも青磁粕を施和し、オリーブ灰色に発色する。龍泉窯系青磁細蓮弁文で16世紀代に比定される。

（834）は体部外面に片切彫りの蓮弁文を施文する。鏑は比較的あまい。内外面とも青磁粕を施和し、灰オリーブ色

に発色する。龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗で13世紀代に比定される。

羽釜（836）は土師器で上部を欠失する。口緑部外面に断面台形状の比較的幅の広い鍔を貼り付ける。内外面とも

ヨコナデ調整を施し、外面には縦方向の、内面には斜め方向のパケ目調整を施す。

（837）は断面台形状の比較的幅の広い鍔を口緑部の最上位に貼り付ける。内面は指おさえの後、ナデ調整を施す。

口縁部外面は指おさえの後、強いヨコナデ調整を加える。また、体部外面はナデ調整の後、パケ目調整が施され、器

面にかすかにパケ目が残る。

土師器鍋は鍔の形状およびその成形技法から、断面三角形状の退化した鍔を貼り付けるもの（835・838・839・

841・842・844・845）、鍔が退化し、段状となったもの（840・843・849）、段が消えて、鍔が消滅したもの（850～

853）に大きく分類される。

（835・838・839・841・842・844・845）は口縁部外面に退化した断面三角形状の鍔を貼り付ける。いずれも、粘土

紐巻上げ成形で、体部外面には横方向（837）あるいは斜め方向の平行叩き目（838・839・841）が残る。また、内面

にパケ目調整を施すもの（838）がある。いずれも、長谷川分類播磨型I類相当で15世紀前半～16世紀初頭に比定さ

れる。

（840・843・849）は鍔の退化が更に進み、段状になったもので、長谷川分類播磨型Ⅱ類に相当し、16世紀中頃～後

半に比定される。

（850－853）は段状の鍔が完全に消滅したもので、外面に斜め方向の叩き目の残るもの（850・852）、格子目叩きの

残るもの（853）などがある。いずれも、長谷川分類播磨型Ⅲ類相当で、16世紀末～17世紀前半に比定される。

三足鍋（846～848）は三足鍋の脚部と考えられる。いずれも外面にナデ調整を施す。

焙烙（854）は土師器焙烙である。体部は短く、内傾する。型作り成形で、内外面とも回転ナデ調整を施す。形態

の特徴から19世紀前半代の所産と考えられる。

羽釜（855）は土師器羽釜である。外面に断面台形状の比較的幅の広い鍔を貼り付ける。内外面とも器面の摩滅が

著しく詳細な調整は不明であるが、内外面ともヨコナデ調整を施している。

措鉢（856）は無粕陶器措鉢である。体部は僅かに内攣気味に斜め上方に延びる。口緑端部は丸みをもつ。外面は

指おさえの後、回転ナデ調整を施す。内面は横方向の租いパケ目調整の後、7条1単位の櫛措きの措目を施文する。

焼成は堅敵で明赤褐色に発色し、口緑部外面には重ね焼痕が見られる。産地は不明である。形態的には土師器措鉢に

酷似し、16世紀代の所産と考えられる。

措鉢（857）は土師器措鉢である。体部は内攣気味に斜め上方に延び、口緑部は僅かに外方にひらく。口緑部内面

から体部外面は回転ナデ調整を施す。内面は（856）と同様に横方向の粗いパケ目調整の後、9条1単位の措目を施

文する。16世紀代の所産と考えられる。

皿（858）は無粕陶器の皿である。器壁は全体に厚く、平底で体部はほぼ直立する。内外面とも回転ナデ調整を施

し、底部外面は未調整で、糸切痕が残る。焼成は堅敵で明赤褐色に発色する。

皿（859・860）は土師器皿である。いずれもロクロ成形で、平底で体部は短くほぼ直上に延びる。また、器壁はい

ずれも比較的厚い。内外面とも指おさえの後、回転ナデ調整を施し、底部は未調整でヘラ切痕が残る。（860）は体部

外面に指頭庄痕が残る。

壷（861）は平底で体部は短く斜め上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。割面が摩滅し皿状の形態を呈

するが、元来は壷で、おそらくは蛸壷の底部片と考えられる。

（862）は丸瓦片である。外面には多方向のナデ調整が、内面には布目庄痕が残る。
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壷（863）は無粕陶器で頚部が直立し、口縁部は若干玉線状に肥厚する。外面には胡麻状に灰被りが見られる。16

世紀後半から17世紀前半代の備前焼と考えられる。

（864）も口縁部は（863）と同様の形態を呈するが頚部は短い。体部は大きく内攣する。16世紀後半から17世紀前

半代の備前焼壷と考えられる。

火入れ（865）は体部が外反し、口緑部は上面に水平に端面をもつ。内外面とも回転ナデ調整を施し、口緑部内外

面には赤土部を塗布する。また、体部には縦耳状の把手を貼り付ける。近世前半の丹波焼と考えられる。

鉢（866）は体部と底部の界は大きく屈曲し、体部は直線的に斜め上方に延びる。口緑部は水平に外方にひらく。

内外面とも回転ナデ調整が施され、外面には2条の沈線が巡る。近世後半から近代にかけての植木鉢と考えられる。

焙烙（867）は器壁が非常に厚く、体部は緩やかに斜め上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。内外面と

も、煤が附着し、焙烙と考えられる。

（868）は鋳鉄製の羽釜を模倣した羽釜である。体部外面には断面長方形状の比較的幅の狭い鍔を貼り付ける。内外

面とも回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整を施す。口緑部外面には凹線を4条施す。近世以降の瓦質土器羽釜と考え

られる。

措鉢（869）は無粕陶器で体部が直線的に斜め上方に延び、口緑部は上下に拡張して緑帯を形成する。内外面とも

回転ナデ調整を施し、体部内面には7条1単位の櫛措きの措目を施文する。備前焼Ⅳ期の製品で15世紀代に比定され

る。

皿（870・871）は施粕陶器皿である。（870）は高台を浅く削りだし、体部は緩やかに斜め上方に延びる。底部の器

壁は非常に厚い。内外面とも灰粕を施和し、外面の高台脇以下は露胎である。（871）も（870）とほぼ同じ形態を呈し、

灰粕を施粕する。底部内面には胎土日跡が4箇所見られる。いずれも肥前系唐津皿で17世紀前半代の所産である。

香炉（872）は土師器で平底で底部に逆円錐形の脚を3箇所貼り付ける。体部は内攣気味に斜め上方に延び、口緑

部は水平に外方にひらく。ロクロ成形で底部外面にはヘラ切痕が残る。

青磁碗（873）は断面長方形状の比較的高い高台をもつ。内外面とも青磁粕を施粕するが、高台裏は露胎である。

焼成があまく、また全面に灰被りがみられるため、灰白色に発色する。龍泉窯系青磁碗と考えられる。

皿（874）は無粕陶器で比較的低い高台をもち、体部は僅かに内攣気味に斜め上方に延びる。内外面とも銅線粕を

施和し、灰オリーブ色に発色する。底部内面は蛇の目状に粕ハギを行う。肥前系唐津線粕皿で、17世紀後半～18世紀

前半代の製品である。

白磁紅皿（875）は型作り成形で、外面には放射状に筋が入る。内面には透明粕を施和し白色に発色する。外面は

露胎である。肥前系白磁紅皿で19世紀前半代の製品である。

灯明皿（876）は土師器で体部内面に凸帯を巡らし、内面から口縁部外面に透明粕を施粕するいわゆる柿粕の灯明

皿である。19世紀前半代の所産であろう。

血（877・878）はいずれも施粕陶器皿である。（877）は低い高台を削りだし体部は緩やかに斜め上方に立ち上がる。

内面には灰粕を施和し灰色に発色する。肥前系唐津皿で17世紀前半代に比定される。（878）は高台が比較的高く、体

部は内攣気味に斜め上方に延びる。内外面とも施和して底部内面は蛇の目状に粕ハギする。高台裏は露胎である。肥

前系唐津皿で17世紀後半～18世紀前半代に比定される。

碗（879）は染付磁器器壁が比較的厚く、体部は内攣気味に斜め上方に延びる。体部外面には草花文、高台裏には

簡略化された渦福文を措く。肥前系波佐見産のいわゆるくらわんか手の碗で、18世紀後半代に比定される。

灯明皿（880）は平底で体部は緩やかに斜め上方に延びる。無粕陶器体部内面にヘラで斜格子状に施文する。内面

は灰粕を施和し、オリーブ灰色に発色する。外面は露胎である。内面に3箇所目跡が見られる。京・信楽系の灯明皿

で19世紀前半代に比定される。
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壷（881）は無粕陶器で平底で中央部を浅く削って高台を作り出す。体部は内攣してほぼ直上に延び、口緑部は短

く直立する。口縁部内面から体部外面上半に白濁粕を施和し、さらに鉄瓶で「□正石野製」の文字を書く。内面およ

び外面の体部下半以下は露胎である。近代～現代にかけての製品と考えられる。

引用・参考文献

1．長谷川　眞「土製煮炊具」『兵庫津遺跡　Ⅱ』　兵庫県教育委員会　2004

2．池田征弘「須恵器」『兵庫津遺跡　Ⅱ』　兵庫県教育委員会2004

3．乗岡　実「備前焼措鉢の編年について」『第3回　申近世備前焼研究会資料』　中近世備前焼研究会　2000

4．上田秀夫「14－16世紀の青磁碗の分類について」『貿易陶磁研究』‰2　日本貿易陶磁研究会1982

5．大橋康二『肥前陶磁』　ニューサイエンス社1993

7．タイル

（894）は完形品で155mmx155皿、厚さ10．5mmの6インチ正方形で自無地乾式成形タイルである。表面は白色で透明

粕の発色は濁っている。二次焼成を受けているようで部分的に黒ずんでいる。また散人も顕著にみられる。裏面の多

くが接着モルタルで覆われている。部分的にモルタルが剥がれておりそこの情報では周囲に6皿の枠部分の内側は11

mmの方形の升目が詰まっている。またこの段階では製造者等のマークは見あたらない。

（895）は一つのコーナーをもつもので、残存88mmx86mm、厚さ12mの破片である。したがって形は不明であるが、

6インチの半分である3インチ以上が1辺にあることから6インチ正方形自無地乾式成形タイルと考えられる。表面

は白色で透明粕の発色は濁っている。二次焼成を受けているようで部分的に黒ずんでいる。裏面は周囲に5mmの枠部

分の内側は7mmの方形の升目が詰まっている。またこの段階では製造者等のマークは見あたらない。

（896）はコーナー部はなく、1辺のみ残すもので、残存49皿×51m、厚さ7．5mの破片品である。したがって形は

不明な乾式成形である。表面は茶色で透明粕がかかる。裏面は白色系統の粕薬が若干のり、1センチの間に8本の柵

かな線が入る。またこの段階では製造者等のマークは見あたらない。

（897）はコーナー部はなく、1辺のみ残すもので、残存34皿×41mm、厚さ9mmの破片品である。したがって形は不

明な乾式成形である。表面は茶色で透明粕がかかる。裏面は外枠が9mmがありその内側に1辺12mmの格子目がある。

この格子目の中にアルファベットの「0」と考えられる文字が見えるが製造者のマークは見あたらない。

これらのタイルは元々どのような建物に使用されていたのかまでは不明である。タイルを考古学的に調査した例は

斌平焼窯跡例があげられる（注1）。同窯は明治中期から戦後までの淡陶株式会社が生産時に廃棄したタイルであり、

我が国のタイル編年の代表的な資料である。今回出土したタイルのうち、メーカー名が判明したものはない。

わずかに（896）と同様の文様をもつものが淡陶タイルG型式の一部分に似ている。もしこのタイプであれば昭和

20年代の資料であろう。

（897）はアルファベット「0」と考えられる文字が見える。升目の中に文字のある資料は国内ではゴット・フリー

ト・ワグネルが明治初年に東京深川で生産した旭焼きがある（注2）が生産量が極少量でしかも自無地は知られてい

ない。なおイギリスのタイルメーカーではこの升目の中の文字は多数みられる（注3）。894・895は裏型の方形が崩

れ気味であることや、メーカー名が不明であり国内メーカーにも見あたらないが台湾と関係する可能性もあろう（注

4）。

これらのタイルは少量であるが今後の近現代の考古学を考える上において、興味ある資料となろう。

（注1）　深井明比古他『斌平焼窯跡』　兵庫県教育委員会　2005

（注2）　佐野一倍他『ゴッドフリート・ワグネルと万国博覧会』　愛知県陶磁資料館　2004
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（注3）　世界のタイル博物館　竹多格氏の御教示による

（注4）　深井が台湾台北市内で同系統のタイルの存在を確認した。なお台湾中原大学建築学系堀込憲二氏によれ

ば台湾の北投タイルで生産されていた可能性があるとのご教示を得た。

8．タコ壷

イイダコ壷はコップ形のものと釣鐘形のものまで出土しているが、過渡期のタイプといわれるコップ形の底部に穿

孔があるものは出土していない。今回の特徴は集中して出土していることで、両タイプともに1縄の単位で出土して

いる可能性が高い。なかでも釣鐘形のイイタコ壷は多数出土しており注目される。

釣鐘形のイイダコ壷の製作

原則的に把手部から作成している。棒に粘土を巻き付けて把手部を形成している。その際に体部上半まで作ってい

るものが多数を占める。内面は強いユビ成形によって把手部と体部を一体化するとともに内面を平滑にしている。た

だ、釣鐘の尖った形状のものは未調整のものも多い。外面もナデによって整形している。

次に把手部の芯となった棒を引き抜いている。その際に粘土の歪み（引っ張り）が把手部上面に溝状になるものと

思われる。その芯を引き抜いた部分をナデている例もあり、これが使用痕と見間違うこともある。芯を抜いた方向を

手前とし、富島遺跡ではこの面をA面として扱い表記している。以下に記すナデの位置やヘラ記号・スタンプ文の位

置もこれに即している。すなわち、A面からみた左側（観察表ではLと記載）右側（同R）と記している。正面はF

と記載している。芯を抜くのに把手側面をユビで押さえており、その痕跡も顕著に認められる。

芯を抜いた後の把手側面を強くナデることによって成形している。その後、体部から口縁部まで粘土を巻き上げて

いる。口緑部側は強いヨコナデによって仕上げられているものが多い。粘土紐で2段前後の3cm前後をヨコナデ調整

している。大きく粘土の継ぎ目が3ヶ所ある。把手部基部と口緑端部から3cm前後上と両者の中間の3ヶ所である。

ヘラ記号・スタンプ文は最終段階に施したと思われるが、今回出土資料は非常に高率で認められる。ヘラ記号の方

が圧倒的に多い。両方が施されているものもある。

釣鐘形イイダコ壷の分類

主に把手部の形態から分類した。口縁部は多くは端部が外反ぎみになる。全体的に歪のものが多いのも富島遺跡イ

イダコ壷の特徴である。

I　オーソドックスな釣鐘形のもので4つに細分する

a　把手部が小さく小型のもの、把手が小さく裾広がりになるのとさらに細分可能

b　把手部が大きいもの

C　口縁部が内偵・直立するもの

d　孔の位置が把手最大径にあるもの

Ⅱ　把手部が不定円形のもの

Ⅲ　把手部が大きく方頭になるもの（把手最大径が孔の上にある）

Ⅳ　把手部が大きくバチ形になるもの（把手最大径が孔の上にある）

イイダコ壷外面には比較的多数のへラ記号・スタンプ記号が見られる。ヘラ記号は円を措くものが主体で「×」と

「二」と斜めの直線があり、スタンプ文は竹管による円形の組み合わせである。ヘラ記号は体部外面か把手接続部に

あるが、スタンプは体部外面よりも把手部側面に多く施文されている。

コップ形イイダコ壷の分類

底部の形態で3つに分ける

I　尖り底のもの
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Ⅱ　丸底のもの

Ⅲ　重心の低い平底に近い丸底

丸底（特にⅢ）では底部の粘土紐が顕著なものとそうでないものに細分可能か。

全体が細身と太いものにも分類される。

9．土錘
土錘は多く出土しており、富島遺跡を代表する遺物の1つである。古墳時代から現代まで、各種土錘が存在する。

大きさもまちまちである。大きさから大中小の3種に分類し、その中で小分類を行った。大きくは14タイプに分けた。

小形と中形では管状土錘は変化している。そのことから、中大形は別の分類を行った。

小形は10g未満のもので4～8gが主体である。8種類に分けた。A～Fまでは管状の土錘である。

A　通常の管状土錘で平面形態がエンタシス状で丁寧なもの

B　エンタシス状で歪なもの、両端は面に仕上げる

C　エンタシス状で最大径が中央にない歪なもの

D　手控ねで作られ、中央がやや膨らむもの

E　管状で両端が尖るか丸いもの

F　手捏ねで円筒形（中央が膨らまない）もの

G　最大径が大きいもので球形に近いもの

H　有孔棒状土錘（双孔土錘・双孔棒状土錘・棒状土錘）と呼称されているもので、棒状で両端に側面から孔を有

するもの

中形は10～150gのもので、小形の分類以外に5種類が追加される。管状土錘は手捏ねがなくなり、タイプは小形

とは異なる。

Al　中央膨らみ断面の端部尖るもの

A2　中央膨らみ端部面となるもの

Bl　円筒形で中央膨らみ端部尖るか丸いもの

B2　円筒形で中央膨らみ端部面になるもの

Cl　平面長い菱形で中央が最大径になるもの（小形のAに近い）

I　円筒形のもの

J　球形のもの

K　算盤玉状もしくは最大径が中央より上にある算盤玉状のもの

L　扁平な算盤玉状

M　有溝土錘の1種で、管状土錘ではあるが外面縦方向に溝があるもの

大形は150g以上のもので、中形の分類に加えて1種類追加される。

N　円盤状で上下に円筒形の突起が付くもの

この中でK・Nは新しい時期に限られる土錘で、Hが古墳～奈良時代と古くに限られる土錘である。確実に時期を

決することはできないが、Mも古い方に限定できそうで逆に、Lは新しい時期を指向している。管状土錘でも、高温

で焼成された土師質のものは新しい時期になろうかと思われる。小形のA・E、中大形のAl・Bl・Cl・Iがそ

れに該当する。
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10．金属器
金属器は60数点出土している。そのうち、図化不能なものや断面形状から現代のものと判断したものを除外した結

果、鉄器30点と青銅製品14点の計46点を図化した。ただ、性格のわかる遺物は少なく銭貨を除くと不明遺物が多数を

占める。

種別が明確なものは、銭貨15点と耳環・銑鉄・釘・鎌である。茎状のものが多く含まれているが、釘の一部と考え

ている。

MlはB地区の石棺1内から出土している。富島遺跡の今回の調査で4基の石棺が検出されているが、その中では

唯一の出土品である。（製塩土器以外では唯一の副葬品）径2．9－3．1cmと通常の大きさであるが、中空になっている。

そのため、重さも4．60gと非常に軽量である。端面に僅かに金箔が残されていることから、金製の中空耳環である。

残存状況から全体に金箔を巻いたと想像されるが、痕跡が残っているわけではない。

M2は鉄鉱である。茎部を欠いている。刃先が扇形に開き最大幅3．3cmとなる。刃先から関部に向けて急激に狭ま

り幅0．6cmとなる。茎部に向かってさらに細くなっているが、両側に2mmずつ十字形に幅2mmの突出部を作り出した関

としている。そのまま平面形態は細くなっており、4mmの幅の茎部となる。毀損しているが、この幅で延びるものと

思われる。刃先近くで0．65cm、関部で0．50cmの厚さとなっている。B地区西側の遺構面から出土しており、古墳時代

末から奈良時代にかけての遺構が存在しているところである。

M3－M15は鉄釘である。釘としているが、銑鉄茎部と考えられるかもしれない。断面はすべて方形である。頭部

の残っているものはM6だけが作り出すタイプで、それ以外は折り曲げて頭部を作っている。長さはM7が最も短く、

M5が最も長い。

M3は僅かに頭部を曲げた釘で、長さ5．25cmを測る。断面形状は1．18×0．5cmと長方形になっている。厚みのある断

面である。先端が欠損しているが、数値は変わらない程度の破損と思われる。M4M5の出土地点は異なるが、似た

タイプの釘である。M4で長さ6．55cm、断面0．8×0．48cmを測る。M5で長さ7．0cm、断面0．82×0．52cmを測る。M6は

頭部を作り出している釘で、頭部は0．6cmと小さい。周囲を1mm前後細くして頭部を形成している。下側からも同様

に頚部を作り出している。幅は頭部と同じ幅となり先端部に向かって細くなっていく。断面は0．46×0．5cm方形である。

M7は最も短い釘で長さ3．12cmしかない。断面は0．45×0．55cmの台形である。M8も頭部を折り曲げて作っている。

やはり断面は1．0×0．5cmと長方形で厚くなっている。先端を大きく欠いている。M9は逆に先端部の破片で頭部を欠

いている。先から1．5cm付近で900曲がっている。断面は隅丸方形となっている。MllM15も同様の部分と思われる。

それ以外のMlOM12－M14も鉄釘の先端部としたが、すべて小片で他の器種の一部である可能性も十分に考えられる。

M16M17は同一個体かと思われる破片である。中央部分が高くなっており、両端に向かってハの字状に平たくなっ

ている。端部は丸くなっており、裏面は表面に平行に（厚さは同じ）なり、中央が上がっている。M16は先端部で上

部も丸くなっている。M17は上下両端を欠失している。幅2cmの細長い板状の鉄製品である。M16に比べて中央の突

起が低くなっており、幅もやや狭くなっている。

M18－M27は板状の製品であるが、性格は不明である。M20は片側を棒状のものに巻きつけており、径2－4mmの

楕円形の空間を作っている。板部分は厚さ1～2mmと非常に薄い。M21は微妙に頭部を作り出している。鍛造品であ

る。断面は隅丸長方形となっている。上方に延びるなら刀子の柄になるかもしれない。M23M24も同一個体と思われ

る。断面形態がレンズ状から菱形になっており、鏑を持ったものかもしれない。脆弱で劣化しているが、剣製品など

の可能性も考えられる。M25M26は扇形の平面をした厚さ5－7mmの板状で周囲の多くが欠損している。ともに残存

部と欠損部の見極めが難しい。M27は幅1．5～1．9cmの弧状を呈する鉄器である。形状からは鎌を思い浮かべるが、刃

を作り出していない。下から上に向かって徐々に細くなっている。
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M28は鎌である。切先部・基部とも欠く刃部中央部分であろう。幅2．5cmで刃部を有している。両端を欠いている

ことから、形態不明である。

M29は袋状を呈した製品である。鉄斧とも思われるが、内面に突帯状のものが斜めに認められるなど通常の鉄斧と

は異なっている。刃部・基部ともに残存していないことが断定できない理由となっている。不明製品としておくが、

鉄斧の可能性も高いと思われる。

M30M31は鉄淳である。M30は非常に空洞が多く歪な状態である。孔の多い不定形の鉄淳である。M31は椀形淳と

思われる。重量感があり、磁着度も強い。下面に粘土は付いていない。上下部分は生きている面と思われ、全体の3

分の2以上残存しているのではないかと思われる。

銭貨は16点（図化15点）出土している。そのうち1点は鉄銭である。銭種で分けると、皇宋通賓1枚と天保通賓1枚

以外は寛永通賓である。近世の銭貨も5枚出土している（1枚は残存状態が悪く図化していない）。

M32は北宋銭で皇宋通賓である。国内でも出土量の多い銭種である。行書体で、表面の残存状況は悪い。B地区の

近世遺構面から出土している。その他の銭貨もすべて遺構面や包含層から出土しており、遺構から出土しているもの

は富島遺跡では確認されなかった。

M33－M35は寛永通賓の文銭である。文字が丁寧に鋳出されている。その他の寛永通賓はM41の鉄銭を除いて新寛

永である。方孔の大きなものや榔の広いものがある。M41は残存状態の悪い鉄銭である。半分強しか残っておらず、

文字も明瞭に判読できない。

M42は天保通賓である。天保6（1835）年初鋳の百文銭である。錬化が進んでいることから銭名は読みにくい。特

に裏面は不明瞭である。

M43～M46は明治以降の銭貨である。M45が十銭で、その他は一銭である。M45は大正11年と新しく、円孔がある。

11．石器七石製品
ここでは、すべての地区から出土した石器と石製品を一括して報告する。遺構に伴う石器はわずかで、大部分は遺

物包含層から出土したものである。打製石器はすべてサヌカイトが用いられているが、他は多様な石材が使用されて

おり、経験的に石材の判断ができるものは少ない。

Sl～S7は石鉄である。基部形態はSl～S4が凹基式、S5が平基式、S6が凸基式、S7が有茎式となる。

凹基式の4点はすべて縄文時代の土坑が検出されたA地区から出土している。4点とも遺構には伴わず、縄文時代後

期の遺構面よりも上層から出土しているが、形態や大きさなどから縄文時代の石鉄とみなしうる。調整剥離はS4を

除いて全面に及び、整った形態に仕上げられている。重量も1g以下で薄手のつくりである。これに対してS5～S

7はやや大型で重量も1gを越える。S5は薄く精巧なつくりで、S7では刃部を鋸歯状にする。これらは弥生時代

の石鉄と考えたい。

S8は両端が欠損しているため本来の形状はわからないが、両側縁が直線的に伸びることから、打製尖頭器と判断

した。横長の板状剥片を用い、打面側と末端側を刃部とする。調整剥離は部分的で両面とも素材面を大きく残してい

る。打面側の厚みが減じられていないため、左右のバランスは悪い。

S9－Sllは削器である。S9とSlOは大型剥片の末端に刃部加工を施す。S9では自然面の平坦打面を残した剥

片が素材となっており、縄文時代の石器である可能性がある。Sllは不整形な剥片の打面部に急角度の調整剥離が加

えられている。

S12～S14は楔形石器である。これらもSl～S4の石鉄と同様にA地区から出土したもので、縄文時代に属する

可能性がある。S12は小さな円礫を輪切り状に分割した厚みのある剥片が素材となっており、淡路産のサヌカイトと

考えられる。S13、S14は上下一対の作用部を設ける。縦断面が凸レンズ状であることから、楔としての使用を想定
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し得る。

S15～S18は剥片である。S16以外の3点はA地区から出土しており、平坦な打面を有する点で共通している。S

16は打面が線状を里し、あまり風化が進んでいない。

S19は緑色片岩の扇平な自然礫で、一側線に小剥離が連続している。この剥離面は転磨によって稜が摩耗している

ため、人工品とは断定できないが、島内に産しない石材が使用されていることから、石庖丁などの素材として搬入さ

れた可能性がある。

S20～S25は砥石である。極端に厚みがあって他とは一線を画するS24を除いて、板状の直方体に成形された通常

の砥石である。砥面はS20とS21では表裏と両側面の4面、S22、S24では表面のみ、S23では表面と側面、S25で

は表裏2面となる。端面や砥面として使用されていない側面は、成形時の租い削り痕を残す例が多い。石材は凝灰岩

系と思われるものが、S20、S22、S23の3点。このうちS22は本山砥風の良質な石材が使用されている。S21は流

紋岩、S24は砂岩と思われる。S25は赤味を帯びた乳白色の軟質石材で、端面には刃物で削った際の段差が認められ

る。S26の硯と同じ石材である。

S26は硯である。よく使い込まれており中央は海部にむかって舌状に浅く窪んでいる。

S27は軽石である。成形されているわけではないが、刃物によって刻まれた直線的な筋がある。

S28は石錘であろうか。蛇紋岩風の重量感のある石材が使用されている。平面形は涙形あるいは水滴形で、側面形

は楔状、横断面形は蒲鉾状を呈する。裏面に分割面あるいは自然面と考えられる平坦面を残し、他は磨いて成形して

いる。特に両側面は強く研磨されている。上部に穿孔があり、孔から上端に向かって1条、両側面にそれぞれ1条の

Ⅴ字形の溝を刻んでいる。穿孔は片側穿孔で、孔径は表側で8皿、裏側で6皿である。重量は770g。

12．人骨
富島遺跡B地区で検出された石棺2からは埋葬された人骨が出土している。骨の遺存状態は悪く、頭骸骨や四肢骨

の一部が部分的に残存していただけであるが、出土状況からほぼ元位置を保っていたと考えられる。

以下の観察所見は、京都大学理学部教授片山一道氏に同定いただいた際の所見を藤田がまとめたものである。

・骨はすべて人骨で、他の動物の骨は混ざっていない。

・頭蓋骨（上顎骨の一部・外耳道周辺を含む左側頭骨の一部）、下顎骨、左上腕骨、左尺骨、左右大腿骨、左右脛骨、

右排骨などがある。

・出土状況から伸展葬の状態で埋葬されていたと考えて良い。

・死亡年齢は、第3大臼歯まで生え揃っていることと、歯の岐耗の進行程度から、成人（壮年～熟年）である（図版

308写真1）。

・下顎の右第1大臼歯と第2大臼歯との隣接部に大きな虫歯の跡があり、第2大臼歯は生前に抜け落ちて歯槽が完全

に閉鎖している（図版308写真2）。おそらく、虫歯が原因で歯が抜け、その後10年ほどは経過していると考えられ

る。このことからは、死亡年齢は熟年の可能性のほうが高い。

・性別は不明であるが、大腿骨が骨太で骨幹部後面の租線がよく発達して柱状構造となっていること（図版308写真

3）や、歯が大きいことから、どちらかと言えば男性の可能性のほうが高い。

・上顎の中切歯にエナメル質減形成が認められることから、子供（3～5才）の頃に何回かの栄養失調を経験してい

ると考えられる。

・左脛骨と左排骨にはネズミの岐み跡がある（図版308写真4）。これは骨化した後、ネズミに囁られたもので、古人

骨ではしばしば観察される。
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13．動物道春体
富島遺跡の各調査区からは、獣魚骨や貝類などの動物遺存体もわずかながら出土している。その主なものについて

第2表に示す。晴乳類ではシカとキジ科が見られる。魚類ではマダイとフグ科があり、月ではアカニシとバカガイが

見られる。いずれも遺物包含層から散発的に出土したもので、一括性のある資料ではない。時期についてもおおまか

にしか捉えることはできない。しかしながら、島内での動物遺存体の出土例は淡路市佃遺跡を除くと数少なく、こう

した事例の増加が、島内における自然環境や食物資源の利用に関する検討材料を提供することとなろう。

なお、資料は独立行政法人奈良文化財研究所の松井章環境考古学室長に同定していただいた。
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第2表　富島遺跡出土の動物遺存体
報告No． 地　　 区 土　 層 時　　 期 調査番号 ネー ミングNo．

1
ニホ ンジカ　 前頭骨　 右 オス

（自然落角か）
C 80街 区－ 4 奈良 200 3 146 8

2 シカ　 上腕 骨　 遠位端 C 10号線 － 3　 東 半 機械　 月層 近世 200 3 125 8

3 シカ　 尺 骨　 右 C 10号線 － 3　 東半 黒褐砂 古墳後期 ～奈 良 200 3 125 2

4
シカ　 脛 骨

（小型 ゆえ若年個体） C 80街区 － 1 黒灰砂 古墳 後期 200 30 70 18

5 シカ　 末節 骨 C 10号線 － 3　 東半 黒褐砂 古墳後期～奈 良 20 0 3 125 2

6
シカ　 中足／指骨　 左　 遠位未化骨

（若年個体 ）
C 10号線 －2　 東半

上層

黒色土
中世後半～近世 20 0 30 70 19

7 キジ科　 足根 中足 骨　 メス 12 G 近世 20 00 3 17 3

8 マ ダイ　 歯骨　 右 C 10号線 －3　 東半 黒褐砂 古墳後期～奈 良 20 03 12 5 2

9 フグ科　 歯骨　 左 C 10号 線 －3　 東半 黒褐砂 古墳 後期～奈良 20 03 12 5 2

10 ア カニ シ E 2 －1 区 第 2 層 近一世 20 02 05 4 5 9

11 ア カニ シ D 7 9街 区 －1 古墳後期 20 02 18 2 7

12 アカニ シ E 2 － 1 区 2 － 3 層 近世 20 02 05 4 5 8

1 3 ア カニ シ 2 G 縄 文か近世 200 0 31 7 32

1 4 アカニ シ E 2 － 1 区 縄 文 ？ 200 2 05 4 5 3

1 5 アカニ シ C 80街 区－ 1 黒灰 砂 古墳後期 200 30 7 0 18

1 6～ 1 8 バカガイ C 10号線 － 3　 東半 近一世 200 3 12 5 1

1 9～ 2 4 バカガイ 近世
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第5表　富島遺跡金属器計測表

No． 出土地 区 遺構 ・土層 種別 長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重 さ（g ） 備考

1 20 03 13 9　 33号線－1 S T O l棺 内 耳 環 2．9 0 3．10 0．80 4．6 0 B 地区

2 20 03 13 9　 33号線－1 黒褐砂 鉄鉱 7．0 5 3．3 0 0．65 13．00 B 地区

3 20 00 3 17　 4 G 釘 5．25 0．8 0 1．18 8．3 0

4 20 03 13 9　 3 3号線－1 黒褐砂 釘 6．55 0．4 8 0．80 10．60

5 2 0 04 3 14　 歩道2号線－2 釘 （7．00） 1．3 0 0．82 10．40

6 2 0 00 3 17　 6 G 釘 （4．08） 0．6 0 0．4 6 2．50

7 2 0 04 18 8　 5 8街区－2 釘 3．12 0．9 0 0．4 5 1．80

8 2 0 03 15 3　 3 3号線－3 機械掘削 釘 （3．80） 1．0 8 1．0 0 4．70 B 地 区

9 2 0 04 3 14　 歩道2号線 －2 釘 （5．15） 0．6 5 0．5 5 3．30

10 2 00 20 5 4　 7 7街 区－1 3層 釘 （2．70） 0．6 0 0．4 5 0．90 E 地 区

11 2 00 3 12 5 10号線－3 釘 （2．75） 0．5 5 0．4 0 1．10 B 地 区

12 2 00 30 70 1 0号線－2 黒砂 釘 ？ （3．72） 0．9 0 0．7 0 5．40 C 地 区

13 2 00 3 153　 3 3号線－3 釘 （3．00） 0．7 5 0．9 8 4．80 B 地 区

14 2 00 30 70　 8 0街 区－1 黒灰砂 釘 （2．10） 0．50 0．4 3 1．20 C 地 区

15 2 00 3 139　 3 3号線－1 黒褐砂 釘 （2．95） 0．55 0．5 0 1．10 B 地 区

16 2 00 3 125 10号線－3 月層 不明 （4．60） 2．30 0．6 0 8．00 C 地 区

17 2 00 3 125 10号線－3 黒褐砂 不明 （3．10） 2．00 0．6 0 5．60 C 地区16 と同一

18 2 00 31 39　 33号線－1 黒褐砂 不明 （2．8 0） 2．65 0．8 0 8．4 0 B 地区

19 20 0 31 25 10号線－3 不明 （5．2 0） 1．95 0．4 0 8．2 0 C 地区

2 0 20 0 31 53 10号線－3 機械 掘削 不 明 （3．2 5） 3．20 0．4 0 2．7 0 C 地区

2 1 20 02 0 54　 77街 区－1 3層 不 明 （3．4 3） 1．68 0．8 9 12．6 0 E 地区

2 2 20 03 13 9　 33号線－1 黒褐砂 不 明 （2．5 0） （4．20） 0．20 3．6 0 E 地区

2 3 20 03 15 3 10号線－4 6層 不 明 （5．6 5） 2．4 2 0．90 20．2 0 C 地区

24 20 03 15 3 10号線－4 6層 不 明 （6．9 0） 2．68 0．90 29．8 0 C地 区2 3 と同一

25 20 03 15 3 不 明 （5．9 2） （4．3 5） 0．69 19．40

26 20 02 05 4　 77街区－1 不 明 （5．0 0） （3．10） 0．70 2 2．80 E 地 区

27 20 00 3 17　 14 G 不 明 （8．5 0） 1．9 0 0．68 19．40

28 2 0 03 07 0　 34号線－1 黒灰砂 鎌 （8．50） 3．0 0 1．30 2 8．40 D 地区

29 2 0 03 07 0　 34号線－1 黒灰砂 不 明 （7．90） 5．5 0 4．20 10 8．0 0 D 地区　 鉄斧 か ？

30 2 0 03 12 5 10－号線－3 黒褐 砂 ガラス淳 （3．20） （3ユ2） 1．50 14．00 C 地 区

3 1 2 0 02 05 4　 7 4街 区－1 焼土層 ガラス淳 （5．4 1） （4．0 0） 2．4 5 6 7．50

（　　）数値は残存値を示す

第6表　富島遺跡銭貨計測表

No． 出土地区 土層 銭種
法　　 量 （mm） 重さ

（g ）
備考

銭径 （A ） 内径 （B ） 銭径 （C ） 内径 （D ） 郭幅 （E ） 孔径 （F ） 厚さ

32 3 3号 線－1 黄灰シルト 皇宋通賓 25ユ0 2 0．5 0 24．9 0 20．5 0 1．0 0 7．0 0 1．30 2．60

3 3 7 7街 区－1 2層 寛永通賓 2 5．2 0 2 0．0 0 25．3 0 20．0 0 0．8 0 5．5 0 1．40 3．60 文銭

3 4 1 0号線－3 黒褐 砂 寛永通賓 25．5 0 2 0．5 0 25．4 0 20．5 0 1．0 0 5．50 1．70 4．20 文銭

3 5 7 7街 区－4 寛永通賓 2 5．3 0 20．0 0 25．4 0 20．5 0 0．8 0 6．00 1．50 2．70 文銭

3 6 7 7街 区－1 2層 寛永通賓 22．7 0 18．0 0 22．8 0 18．20 0．6 0 7．00 1．20 2．4 0

3 7 確認3 G 寛永通賓 23．6 0 19．0 0 23．2 0 19．00 0．6 0 6．50 1．50 4．2 0

3 8 確認6 G 寛永通賓 22．8 0 18．0 0 22．8 0 18．20 0．5 0 6．50 1．00 2．10

3 9 45街 区－1 寛永通賓 23．0 0 19．0 0 23．0 0 19．00 1．00 6．50 1ユ0 2．6 0

4 0 79街 区－2 寛永通賓 24．7 0 20．5 0 24．80 2 0．50 0．50 6．50 1ユ0 2．10

4 1 確認1 0G 寛永通賓 （15．5 0） 2 3．70 0．50 6．50 1．6 0 （0．7 0） 鉄銭

4 2 10号線－3 月層 天保 通賓 32．8 0 27．50 4 9．50 4 4．00 2．00 6．50 3．0 0 20．4 0

4 3 77街 区－1 2層 一銭 28．0 0 2 6．00 2 8．00 2 6．00 1．5 0 6．8 0

44 77街 区－4 茶褐砂 一銭 2 3．50 2 1．50 2 3．10 2 1．50 1．4 0 3．8 0

45 14号線－7 精査 十銭 2 2．00 2 0．50 2 2．00 2 0．50 0．80 4．50 1．4 0 3．4 0 大正 11年

46 確認6 G 一銭 2 3．20 2 1．50 2 3．10 2 1．50 1．4 0 3．7 0

（　　）数値は残存値を示す
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Ⅵ　放射性炭素年代測定

パレオ・ラボAMS年代測定グループ

小林紘一・丹生越子・伊藤茂・山形秀樹・瀬谷　薫

ZaurLomtatidze・InezaJorjoliani・藤根　久

1．はじめに

富島遺跡より検出された炭化物について、加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を行った。

2．試料と方法
測定試料の情報、調整データは表1のとおりである。試料は調整後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパク

トAMS：NEC製1．5SDH）を用いて測定した。得られた14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C年代、

暦年代を算出した。

表1測定試料及び処理

測定番号 遺跡デー タ 試料データ 前処理 測定

PL D －56 2 6 調査番号 ：20 03 07 0

試料の種類 ：炭化材

試料の性状 ：不 明

状 態 ：dry

カ ビ ：虹
ノヽヽヽ

超音波煮沸洗浄

酸 ・アルカリ ・酸洗 浄

（塩酸1．2N ，水酸化 ナ トリウム1N ，塩酸1．2N ）

P a leo L a b o ：

N E C 製 コンパ ク ト

A M S ・1．5 S D H

P L D －5 62 7 調査番号 ：20 03 14 6　 N o．1

試料の種類 ：炭化材 （枝 ）

試料の性状 ：最外年輪

状態 ：dry

カ ビ ：虹
Jlヽヽ

超音波煮沸洗浄

酸 ・アルカリ ・酸洗 浄

（塩酸1．2N ，水 酸化ナ トリウム1N ，塩酸1．2N ）

P a leo L a b o ：

N E C 製 コンパ ク ト

A M S ・1．5 S D H

P L D －5 62 8 調査番号 ：20 03 14 6　 N o．2

試料の種類 ：炭化材 （枝 ）

試料の性状 ：最外年輪

状態 ：dry

カ ビ ：盤
Jlヽヽ

超音波煮沸洗浄

酸 ・アルカリ ・酸洗 浄

（塩酸1．2N ，水 酸化ナ トリウム1N ，塩酸1．2N ）

P a leo L a b o ：

N E C 製 コンパ ク ト

A M S ・1．5 S D H

P L D －5 62 9 調査番号 ：20 03 14 6　 N o．3

試料の種類 ：炭化材 （枝 ）

試料の性状 ：最外年輪

状 態 ：dry

カ ビ ：4旺
ハヽヽ

超音波煮沸洗浄

酸 ・アルカ リ ・酸洗 浄

（塩酸1．2N ，水 酸化ナ トリウム1N ，塩酸1．2N ）

P a leo L a b o ：

N E C 製 コンパ ク ト

A M S ・1．5 S D H

P L D －5 63 0 調査番 号 ：20 03 14 6　 N o．4

試料の種類 ：炭化材 （枝 ）

試料の性状 ：最外年輪

状態 ：dry

カビ ：虹
JIlヽ

超音波煮沸洗浄

酸 ・アルカリ ・酸洗 浄

（塩酸1．2N ，水 酸化ナ トリウム1N ，塩酸1．2N ）

P a leo L a b o ：

N E C 製 コンパ ク ト

A M S ・1．5 S D H

P L D －5 63 1 調査 番号 ：20 03 14 6　 N o．5

試料の種類 ：炭化材

試料の性状 ：最外年 輪

状態 ：dry

カビ ：4旺
ハヽヽ

超音波煮沸洗 浄

酸 ・アルカ リ ・酸洗 浄

（塩酸1．2N ，水 酸化ナ トリウム1N ，塩酸1．2N ）

P a leo L a b o ：

N E C 製 コ ンパ ク ト

A M S ・1．5 S D H

P L D －5 63 2 調査 番号 ：20 03 14 6　 N o．6

試料の種類 ：炭化材 （枝）

試料の性状 ：最外 年輪

状態 ：dry

カビ ：無

超音波煮沸洗 浄

酸 ・アルカ リ ・酸洗浄

（塩酸 1．2N ，水 酸化ナ トリウム1N ，塩酸1．2N ）

P aleo L ab o ：

N E C 製 コ ンパ ク ト

A M S ・1．5S D H

P L D －5 63 3 調 査番号 ：20 0 314 6　 N o．7

試料の種類 ：炭化 （樹皮） 超音波煮沸洗 浄 P ale oL ab o ：

状態 ：d ry 酸 ・アルカ リ ・酸洗浄 N E C 製 コ ンパク ト

カビ ：無 （塩酸 1．2 N ，水酸化 ナ トリウム1N ，塩酸 1．2 N ） A M S ・1．5S D H

3．結果
表2に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（J13C）、同位体分別効果の補正を行った14C年代、14C年
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代を暦年代に較正した年代範囲、暦年校正に用いた年代値を、図1に暦年校正結果をそれぞれ示す。暦年校正に用い

た年代値は、今後暦年校正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年校正を行うために記載した。

14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、14Cの半減期とし

てLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（±1g）は、測定の統計誤差、標準偏差等に基づ

いて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68．2％であることを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年校正

暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去の宇宙線強度や

地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期5730±40年）を校正することで、

より実際の年代値に近いものを算出することである。

14C年代の暦年較正には0ⅩCa13．10（校正曲線データ：INTCALO4）を使用した。なお、1g暦年代範囲は、0ⅩCal

の確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68．2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に2J暦年代範囲は

95．4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ

中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年校正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、そ

の確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示してある。

表2　放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定番号
5 13C

（％0）

14C 年代

（yrB P ± 1α）

14C 年代 を暦年 代に較正 した年代範 囲 暦年較正用年代

（yrB P ± 1の1α暦年代 範囲 2 ロ暦年代範囲

PL D －56 26 －2 4．36 ±0．1 1 －10 0 ±2 0 校正 曲線範 囲外 校 正曲線範囲外 －10 2 ±22

P L D －56 27 －28．1 9±0．1 7 126 5 ±2 5
69 0 A D （59．4％）75 5A D

76 0A D （8．8％）77 5 A D

6 60 A D （9 3．4％）780 A D

7 90 A D （2．0％）810 A D
126 5 ±23

P L D －5 62 8 －2 4．8 3±0．1 3 1 23 5 ±2 5

6 90 A D （30．8％）75 0A D

7 60 A D （30．6％）82 0A D

84 0A D （6．8％）86 0 A D

6 80 A D （9 5．4％）880 A D 123 5 ±23

P L D －56 29 －2 5．8 5±0．1 3 1 25 0 ±2 0
69 0 A D （56．3％）75 0A D

76 0 A D （1 1．9％）78 0A D

6 70 A D （9 2．9％）830 A D

8 40 A D （2．5％）860 A D
125 2 ±2 2

P L D －56 30 －2 7．53 ±0．12 1 25 0 ±2 5
69 0 A D （54．4％）75 0A D

76 0 A D （13．8％）78 0A D
6 80 A D （9 5．4％）87 0 A D 1 24 9 ±2 3

P L D －56 3 1 －2 7．23 ±0．17 12 4 5±2 5

69 0A D （4 9．8％）750 A D

76 0A D （13．9％）780 A D

7 90 A D （4．5％）810A D

6 80 A D （9 5．4％）87 0 A D 1 24 5 ±2 3

P L D －56 32 －2 6．55 ±0．18 12 70 ±2 5

68 5A D （37．2％）725 A D

73 5A D （31．0％）770 A D
6 60 A D （9 5．4％）78 0A D 12 7 1±2 4

P L D －56 33 －2 9．9±0．1 2 12 40 ±2 5
6 9 0A D （4 2．3％）750 A D

7 6 0A D （2 5．9％）810 A D
68 0 A D （95．4％）87 0A D 12 39 ±2 3
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4．考察
試料について、同位体分別効果の補正及び暦年校正を行った。得られた暦年代範囲のうち、その確率の最も高い年

代範囲に着目すると、それぞれより碓かな年代値の範囲が示された。なおPLD－5626：調査番号2003070については

年代値が新しく校正曲線範囲外であったため14C年代のみを記載した。

調査番号：2003070（PLD－5626）以外の試料は、同一取上げ試料内から抽出した試料であるが、いずれも1α暦年

代範囲においてCalAD690－755年、1cT暦年代範囲においてCalAD660－880年の年代を示している。
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Ⅶ　おわりに

富島遺跡の調査は、平成8年の確認調査から整理調査までを数えると11年にまたがった。富島地区土地区画整理事

業は兵庫県南部地震の震災復興事業として、兵庫県教育委員会が実施した最後の事業である。土地区画整理に伴う調

査は掘削を伴う部分を調査対象とすることから小面積であることが多い。その中でも阪神間などの同じ事業と比べる

と地理的に狭いこともあって、一段と小面積の調査となった。調査は工事進捗に合わせて実施した。調査計画が立て

にくく、調査日数も通常調査より確定しずらいものがあった。その中で、担当者もやりくりして行うという、兵庫県

教育委員会埋蔵文化財調査事務所の調査としては異例の調査となった。事業主体もはじめの4年間は土地区画整理事

業組合、次に都市基盤整備公団（のちに独立行政法人）、最後の整理作業は淡路市と変化していった。それに合わせ

て、調査主体も当初は北淡町教育委員会で、5年目から兵庫県教育委員会に変わった。確認調査2年目（平成9年

度）は北淡町教育委員会担当者1人では震災復興調査に対応することが出来なかった。そのため、震災復興調査の基

本方針に則って兵庫県教育委員会に支援依頼があり、震災復興班職員が担当した。鹿児島県と徳島県からの派遣職員

による調査であった。担当者のなかには故人となった水口富夫氏も含まれる。震災復興調査に尽力をされたもので、

その1つが富島遺跡であり、多くの成果を上げている。本調査範囲をほぼ確定した調査でもあった。小面積の積み重

ねではあったが、多くの方々の努力と協力によって多くの成果を上げることが出来た。関係各位に感謝致します。そ

して、十分ではない当報告が活用いただけることを願うものです。

11年間のうち、本調査は4年度にわたって調査を実施した。26回で計4，981崩の調査を行ったことになる。その結果、

別表のように多くの遺構を検出することが出来た。それに加えて富島遺跡の性格を示す漁労具・製塩関係の良好な資

料に恵まれた。遺構は縄文時代後期の土坑が4基あり、最も古い遺構である。次に弥生時代後期の土坑が1基あり、

古墳時代後期になって集落は増大する。竪穴住居跡1棟と石棺5基と製塩炉が該当する。居住域・墓域・生産域を確

認したことになり、3者の調査例は稀少例であろう。生産内容が製塩であることは数少ないものであり、淡路という

地域的な観点からは御食国淡路を象徴する遺跡の調査といえる。奈良時代になると、方形掘り方の柱穴や墨書土器な

ど官街的な性格が看取される。製塩遺構も継続しているが、減少している。平安時代以降縮小するが、遺跡は営みを

継続している。遺構としては掘立柱建物跡6棟と焼土坑・柵列などと一般的な遺構が確認されている。遺物はほぼ検

出遺構に順じているが、遺構のない時期の遺物も出土しており、縄文時代中期から現代まで継続して生活しているこ

とが明らかとなった。

第7表　富島遺跡遺構一覧表

地区名
上面（中近世） 下面 （縄文～奈良）

掘立柱建物跡 井　 戸 土　 坑 竪穴住居跡 石棺 製塩炉 土坑 旧河道

A SK O3～06

B SB Ol ・02 SE Ol 焼土坑 ST Ol～05 SL Ol～03 SR Ol

C SE Ol SL Ol～05

D SE Ol SL Ol ・02 旧河道

E SB Ol～04 SE Ol 集石1 ・2 SK Ol～03

F SE Ol SH Ol SK Ol～03
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縄文時代後期は土坑を検出しただけで、性格は明らかにはしがたい。A地区からE地区にかけての微高地で生活し

ていたと思われる。土器は小片のものが多く、不明な点が多い。確認調査での集石など注目されるが未だ不明瞭であ

る。そのなかで注目されるのが、近畿では5例日となる土面の破片である。左目周辺の破片で、目と眉が表現されて

いる。佃遺跡の調査によって淡路でも大規模な集落の存在が明らかになったが、富島遺跡のような小規模な遺跡で土

面を保有していたことは重要である。当時の精神構造を考える点でも興味深い。

弥生時代になると、中期後半から後期にかけての土器が出土しており、F地区からは後期後半の土坑が調査されて

いる。津名郡での遺跡の消長と軌を一にしており、富島遺跡でも中期後半から生活を再開したものと思われる。1点

だけF地区SKOlの下層から前期末の壷が出土しているが、遺構は後期である。中期の土器の大半は磨滅が顕著であ

る。後期から古墳時代初頭までの土器は量的には僅かに多い程度であるが、保存状態がよくなっている。布留期から

6世紀中頃までは遺物は少なくなり、F地区に限られる。遺構ではSKOl新しい段階の土師器が須恵器と共伴してい

る。TK23前後の時期である。遺跡の規模は縮小していたようである。

再開するのは6世紀末からで、奈良時代にかけて富島遺跡の中心となる時期である。竪穴住居跡は1棟だけしか確

認していないが、南側の段丘面に展開していた可能性が高い。石棺は集中して検出しており、7世紀前半の埋葬形態

が把握されて興味深い。特に古墳がほとんど知られていない淡路市（津名郡）内での検出だけに、その資料的価値は

高い。生産城に接して墓を築いていることは注目される。近隣の製塩遺跡である貴船神社遺跡・畑田遺跡でも同様で、

石棺と製塩炉が近接して存在する。石棺は個々に変化がある。大きくは板状の礫（角張ってなく、角は丸くなってい

る）を使用しているが、用石法など異なっている。規模は1．5－1．75m、幅0．3－0．5m、高さ0．2－0．3mである。石棺4

だけ長さが2．5mと長く、積み方など異なっている。床は石棺1と石棺3が小礫を敷いている。石棺2だけ蓋石が残

存しており、それ以外は木蓋などの可能性が考えられる。石棺2は石枕を保有している。石棺4以外は骨が残ってい

た。石棺1・2は頭蓋骨以外に四肢骨も見られたが、石棺3・5は頭蓋骨だけであった。副葬品は石棺1の耳環だけ

である。細かい主軸方向は異なっているが、大局的には東西に主軸を持っている。石棺3は西側に石棺1・2・5は

東側を頭位にしている。石材のなかには火を受けたものも多い。貴船神社遺跡の石棺も被熟しており、製塩遺跡内で

の埋葬の特徴であろうか。

富島遺跡の中心時期の古墳時代末から奈良時代にかけての遺物の特徴として、製塩土器・漁具・官街的遺物がある。

製塩土器は富島遺跡を代表するものであるが、製塩遺跡として大規模にも長期間に渡っても活動していない。貴船神

社遺跡や浜田遺跡の同じ北淡町内の遺跡と比較すると、製塩土器の出土量は少なく、何よりも密度が希薄である。濃

密な厚い包含層は今までの調査では確認されていない。製塩土器もB地区SROlから1点の脚台Ⅲの脚台が出土して

いる以外は丸底Ⅱ～Ⅲにかけてに限られる。富島遺跡の盛行期に製塩作業を行っていたものと思われる。マダコ壷を

焼塩用に用いていることや製塩土器そのものは貴船神社遺跡との共通性を感じさせる。需給の関係ではないが、生産

地の貴船神社遺跡と官衛的性格を有する富島遺跡の親緑性が求められるとともに、官街的集落でも製塩作業を行って

いることは注目される点と考えられる。貴船神社遺跡は丸底Ⅲの時期までは継続しているが、口緑部が内傾するキャ

リバー形の製塩土器までで、律令期の厚手の時期までは継続しない。が、富島遺跡はこの時期の土器も出土しており

異なっている。布の庄痕のある土器は認められない。この各々の時期の変化が淡路での中期に分類されるものと想定

している。

漁具としてはタコ壷と土錘がある。タコ壷はイイダコ壷とマダコ壷があり、イイダコ壷は古墳時代から奈良時代の

もので、2時期ともに漁具としての1単位（1縄）と想定される状態で出土したことが評価される。県下では神戸市

西区玉津田中遺跡や尼崎市東園田遺跡で出土例がある。コップ形の時期の製塩土器（丸底I）は出土していないこと

から、富島遺跡では漁労を行い生活しているものの製塩活動を行っていないことが判る。民俗例でも数十から百個以

上を単位としていることから、多量に出土しているようでも1単位と考えても問題はないのではと思われる。1縄で
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一括品であることから、使用時の時期的な差はないものであるが、形態差は認められる。本来的な時期差は認められ、

把手部の占める割合（第4表イイダコ壷計測表のY／Ⅹ・Ⅴ／W）が高いものが新しい傾向を示しているものと予想さ

れる。個数があるので観察すると製作者の個性が認められる。マダコ壷は長期間に渡って作製使用されている。古墳

時代から現代に至るまで使用されているようである。底部に穿孔があるものがあることから、紐の縛り方に種類があ

るようである。強く焼成されたものがあることから、製塩用にも使われていたと考えている。イイダコ壷の中にも2

次焼成を受けたものがある。

土錘は管状土錘が圧倒的に多く、時代も全時代に及んでいる可能性が高い。近現代のものには陶器もあり転用品も

ある。新しい時期の方に大形品が多いようである。棒状有孔土錘は富島遺跡の盛行期の遺物であろう。右溝管状土錘

も時期が限定できる数少ないタイプである。分類だけは行ったが、細かい検討が可能なものであり、今後の課題であ

る。

官衛的遺物には墨書土器、土馬、須恵器鉢、土師器皿・高杯・盤と瓦がある。墨書土器からは明確な性格は得られ

ない。瓦は小振りのものである。他の遣物から考えて奈良時代未頃と恩われ、その時期にすると小さいのが特徴であ

る。また、それ以外の遣物の中に竃の破片が多く見られるのも注意を引く。羽口などとともに生産に関連するのであ

ろうか。

報告書作成過程で図版を組んでいて、さながら富島地区における復興事業の写真集の観が強いと思った。4年間の

間に新しい建物が並び、町が再生されていった。港町特有の道の狭い路地に緊急車両が入れるように整備されつつあ

った。調査には一貫して舟木遺跡をはじめとして震災前から調査に参加戴いた地元の方々の協力を得たことは、順調

に調査が行えた要因であった。現場に見学に来てくれた小学生に製塩遺跡の説明をした時に、貴船神社遺跡を知って

いてくれたことは担当者として幸せであった。地域における文化財活動が根付いてくれた証拠であろう。調査途中に

生田小学校の岸本先生が製塩遺跡を教材に選んでくれたことも幸いであり、子供たちをはじめとする地域密接の資料

となったように思う。そのように富島遺跡のことも長く語り継いで戴ければ望外の喜びである。

土馬
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シリーズ番号 第321冊

編　 著　 者　 名 深井明比古 ・渡辺　 昇 ・平田博幸 ・藤田　 淳 ・川音知子 ・西口圭介 ・銭　 英記 ・パ レオラボ

編　 集　 機　 関 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

所　 在　 地 〒652－0032　神戸市兵庫区荒田町2丁 目1番5号　 T E L．078 （531）7011

発 行 年 月 日 2007年3月15 日

所 収 遺 跡 名 所在地
コー ド

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 調査番号 北緯 東経

富　 島　 遺　 跡 兵庫県淡路

市 （旧津名

郡北淡町）

富島

28226 2001001 340

32′

45〝

1340

55′

32〝

2001．4．10～19 570I肩 富島地区震災

復興土地区画

整理事業
2002054 2002．6．17～7．16 1，220Id

2002182 2002．11．11～19 142Id

2002198 2002．12．2 12Id

2002218 2002．12．20 307Id

2002228 2003．2．4 60Id

2003070 2003．4．24～5．20 320Id

2003125 2003．7．2 ・7．3 60Id

2003139 2003．7．28～8．6 233Id

2003146 2003．8．19 52Id

2003153 2003．9ユ・9．5 134Id

2003163 2003．9ユ8 65n了

2003171 2003．9．29～10．10 318Id

2003208 2003．11．13 40扇

2003222 2003．12．2 254Id

2003237 2004．1．15 ・1．16 124汀i

2003242 2004．1．21 161Id

2003288 2004．3．3 18Id

2004042 2004．4．8 29n受

2004173 2004．5．31 29Id

2004188 2004．7．8 40Id

2004195 2004．7．27～7．29 168Id

2004211 2004．9．8－9．15 533Id

2004268 2005．1．12 32汀i

2004303 2005．3．1 10Id

2004314 2005．3．17 ・3．18 50Id

確認　　　 307汀i

本発掘　 4，981I五

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

富　 島　遺　 跡 集落跡

古墳時代
竪穴住居跡 ・
石棺

須恵器 ・土師器 ・耳環

奈良時代 製塩炉 ・
掘立柱建物跡 須恵器 ・土師器 ・製塩土器

鎌倉～室町時代 掘立柱建物跡 青磁 ・白磁 1・土錘 ・銭貨

114



兵庫県文化財調査報告　第321冊

淡路市（旧津名郡北淡町）

雷鳥直輝
2007年3月15日発行

編　　集

発　　行

印　　刷

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

〒652－0032　神戸市兵庫区荒田町2丁目1番5号

兵庫県教育委員会

〒650－8567　神戸市中央区下山手通5丁目10番1号

株式会社　精文舎




